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図面番号 図　面　名　称

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

A-31

A-32

A-33

A-34

A-35

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

特記仕様書（1）

特記仕様書（2）

特記仕様書（3）

特記仕様書（4）

特記仕様書（5）

特記仕様書（6）

特記仕様書（7）

設計概要・仕上表1

仕上表2

1階平面図（改修後）

2階平面図（現況）

2階平面図（改修後）

3階平面図（現況）

3階平面図（改修後）

屋根伏図（現況）

屋根伏図（改修後）

立面図（現況）

立面図（改修後）

図面番号 図　面　名　称

1階平面図（現況）

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

E-11

E-12

E-13

E-14

E-15

E-16

E-17

E-18

電気設備　特記仕様書

電気設備　配置図

電気設備（現況）2階　動力設備図

電気設備（現況）3階　動力設備図

電気設備（現況）R階　動力設備図

電気設備（現況）1階　動力設備図

電気設備（改修後）1階　動力設備図

電気設備（改修後）2階　動力設備図

電気設備（改修後）3階　動力設備図

電気設備（現況）2階　電灯設備図

電気設備（現況）3階　電灯設備図

電気設備（現況）1階　電灯設備図

電気設備（改修後）1階　電灯設備図

電気設備（改修後）2階　電灯設備図

電気設備（改修後）3階　電灯設備図

電気設備（改修後）1階　弱電設備図

電気設備（改修後）2階　弱電設備図

電気設備（改修後）3階　弱電設備図

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

M-12

M-13

M-14

M-15

M-16

M-17

M-18

M-19

M-20

特記仕様書

凡例・衛生設備・器具表

給排水衛生設備　2階平面図（改修後）

矩計図1（現況）

矩計図1（改修後）

矩計図2（現況）

矩計図2（改修後）

展開図1（現況）

展開図1（改修後）

展開図2（現況）

展開図2（改修後）

展開図3（現況）

展開図3（改修後）

展開図4（現況）

展開図4（改修後）

展開図5（現況）

展開図5（改修後）

展開図6（現況）

展開図6（改修後）

1階便所平面詳細図（現況・改修後）

2階便所平面詳細図（現況・改修後）

3階便所平面詳細図（現況・改修後）

A-42

A-43

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

A-49

A-50

A-51

A-52

A-53

A-54

A-55

A-56

A-57

A-58

A-59

A-60

A-41

1階天井伏図（現況）

1階天井伏図（改修後）

2階天井伏図（現況）

2階天井伏図（改修後）

3階天井伏図（現況）

3階天井伏図（改修後）

建具表

家具詳細図1

家具詳細図2

渡り廊下改修図（現況・改修後）

床伏図

展開図9（現況）

展開図9（改修後）

展開図10（現況）

展開図10（改修後）

展開図7（現況）

展開図7（改修後）

展開図8（現況）

展開図8（改修後）

A-61

A-62

給排水衛生設備　3階平面図（改修後）

給排水衛生設備　1階便所平面詳細図（現況・改修後）

給排水衛生設備　2階便所平面詳細図（現況・改修後）

給排水衛生設備　3階便所平面詳細図（現況・改修後）

給排水衛生設備　1階平面図（改修後）

給排水衛生設備　1階平面図（現況）

給排水衛生設備　2階平面図（現況）

給排水衛生設備　3階平面図（現況）

給排水衛生設備　屋根伏図（現況）

空調換気設備　凡例、機器表

空調換気設備　2階平面図（改修後）

空調換気設備　3階平面図（改修後）

空調換気設備　1階平面図（改修後）

空調換気設備　1階平面図（現況）

空調換気設備　2階平面図（現況）

空調換気設備　3階平面図（現況）

空調換気設備　屋根伏図（現況）

付近見取図・配置図・仮設計画図

断面図 (現況･改修後)

黒板･掲示板詳細図

小荷物専用昇降機詳細図1

小荷物専用昇降機詳細図2

阿山小学校北校舎大規模改造工事　図面リスト



章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

章 項　目 特記事項

特記仕様書

１．本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

２．本特記仕様書における採用事項

　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。

　③．特記事項は・印を附したものを適用する。但し・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。

　　　・印と※印を附した場合は共に適用する。

３．本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

４．その他事項

　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に・印を附していない場合は標準仕様書による。

　・「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル」(編集：国土交通省住宅局建築指導課他)

　・各項目欄の番号(例：1.4 ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に照合する　

　・各項目欄の番号(例：1.* ○○○）は標準仕様書の番号（章番号を除く）に該当しない項目とする　

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修 建築物解体工事共通仕様書　平成24年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版

１
章
　
一
般
共
通
事
項

1.4 工事実績情報登録 登録：　・適用　・不適用

基準風速：　・Ｖｏ＝３４(m/s)　平成12年建告第1454号第2

地表面粗度区分：　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　

積雪区分：　・区域=(32)／α=0.0009／β=0.00／γ=0.21／R=0

　　　　　　　平成12年建告第1445号　別表

1.* 建築基準法の風圧

　・積雪に関する規定

技術者の適用：　・適用　・不適要3.3 電気保安技術者

3.5 施工条件

その他の施工条件　：　・図示　・現場説明書による　・　

発生土仮置場　　　：　・図示　・現場説明書による　・　

資材、機材置場　　：　・図示　・現場説明書による　・　

工事車両の駐車場所：　・図示　・現場説明書による　・　

・発注者への引渡発生材；

・特別管理産業廃棄物；

・リサイクル発生材；

施工順序等の制約：　・無し　・有り【・現場説明書による　・図示　・　　　　　】

4.* 使用材料 ・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量

　はＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆

　とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が存在しない場合は監督員と協議のうえ決定

　する。

5.2施工数量調査

6.5 施工の検査等 見本施工の実施：　・実施しない　・実施する【実施箇所等：　・図示　・　　　　】

調査方法：　・非破壊検査　・破壊検査　・　

5.3調査のための

　　　破壊部分の補修 　　　　　　・図示　・　

補修方法：　・破壊検査後の復旧に関しては監督員と協議の上決定する

濃度測定：　・未実施　・実施

　化学物質濃度を下記のとおり測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確

　認し報告すること。

　測定対象物質：　・ホルムアルデヒド　・トルエン　・キシレン　・エチルベンゼン

　　　　　　　　　・スチレン　・パラジクロロベンゼン

　測定方法：　・簡易法　・パッシブ型採取機器　・測定バッジ；

　測定対象室：　・3階 普通教室(東)　・　

　測定箇所数：　・図示　・2箇所

　・厚生労働省の標準的測定方法による場合の測定者は、環境計量証明事業所として

　　登録を行っている者、又は作業環境測定事業所の有機溶剤の登録を行っている者

　　とする。

完成図　　　　　：　・必要　・不要

保全に関する資料：　・必要　・不要

6.9 化学物質の濃度測定

8.1 完成時の提出図書

ひ素・カドミウム含有せっこうボードの処理：

標準仕様書1.3.8(b)(5)(ⅰ)及び(ⅱ)以外のせっこうボードの処理：

　・製造業者回収委託処理　・管理型最終処分場埋立処理

　・管理型最終処分場埋立処理　・再資源化

ＰＣＢ含有シーリングの調査方法：　・図示　・　

ＰＣＢ含有シーリングの撤去方法：　・図示　・　

3.12 発生材の処理等

提出部数：　※２部　・　部

提出要領：　・Ａ2原稿２つ折り製本　・Ａ３版原図（ＣＡＤ作図による）

　　　　　　・ＣＡＤデータ　・　

施工計画書：　・監督員の承諾を受けたもの　・　

8.2 完成図 種類：　※表1.8.1 　・一般図　・実施設計図一式 ･ 竣工図

記入内容：　※表1.8.1 　・図示　・図面ﾘｽﾄ全て　

8.1 完成時の提出図書
１
章
　
一
般
共
通
事
項

施工図：　・Ａ３原稿２つ折り製本　・Ａ３拡縮版第２原図　・ＣＡＤデータ

　　　　　・監督員の承諾を受けたもの　・　

・保全に関する資料　提出部数：　※各２部　・　部8.3 保全に関する資料

２
章
　
仮
設
工
事

2.1 足場その他 内部足場の種別：　・脚立　・足場板　・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　・　

材料等の運搬方法：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

既存ブラインド、カーテンの養生方法：

3.1 既存部分の養生

3.2 仮設間仕切り 仮設間仕切り：　・無し　・有り

　設置箇所：　・図示　・　

　種　別：　・A種　・B種　・C種

　仮設扉の種別：　・鋼製　・木製　・図示　・　

　仮設扉：　・不要　・必要【設置箇所：　・図示　・任意の場所　・　　　　　　】

既存部分養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

既存家具養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

保護シートの設置：　・設置する　・設置しない

外部足場の設置、種別：　・設置しない　・設置する【・枠組足場　・単管足場　・　】

　・（　）号（会議室（　　）ｍ2 を含む）

　・（　）号に会議室（　　）ｍ2 を加えた規模

　　　　受注者事務所等 ◎監督員事務所の規模、設備、備品等

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具

　・その他；

監督員事務所の設置：　・必要　・不要　

　・（　）号に会議室（　　）ｍ2 を加えた規模

　・専用電話　・兼用FAX　・冷暖房機　・机　・椅子　・書棚　・検査用具

　・その他；

受注者事務所の設置：　・必要　・不要　

　・（　）号（会議室（　　）ｍ2 を含む）

◎受注者事務所の規模、設備、備品等

4.1 監督員事務所、

構内既存の用水施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

構内既存の電力施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

　　　　　　　　　　　・動力以外利用できる（・有償　　・無償）

4.* 工事用水及び電力

３
章
　
防
水
改
修
工
事

１．一般事項

1.1 適用範囲 防水工事の保証書の提出及び保証年限

降雨等による養生方法：　※標準仕様書3.1.3(e)による　・図示　・　1.3 施工一般

1.4 改修工法の種類

　　　　　　及び工程 施工部位 工法の種類

・屋上防水押え

備考(特記工程)

P1B工法

POS機械工法

◎防水改修工法の種類

　・保証年限10年；ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水

　・保証年限10年；塗膜防水　・その他；

・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ防水押え

　　施工者は、防水材料製造所の施工者とし、監督員の承諾を受ける＞

*1工程有り

　　＜保証書（請負人、材料製造所、防水施工者の連帯保証）は各２通提出する．防水

◎シーリング改修工法の種類

施工部位

・外壁開口部建具廻り目地

備　考工法の種類

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地

・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ誘発目地

1.4 改修工法の種類

　　　　　　及び工程

３
章
　
防
水
改
修
工
事

備　考

設備架台等防水層取り合い部の処置：　・協議による　・図示　・　

既存防水層表面の仕上げ塗装の除去：　・行わない　・行う

2.5 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの処理

2.6 既存下地の補修

　　　　　　及び処置

補修箇所の形状、長さ、数量等：　・下表による　・図示　・　

２重ドレンの設置：　・行わない　・行う（施工箇所；

２．既存防水層の処理

施工部位

・既存目地の欠損部補修

㎡

ｍ

・欠損部の補修 ㎡

㎡・防水層表面の仕上げ塗装の除去

形状・長さ数量等

・脆弱部の補修

保護コンクリートの設計基準強度：　※18N/mm2　・21N/mm2　・　

防水立上がり部の保護：　・湿式　・乾式　・　

立上り部の保護レンガの材料：　※標準仕様書3.3.2(o)による　・　

3.2 材　料

３．アスファルト防水　　・図示

改質アスファルトルーフィングシートの種別・厚さ：

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種別・厚さ：

保護防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(h)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

露出防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(i)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

保護防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

露出防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

絶縁シートの材料の指定：　※標準仕様書3.3.2(j)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書3.3.2(c)(6)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書3.3.2(c)(7)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

保護コンクリートのスランプ：　※18cm　・15cm　・　

◎屋根保護防水

備　考

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

・R階屋上

・PHR階屋上 ・P1B／・B-1　※B-2　・B-3

・P1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・T1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・P2AI／・AI-1　※AI-2　・AI-3

・P2A／・A-1　※A-2　・A-3

工法／種別施工部位

　防水立上りの保護コンクリートの適用：　・適用しない　・適用する

　防水立上りの保護コンクリートの工法：　・図示　・　

◎屋根露出防水

備　考

・R階屋上

・PHR階屋上 ・M4C／・C-1　※C-2　・C-3　・C-4

工法／種別施工部位

・M4D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

・P0D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

備　考

・R階屋上

・PHR階屋上 ・P0DI／・DI-1　※DI-2

・M3DI／・DI-1　※DI-2

・M4DI／・DI-1　※DI-2

工法／種別施工部位

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

　◇M4D工法及びP0D工法の脱気装置

　脱気装置の種類：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

　脱気装置の種類：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

◎屋根露出防水絶縁断熱工法

3.3 種別及び工程

　・各項目欄の番号(例：●公○章***、公***、●公***）は公共建築工事標準仕様書の各項目に相当する

立上り防水層の処置：

　・撤去する　・撤去しない【補修方法：　・標準仕様書3.2.6(d)による）　・図示】

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(1) A2 S=NS

A-01

PU-2

PU-2

MS-2

屋上

学校運営に支障が無い様検討の事｡

手摺先行足場

防炎ｼｰﾄ

※屋内消火栓が無くなる為、伊賀市消防本部予防課へ届出書提出の事。
阿山小学校北校舎大規模改造工事

調査範囲：　・図示　・　外壁クラック、タイル

　・指定場所に保管し再設置　・学校と協議の上保管し清掃の上再設置　・　



特記仕様書(2) A2 S=NS

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

◎屋内防水

備　考

・機械室

保護層：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

保護層：ﾓﾙﾀﾙt=30　

・浴室 保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ・P1E／・E-1　※E-2

・P2E／・E-1　※E-2

工法／種別施工部位
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3.3 種別及び工程

3.5 保護層等の施工 保護層のコンクリートの厚さ：　・100mm　※80mm　※60mm　・図示　・　　

防水立上がり部の保護：　・露出　・ｺﾝｸﾘｰﾄ　・ﾚﾝｶﾞ押え　・乾式保護材：

屋上排水溝：　・設置する　・設置しない

４．改質アスファルトシート防水

4.2 材　料 改質アスファルトシートの種別・厚さ：

粘着層付改質アスファルトシートの種別・厚さ：

露出防水断熱工法の断熱材の材質・厚さ：

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書3.4.2(c)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

4.3 種別及び工法 ◎屋根露出防水密着工法

備　考

備　考

◎屋根露出防水絶縁工法

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

備　考

防湿層：・設置

防湿層：・設置

防湿層：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

・R階屋上

・R階屋上

・R階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

・M3ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・M4ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・POASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・M4AS／・AS-T1・AS-T2・AS-J2

・M3AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J1・AS-J3

・P0AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J1・AS-J3

◎屋根露出防水絶縁断熱工法

５．合成高分子系ルーフィングシート防水

5.2 材　料

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

S-F1(SI-F1)

S-F2(Sl-F2)

S-M1(SI-M1)

S-M2(SI-M2)

S-M3(SI-M3)

工法種別 厚さ(mm)

※1.2　・1.5　・2.0

※1.2　・1.5　・2.0

・1.2　・1.5　※2.0

・1.2　※1.5　・2.0

・1.2　※1.5　・2.0

種類／種別

絶縁用シート：　※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　・図示　・　

ルーフィングシートの種類・厚さ：　※標準仕様書表3.5.1～3.5.3による　・　　

断熱工法に用いる断熱材：　※標準仕様書3.5.2(c)(3)による　・図示　・　

5.3 種別及び工程

備　考工法／種別

・S4S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S4SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・R階屋上

・PHR階屋上

施工部位

・P0S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・P0SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S3S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S3SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

備　考工法／種別施工部位

・M4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・M4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・P1S／・S-C1
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断熱工法の断熱材の厚さ：　・25mm　・35mm　・50mm　・　

脱気装置：・設置

断熱材の種類：　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種B(ｽｷﾝ付)　・図示　・　　

5.4 施　工 目地処理（防水種別S-C1の場合）：

　PCｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合：　・図示　・　

　ALCﾊﾟﾈﾙ下地の場合：　・図示　・　

入隅部の増張り（防水種別S-C1の場合）：

　PCｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合：　・図示　・　

　ALCﾊﾟﾈﾙ下地の場合：　・図示　・　

機械的固定工法の場合の風圧力に対応した工法：　・ﾒｰｶｰ仕様による　・　

保護層の施行（防水種別S-C1の場合）：

　平場のﾓﾙﾀﾙ床塗り工法：　※標準仕様書6.15.6(b)(2,3)による　・図示　・　

　平場のﾓﾙﾀﾙ床塗り厚さ：　・30mm　・　

　平場のｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ：　・60mm　・80mm　・　

　立上りのﾓﾙﾀﾙ塗りの厚さ：　※7mm以下　・　

備　考工法／種別施工部位

脱気装置：・設置・P0X／※X-1　・X-2

・L4X／・X-1　※X-2 脱気装置：・設置

６．塗膜防水

6.3 種別及び工程

仕上塗装の使用量：　・

７．シーリング

種類及び施工箇所：　・種類は標準仕様書表3.7.1により施工箇所は下表による

　　　　　　　　　　・　

7.2 材　料

シーリング保証書：　・提出する　・提出しない

・保証書（請負人、材料製造所、ｼｰﾘﾝｸﾞ施工者連帯保証）は各２通提出すること。

7.* 保証年限

ノンブリードタイプシーリング材の適用：　※使用する　・使用しない

　　　　　　　・　

施工箇所 シーリング材の種類 目地寸法(mm) 保証年限

・各階打継部分

※簡易接着性試験　・引張接着性試験7.8 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

・ｻｯｼ廻り

・ｶﾞﾗｽ止め付け

・ﾀｲﾙ伸縮目地

　施工箇所：　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞで仕上げありの部位

7.3 目地寸法

８．とい

8.2 材　料

縦どいの材種：　・配管用鋼管　・塩化ﾋﾞﾆﾙ管【・ｶﾗｰVP　・ｶﾗｰVU　・VP　・　　　】

掃除口：　・有　・無

飾り桝：　・塩ビ製　・銅板製　・　

とい受け金物：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・亜鉛めっき鋼板製　・　

ルーフドレイン：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・鋳鉄製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

8.3 工　法

鋼管製といの防露：　・行う　・行わない

　施工箇所：　※標準仕様書表3.8.5による　・　

ルーフドレンの取替え：　・行わない　・行う【・標準仕様書3.8.3(h)による　・　　】

既存といの撤去及び降雨時の養生：　・仮設のといを設置する　・図示　・　　

たてとい受金物の取付：　・図示　・＠2,000内外　・＠1,800内外　　

軒どいの材種：　・ｱｽﾌｧﾙﾄ被覆鋼板　・耐候性被覆鋼板　・　　
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1.4 外壁改修工法の種類 ◎コンクリート打放し仕上げ外壁

◎モルタル塗り仕上げ外壁

１．一般事項

　欠損部改修工法の種類：　※充填工法　・　

　欠損部改修工法の種類：　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　浮き部改修工法の種類：

◎タイル張り仕上げ外壁

　ひび割れ部改修工法の種類：　・樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

　欠損部改修工法の種類：　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　浮き部改修工法の種類：

　目地改修工法の種類：　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　　・簿付け仕上塗材塗り　・厚付け仕上塗材塗り　・複層仕上塗材塗り　

　　・可とう形改修用仕上塗材塗り　・各種塗料塗り　・マスチック塗材塗り

　新規仕上げの種類：

２．材　料

樹脂注入工法のエポキシ樹脂：　・低粘度形　・中粘度形

充填工法用材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

シール工法用材料：　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

2.2工法別仕様材料

Ｕカットシール材充填工法用材料：

　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ4mm・全ﾈｼﾞ)　・図示　・　

　ポリマーセメントスラリー：　・図示　・　　

　注入口付アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ6mm)　・図示　・　

アンカーピンニング（注入口付アンカーピンニング）注入工法用材料：

モルタル塗替え工法の既製目地材の適用：　・適用しない　・適用する：　

タイル貼替え、及びタイル部分貼替え工法用接着剤：

　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂　・ｼﾘｺｰﾝ樹脂

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材【※1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　※2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・　　　　　　　　　　】

９．アルミニウム製笠木

9.2 材　料 施工部位 工法／種別 備　考

・250形　・300形　・350形

・ｵｰﾌﾟﾝ形式　・ｼｰﾙ形式

アルミニウム製笠木の厚み：　※2.0mm　・　

9.3 工　法 新規笠木の下地及ぴ撤去後の補修：　・　

笠木本体の表面処理：　・A-1　・B-1　・　

板材折曲げ型笠木の取付方法：　・図示　・　

◎塗り仕上げ外壁1.5 外壁改修塗り仕上げ

　　　　　　　　の種類

仕上塗装の種類：　・製造ﾒｰｶｰ標準仕様による　・遮熱塗料　・　
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A3 S=NS

図面番号

A-02

バルコニー

PU-2

SR-1

MS-2

阿山小学校北校舎大規模改造工事
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2.2工法別仕様材料
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タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・役物

・役物

タイルの試験張り：　・行わない　・行う

タイルの見本焼き：　・行わない　・行う

◎塗り仕上げ用材料

・外装薄塗材Ｓi 吹付け

吹付け

工 法

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｓi

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

種類（呼び名） 仕上げの形状

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

　薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

　材料の防火指定：　・無　・有（

・外装薄塗材Ｅ 吹付け

こて塗り

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状

・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

ﾛｰﾗｰ塗り

吹付け

こて塗り

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｅ

・砂壁状・ゆず肌状

・平たん状・凹凸状

・ゆず肌状・さざ波状

・ゆず肌状・さざ波状

・凹凸状 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

材料の防火指定：　・無　・有（

薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状

・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 吹付け

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・吹放し・凸部処理

こて塗り

吹付け

こて塗り

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

耐候性：　※耐候形３種　・　

上塗材溶媒：　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系　

上塗材樹脂：　※ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系　

上塗材外観：　※つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

・可とう形改修塗材　Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

吹付け・ゆず肌状

・平たん状・さざ波

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

◎充填3.5 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

3.7 充填工法

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　　】

コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

工法名称

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

塗り厚が25mmを超える場合：　・図示　・　　

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

16

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法4.10～4.15

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

◎充填4.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

4.8 充填工法

9

9

9

4.9 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

４．モルタル塗り仕上げ外壁の改修

4.4 樹脂注入工法

５．タイル張り仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

5.5 樹脂注入工法

張付け材料：　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺﾝ樹脂　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂

　　　　　　　・ｼﾘｺﾝ樹脂　・　

◎充填

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

5.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

5.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

３．コンクリート打放し仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

3.4 樹脂注入工法

◎タイル張り工法

施工部位

・行う　・行わない

接着力試験工法

・密着張り　・改良圧着張り

・改良積上げ張り

・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　・図示

・陶磁器ﾀｲﾙ接着剤張り

◎有機系接着剤による陶磁器タイル張り工法

　打継ぎ目地・ひび割れ誘発目地：　※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

　伸縮調整目地・その他の目地：　※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

5.8 ﾀｲﾙ張替え工法

工法名称
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

5.9～5.15

9 9

169※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

指定部分：見上げ部、庇の鼻先、まぐさ隅部　

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

６．塗り仕上げ外壁等の改修

6.3 既存塗膜等の除去 施工部位 工法／種別 備　考

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

6.2 一般事項 工程ごとの所要量：　・標準仕様書表4.6.1による　・ﾒｰｶｰ仕様による　・図示

　下地処理及び下地調整

誘発目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　

伸縮目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　5.8 ﾀｲﾙ張替え工法

タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

サンダー工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

塗膜はく離剤工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

高圧水洗工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

水洗い工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

種別：　・A種　・B種

７．マスチック塗材塗り仕上げ外壁等の改修

7.2 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り

１．一般事項

1.3 改修工法 工法：　・かぶせ工法　・撤去工法　・　

新規建具用開口部の補強方法：　・図示　・　

新規建具用開口部の範囲：　・図示　・　

防火戸の指定：　・図示　・　

・防火戸等の自動閉鎖装置は、日本建築センター評定品とする。

1.4 防火戸
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建具見本の制作：　・必要　・不要　

仮組の実施　　：　・行う　・行わない　

防犯建物部品の適用：　・図示　・適用　・適用しない

1.5 見本の制作等

・A種

・B種

・C種

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）

W-4

W-5A-4

A-3
S-4

S-5

S-6

70

100

2.2 性能及び構造

２．アルミニウム製建具

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(3) A2 S=NS

A-03

阿山小学校北校舎大規模改造工事



章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項
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2.2 性能及び構造

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

ガラスの形式：　・複層ｶﾞﾗｽ　・単層ｶﾞﾗｽ　・三重ｶﾞﾗｽ　・　

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

3.3 材　料

建具の表面色：　・標準色　・特注色

3.5 工　法

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

水切り板：　・取付ける　・取付けない

3.4 形状及び仕上げ

外部に面する鋼製建具の耐風圧性能：　・S-4　・S-5　・S-6　・　

亜鉛ﾒｯｷ鋼板のﾒｯｷの最小付着量（両面）：　・Z12又はF12（120 g/m2）以上　・　

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

性能及び構造：　※ＪＩＳ規格による　・　

簡易気密型ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　水密性：　・W-1　・　

鋼板の種別：　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・図示　

鋼板類の厚さ(W>950mm,H>2,100mmの場合)：　・図示　・

　気密性：　・A-1　・A-2　※A-3　

召合わせ、縦小口包み板等の材質：　※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

表面仕上げ：　※HL　・鏡面　・ﾊﾞﾌ（　　）　・　

曲げ加工：　・普通曲げ　・角出し曲げ

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

4.2 性能及び構造

4.3 材　料

4.4 形状及び仕上げ

４．鋼製建具

５．鋼製軽量建具

5.2 性能及び構造

5.3 材　料

６．ステンレス製建具

6.3 材　料

6.5 工　法

ステンレス鋼鈑の材質：　※SUS304,430J1L,430　・SUS304　・SUS430　・　

鋼板類の厚さ：　※標準仕様書表5.4.2による　・図示　・

適用範囲：　・建具製作所仕様以外の金物（

　　　　　及び寸法 　軸吊りヒンジ：　・自閉装置付き　・自閉装置なし

７．建具用金物

7.1 適用範囲

金物の種類、材質：　・標準仕様書表5.7.1による　・　7.2 材質、形状
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　戸当り：　・あおり止め(ﾌｯｸ)付き　・あおり止め(ﾌｯｸ)付きなし

　ドアクローザのディレードアクション（遅延閉）機能の適用：　・適用　・適用しない

指定建物錠の防犯性能の適用：　・する　・しない

指定建物錠とは、建物の外部出入口用に用いるｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠が該当

マスターキー：　・製作する　　・製作しない

　マスターキーの系統：　・　系統

　　　　　　　　・ﾏｽﾀｰｷｰの製作については施設管理者及び監督員と協議する。

　耐ピッキング性能　 　・5分未満　・5分以上　※10分以上

　耐鍵穴壊し性能　　　　・5分未満　・5分以上　※10分以上

握玉、レバーハンドル等の取付位置：　・FL+900　・FL+950　・FL+1,000　・　

クレセント類の取付位置：　・FL+900～FL+1,500迄　・　

7.3 取付け施工

7.4 鍵

樹脂製建具の丁番：　※標準仕様書表5.7.3による　・　

　　　　　及び寸法

7.2 材質、形状

スイングドアの開閉性能：　・SWD-1　・SWD-2

　　　　　　　　　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　・多機能便所ｽｲｯﾁ　

センサーの種類：　・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・光線ｽｲｯﾁ　・熱線ｽｲｯﾁ　・音波ｽｲｯﾁ　・光電ｽｲｯﾁ

　　　　　　　　　・　

戸の開閉方法　：　・　

凍結防止装置：　・有　・無

スライディングドアの開閉性能：　・SSLD-1　・SSLD-2　・DSLD-1　・DSLD-2

　耐サムターン回し性能　・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐カム送り解錠性能 　 ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐こじ破り性能 　 ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

出荷時の子鍵本数：　※3本　・　6本　・　

鍵箱の適用：　・必要　・不必要

８．自動ドア開閉装置

8.2 性　能

8.3 機　構

９．自閉式上吊り引戸装置

9.3 性能等

１０．重量シャッター

性能：　※標準仕様書表5.9.1による　・　

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

開閉機能　：　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　・　　

シャッターケース：　・図示　※設ける　・設けない

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

<開閉形式>：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

開閉形式　：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

<パイプ径>　：　・図示　・13mm　・16mm　・19mm　・　

<パイプ間隔>：　・図示　・70mm　・　

<格子間隔>　：　・図示　・500mm　・　

スラットの形状：　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

<パイプの材質>：　・ｽﾃﾝﾚｽ　・ｽﾁｰﾙ　・　

10.2形式及び機構

11.2形式及び機構

11.3材　料

11.4形状及び仕上げ

スラットの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　

　　　　　　　　　※塗装溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板　・ｱﾙﾐ押出型材　　

　　　　　　　　　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ　・　

シャッターの種類：　・図示　・管理用ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ

１１．軽量シャッター

セクション材料による区別：　・図示　・下表による

・ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

耐風圧性能：　・50　・75　・100　・125　

・ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

ｾｸｼｮﾝ材料による区別 開閉方式による種類 収納形式による区分 ガイドレールの材料

１２．オーバーヘッドドア

12.2形式及び機構

12.3材　料 ガイドレールの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

ガラスの種類：　・建具表による　・　

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・鋼　製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・木　製

ガラス留め材

金属性製建具用パテはJISA5752による。

　　　　　　　形状等

建具の種類 種類・材質

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・木製用　・　)

１３．ガラス

13.2材　料

13.3ガラス溝の寸法、

ガラス溝の大きさ：　※標準仕様書表5.13.1による　・　

伸縮調整目地の位置：　※標準仕様書による　・　

熱線反射ガラスの映像調整：　・行う　・行わない

寸法、厚み：　・図示　・190x190x95　・145x145x95　・　

壁用金属枠：　・図示　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・ｽﾁｰﾙ製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　

化粧目地の色：　・白　・ｸﾞﾚｰ　・黒　・　　

表面形状　：　・図示　・ﾌﾟﾚｰﾝ　・梨地　・ｶｽﾐ　・　

補強剤　　：　・図示　・　

シーリング材：　・ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系　・ｳﾚﾀﾝ系　・ｼﾘｺﾝ系　・　

金属製化粧カバー：　・図示　・　

目地幅：　※標準仕様書による　・　

風圧力に対応した工法：　・　

伸縮調整目地の仕上：　※標準仕様書による　・　

13.4工　法

13.5ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み
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断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

耐震ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　面内変形追随性の等級：　・D-1　・D-2　・D-3

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

防虫網の適用：　・適用　・適用しない　・図示

　形式　　：　・外面納まり可動式　・外面納まり固定式

2.3 材　料

　網の材種：　※合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

建具枠の見込：　・図示　・70　・100　・　

表面色：　・標準色　　・特注色

引違い建具落下防止機構：　・採用する　・採用しない

2.4 形状及び仕上げ

外部に面する建具の表面処理：　・B-1種　・B-2種　

屋内の建具の表面処理　　　：　・C-1種　・C-2種　

2.5 工　法

水切り板：　・取付ける　・取付けない

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

結露水の処理方法：　・　

３．樹脂製建具

S-6

S-5

S-4

枠の見込み寸法（ｍｍ）水密性気密性耐風圧性種　別

・C種

・B種

・A種 W-4

W-5
A-4

70

3.2 性能及び構造

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

６
章
　
内
装
改
修
工
事

１．一般事項

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い天井改修範囲：　※両側600mm程度　・図示

既存間仕切り壁撤去に伴う天井、壁及ぴ床の改修範囲：　※壁厚程度　・図示

天井の撤去に伴う取り合い壁の改修範囲：　※既存のまま　・図示

合成樹脂塗り床材の除去：　・機械的除去工法　・目荒工法　・　

２．既存床の撤去並びに下地補修

　　　　　　取合い等

1.3 他の部位との

1.4 工　法 既存部分の撤去工法：

　・適用する【・標準仕様書6.2　・標準仕様書6.3　・標準仕様書6.4】　・図示　

新設下地の工法：

　・適用する【・標準仕様書6.5　・標準仕様書6.6　・標準仕様書6.7】　・図示　

仕上げの工法：　※該当項の有無により適用する　・図示

2.2 工　法

改装後の床の清掃範囲：　・影響範囲全て　・図示

３．既存壁の撤去並びに下地補修

コンクリート間仕切壁等の撤去に伴う構造体の補修：　※行う　・既存のまま

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り（改修標準仕様書4.4.9による）　・図示　・　

3.2 工　法

５．木下地等

・開口部額縁　・建具枠　・笠木　

・棚板　・　

・梯子　・　

5.1 一般事項 ◎見え掛り面の表面仕上げの適用箇所、種類：　・図示　・下表による

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ・ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ　

・飾り柱　・格子　・ｶｳﾝﾀｰ天板　・衝立

適用箇所 種　類

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

・A種　・B種　・C種

　木材の含水率：　※A種　・B種

◎一般事項5.2 木　材

　遮音性の種別：　・T-A　・T-B　

　断熱性の種別：　・H-A　・H-B　・H-C　・　

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(4) A2 S=NS

A-04

阿山小学校北校舎大規模改造工事
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5.2 木　材
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・1級

※2級

樹種使用部位

杉

防腐防蟻処理仕上げ含水率 備　考区分等級

桧 なし

なし

なし

なし

SD15

D15

SD20

D20

全般 ｻﾝﾀﾞｰ

ｻﾝﾀﾞｰ

ﾌﾟﾚｰﾅｰ

ﾌﾟﾚｰﾅｰ

　◇ＪＡＳによる下地用針葉樹製材：　・下表による（寸法は図示）　・図示　・　

◎製　材

※上小節

防腐防蟻処理仕上げ含水率化粧等級樹種使用部位 備　考

無節

並

杉

桧

窓枠

床仕上げ板

段板

巾木

なし

なし

なし

なし

SD15

SD18

D18

D15

ｻﾝﾀﾞｰ

ｻﾝﾀﾞｰ

ﾌﾟﾚｰﾅｰ

ﾌﾟﾚｰﾅｰ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾅﾗ

　◇ＪＡＳによる造作用針葉樹製材：　・下表による（寸法は図示）　・図示　・　

※小節

樹種使用部位 防腐防蟻処理仕上げ含水率 備　考区分等級

なし

なし

全般 D10

D13

特等 ｻﾝﾀﾞｰ

ﾌﾟﾚｰﾅｰ

ｹﾔｷ

ﾅﾗ

2等

　◇ＪＡＳによる広葉樹製材：　・下表による（寸法は図示）　・図示　・　

※1等 K1

樹種使用部位 防腐防蟻処理含水率 備　考

　◇ＪＡＳ以外の製材：　・下表による（寸法は図示）　・図示　・　

材面の品質 寸法

図示

図示

15％

18％

20％

桧

杉

松

※A種

B種

◎造作用集成材

備　考

天然木化粧加工

塗装加工

品質

表面の
防腐防蟻処理

なし

仕上げ

仕上有

仕上有

未仕上 3等

2等

1等

使用部位 含水率

※14％

◎床張り用合板等

5.* 堅　木

5.* 銘　木

使用箇所：　・　

種別：　・真物　・貼物

樹種：　・　

使用箇所：　・　

樹種：　・ﾅﾗ　・ｹﾔｷ　・ｻｸﾗ　・ｸﾘ　・ｼｵｼﾞ　・　

屋外の野縁受け、吊りボルト、インサートの間隔：　・≒@900mm　・

6.2 材　料

６．軽量鉄骨天井下地

種類：　※標準仕様書表6.6.1による　・　

屋外の野縁の間隔：　※標準仕様書表6.6.2による　・　

6.4 工　法 あと施工アンカーの引抜き試験：　・行わない　・行う

　試験法：　・標準仕様書6.6.4(a)(3)による　・図示　・　

6.3 形式及び寸法

屋外の軒天井、ピロティー天井の補強：

　・図示　・　

　・天井内配管類及びダクト等により、野縁受けを吊れない場合には、野縁受けの断面

　　を大きくするか又は補強用チャンネル、アングル等を用いて十分補強を行う。

　・吊りボルトは配管類及びダクト等とは絶縁して取り付ける。

屋外の引抜き試験の箇所：　・図示　・屋内と同等程度　・　

切断された天井下地の補強方法：　・図示

種類：　・50形　・65形　・90形　・100形　・　

７．軽量鉄骨壁下地

ビニル床シートの材料：　・図示　・下表による　・　

厚さ(mm)色柄記号種　類

・DO ・　

※無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ ・　

※2.3　・3.5

・NS

8.2 材　料

ビニル床タイル、ゴム床タイルの材料：　・図示　・下表による　・　

半硬質(CT)

軟質(CTS)

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ

種　類

・4.0　・　

・4.0　・　

厚さ(mm)

・発泡砲層のないﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

・発泡層のあるﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

　（ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ）

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(HT)

・ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ

スタッドの高さが5mを超える場合：　・図示　・　

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.3　・2.5※FS

7.3 形式及び寸法

　種類：　・　

　性能：　・体積抵抗値(1.0x109Ω)　・　

　厚さ：　・2.0mm　・4.0mm　・4.5mm　・　

・視覚障害者用床タイル張り

　厚み：　・2mm　・15mm　・20mm　・30mm　・　

・耐動荷重性床シート張り：　種類（　）厚さ（　）

・ビニル幅木の厚み：　※1.5mm以上　・　

・ビニル幅木の高さ：　※60mm　・100mm　・　　

・帯電防止床ｼｰﾄ張り　・帯電防止床ﾀｲﾙ貼り

　種類：　・合成ｺﾞﾑ貼付用　・合成ｺﾞﾑ埋込用　・合成ｺﾞﾑ裏面CON

　　　　　・せっ器質ﾀｲﾙ　・ｺﾝｸﾘｰﾄ
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8.3 工　法

熱溶接工法：　・適用する　・適用しない

下地の工法：　※ﾓﾙﾀﾙ塗り下地　・木造下地　・図示　・　

◎織じゅうたん

　色柄：　・無地　・柄物

9.3 材　料

　帯電性の適用：　・適用しない　・適用する【人体帯電圧：　※3kV以下　・　　　】

◎タフテッドカーペット

◎ニードルパンチカーペット

◎タイルカーペット

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状 寸法(mm) 総厚さ(mm)

※6.5

・　

※500x500

・　

※第１種

・第２種

種　類

　パイル形状：　・ﾙｰﾌﾟ　・ｶｯﾄ　・　

　パイル長：　・図示　・　mm

　種別：　・A種　・B種　・C種

◎下敷き材

・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用

　パイル形状：　・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ　・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ　・ｶｯﾄ／ﾙｰﾌﾟ併用

※第1種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

　下敷き材：　※反毛フェルト第2種2号(呼厚8mm)　・　

　厚さ：　・4mm　・7mm　・　

９．カーペット敷き

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

８．ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り

・ＪＡＳ以外の造作用単板積層材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

・ＪＡＳによる造作用単板積層材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

E190-F615

備　考強度等級

E105-F345

等級

区分見付材

面心材

樹種

化粧材/厚さ 品質

1等1等

2等 2等

1面

4面

使用部位

E65-F255

◎造作用単板積層材

・ＪＡＳによる化粧ばり構造用集成柱：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

・ＪＡＳ以外の化粧ばり構造用集成柱：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

備　考使用部位
等級

区分見付材

面心材
仕上げ

仕上有

未仕上

塗装

樹種

化粧材/厚さ 品質

1等

2等 2等

1面

4面

※1等

・ＪＡＳによる化粧ばり造作用集成材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

・ＪＡＳ以外の化粧ばり造作用集成材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

備　考使用部位
等級

区分見付材

面
樹種仕上げ

仕上有

未仕上

塗装

品質

2等2等

1等1面

4面

※1等

・ＪＡＳによる造作用集成材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

・ＪＡＳ以外の造作用集成材：　【・下表による（寸法は図示）　・図示　・　　　　　】

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

　◇ＪＡＳによる普通合板

使用部位 表板樹種名 接着の程度

※1類

2類

板面の品質 等級・処理・寸法等

・図示

※C-D

1等

※2等ﾗﾜﾝ

　◇ＪＡＳによる構造用合板

厚さ(mm)

※5.5

9

12

ｼﾅ

等級・処理・寸法等

・図示

使用部位 曲げの区分 接着の区分 難燃性区分

　◇パーティクルボード

厚さ(mm)

※15

18

　　曲げ等級：　・1級　・2級　・3級　・4級

　　厚み：　・図示　・25mm　・　

　◇構造用パネル

5.3 接合具等

5.5 防腐･防蟻

　　　　　・防虫処理 備　考

・K2　・K3　・K4

性能区分

・K2　・K3　・K4

適用部位

　薬剤の塗布による防腐・防蟻処理の方法：　※標準仕様書による　・　

　加圧注入用木材のｲﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ：　・適用する　・摘要しない

　ﾎﾞｰﾄﾞ原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理の方法：　・　

◎薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

◎防虫処理

木材の防虫処理：　・　

5.4 木ﾚﾝｶﾞ

材　種使用箇所

　樹種：　※下表を標準とし変更する場合は、事前に監督員の承諾を得る事。5.6～5.9

・ＲＣ造等の内部間仕切

　軸組及び床組

・間仕切軸組

・床組

・吊元枠、水掛かり

　の下枠及び敷居

・窓、出入口、その他

・床板張り ・縁甲板、上がり框

・壁及び天井下地 ※杉又は松　・　

※桧　・　

・桧　・　

※杉又は松　・　

※杉　・　

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

使用部位 表板樹種名 板面の品質接着の程度等級

針葉樹

ｼﾅ

1級

2級

特類

1類

A-B

B-C

D-D

処理・寸法等

F☆☆☆☆/防虫処理材

ﾅﾗ

各室床下地捨て張り

※13P/M

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(5) A2 S=NS

A-05

阿山小学校北校舎大規模改造工事



章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

タイルカーペットの敷き方（平場）：　※市松敷き　・　

　　　　　　　　　　（階段部分）：　※模様流し　・　

9.4 工　法 タフテッドカーペットの工法：　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　・全面接着工法　・　

種　類

・弾性ｳﾚﾀﾝ塗り床材

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床材

仕上げ種類

※平滑　・防滑　・つや消し

・薄膜流し展べ

・厚膜流し展べ：　※平滑　・防滑

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ：　・平滑　・防滑

10.3 工　法

10.2 材　料

１０．合成樹脂塗床

備　考

６
章
　
内
装
改
修
工
事

１１．フローリング張り

11.2 材　料

11.3～11.5 工　法

種　類

・　

・　

・　

・　

・500(L)x75(W)x15(t)以上

・303x303(L)x15(t)以上

厚さ：　・6　・7　・8

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

材　種

・釘留め工法(根太張)

・接着工法

工　法

・釘留め工法(直張り)

形式寸法等(mm)LxWxｔ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ｻｸﾗ

※ﾅﾗ

・接着工法・協議

・釘留め工法(根太張)

・釘留め工法(直張り)

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種

・　

・弾性ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・釘留め工法(根太張)

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

・釘留め工法(根太張)

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

仕上げ：　※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　・既製仕上げ

１２．畳敷き

12.2 材　料 種別：　・A種　・B種　・C種

　　　　・D種（・KT-I　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

規格名称 厚さ(mm)種　類 記　号

・木毛ｾﾒﾝﾄ板

・木片ｾﾒﾝﾄ板

木質系ｾﾒﾝﾄ板

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・HW　・NW

・HF　・NF

GB-S

GB-R

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-F

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ GB-L

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ) GB-D

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板 ・0.8FK

・1.0FK

・　

火山性ｶﾞﾗｽ質複層板(VSﾎﾞｰﾄﾞ) ・　

・　

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ繊維板

・DV・DO・DC

・RS・VS

・6・8・10

・6・8・10

・25・50

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・12.5・15.0

※9.5・7

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ﾀｲﾌﾟ2)

13.2 材　料

13.3 工　法

１３．せっこうボードその他ボード及び合板張り

◎合板

・難燃合板

材　種 厚さ(mm) 工法樹種など

・A種生地のまま又は透明塗料塗りの場合

・普通合板

不透明塗料塗りの場合

・1類

・2類

・4　・5.5

・6　・　 ※B種

・A種

※B種・6　・　

・4　・5.5

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ【・1級・2級】　 ・　

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ

材　種 厚さ(mm) 工法樹種など13.3 工　法

・捨張り用合板

・有孔合板

・天然木化粧合板

・針葉樹

・南洋材　・　

化粧単板のそば包み

化粧単板の厚さ

※0.3未満　・　

・行う　　※行わない

・型枠用

・構造用

・1類

・2類

・A種

※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・9　・12

・　

・　

・4　・6

・4.2　・　

・ｼﾅ

表面仕上げの種類・特殊加工化粧合板 ・A種

※B種

・4.0　・3.0　

・ﾒﾗﾐﾝ　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ　・　

せっこうボードの目地処理：　・継目処理工法　・目透し工法　・突付け工法

・織物系

品　質 検定区分 施工箇所

・1級　・2級　・　

・1級　・3級　・4級　・　

・1級　・2級　・　

・ｵﾚﾌｨﾝ系

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

１４．壁紙張り

14.2 材　料 防火性能の指定：　・下表による　・図示　・　

遮音シール材：　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｼﾞｮｲﾝﾄｾﾒﾝﾄ

既製目地：　・適用　・不適用

既製目地の形状寸法等：　・図示　・　

床の目地：　・設ける　・設けない

　工法：　※押し目地　・切り目地　・　

１５．モルタル塗り

15.3 材　料

15.6 工　法

14.3 施　工 モルタル面及びプラスター面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

コンクリート面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

せっこうボード及びその他ボード面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

１６．タイル張り

16.1 一般事項 伸縮調整目地の位置：　※@4m(縦･横共)　・図示　・　

６
章
　
内
装
改
修
工
事

16.3 セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　接着張り

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

16.4 接着剤による陶磁器質タイル張り

１７．セルフレベリング材塗り

17.2 材　料 品質：　・ｾﾒﾝﾄ系　・せっこう系　・　

厚さ：　・10mm　・図示

６
章
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装
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７
章
　
塗
装
改
修
工
事

塗料の防火材料の指定：　・図示　・無　・有（　

鉄鋼面

亜鉛メッキ鋼面

モルタル、プラスター

コンクリート、ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

せっこうその他のボード

木部（透明系塗料塗り部）

1.3 材　料

種　別塗装面の種類

２．下地調整

木部（不透明塗料塗り部） ･RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　・RB種　・RC種

継目処理工法の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

その他の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

１．一般事項

３．鉄鋼面錆止め塗料塗り

亜鉛メッキ鋼面屋外：　※A種　・B種　・C種

亜鉛メッキ鋼面屋内：　※A種　・B種　・C種

亜鉛メッキ鋼面ＥＰ－Ｇ塗装下地：　・A種　・B種　※C種

3.3 錆止め塗料塗り 鉄鋼面見え掛かり部分新規塗り工法：　※A種　・B種　・C種

鉄鋼面見え隠れ部分新規塗り工法：　・A種　※B種　・C種

3.2 塗料種別

3.3 錆止め塗料塗り

４．合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

4.2 塗料の種別 種別：　※1種　・2種

4.3～4.5 ***塗料塗り

木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種

木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種

鉄鋼面の種別：　・A種　※B種

亜鉛めっき鋼面の種別（塗替え）：　･A種　※B種

亜鉛めっき鋼面の種別（新規）：　・A種　※B種

鉄鋼面塗替え部分工法：　・A種　・B種　※C種

木部の種別（新規外部）：　※A種　・B種

木部の種別（新規内部）：　・A種　※B種

5.2 塗料塗り

５．クリヤーラッカー塗り（ＣＬ）

種別：　・A種　※B種

材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

普通合板の防虫処理：　※行わない　・行う

天然木化粧合板の防虫処理：　※行わない　・行う

特殊加工化粧合板の防虫処理：　※行わない　・行う

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

材料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量：　※F☆☆☆☆　・F☆☆☆　・　

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ1等

11.6 現場塗装仕上げ

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(6) A2 S=NS

A-06

便所(男女)1～3階

手洗い室 1～3階

壁

壁

100×100

100×100

25×25便所(男女)1～3階 床

阿山小学校北校舎大規模改造工事



型枠セパレーターとしてのシアコネクタの使用：　・適用する　・適用しない

外部に面する打放し仕上げの増打厚さ：　・25mm　・20mm　・15mm　・　

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項章 項　目 特記事項

７
章
　
塗
装
改
修
工
事

７．アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

7.2 塗料塗り 種別：　・A種　※B種

８．耐候性塗料塗り（ＤＰ）

8.2～8.4 ***塗料塗り 鉄鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

コンクリート面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C種

せっこうボード、及びその他のボード面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内木部の種別（新規）：　※A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種　・C種

屋内鉄鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

9.2～9.5 ***塗料塗り

９．つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.9.2(b)による　・図示　・　

種別：　・A種　※B種　・C種

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.13.2(b)による　・図示　・　

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

せっこうボード等面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

種別：　・A種　※B種

10.2 ***塗料塗り

１０．合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

１１．合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

11.2 ***塗料塗り

１２．ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

12.2 ***塗料塗り

種別：　・A種　※B種

１３．ラッカーエナメル塗り（ＬＥ）

13.2 ***塗料塗り

種別：　・A種　※B種15.2 ***塗料塗り

１５．木材保護塗料塗り（ＷＰ）

１．一般事項

1.* コンクリート工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

1.* 鉄筋工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

1.* 鉄骨工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による
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・構造躯体（　階～　階）

・構造躯体（　階～　階）

使用骨材による種類：　・普通コンクリート（下表による）　・図示

・捨てコンクリート

・構造躯体（基礎～　階）

設計基準強度(N/mm2) 備　考施工部位

30

24

21

・18　・21

1.3 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 コンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類　・その他；

使用骨材による種類：　・軽量コンクリート（下表による）　・図示

施工部位 設計基準強度(N/mm2) 備　考

・18　・21

・18　・21

・18　・21

スランプ：　※18cm　・図示　・　　1.4 ｺﾝｸﾘｰﾄの品質

コンクリート部材の許容差及び測定方法：　・標準仕様書8.1.4(d)(1)による　・　

・打放し補修下地部

・基礎部

・化粧打放し部

打放し仕上げの種別（合板せき板を用いる場合）

備　考種別施工部位

A種

B種

C種
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コンクリートの仕上りの平坦さ：　・標準仕様書 表8.1.4による　・　

製作工場のグレードは下記同等以上で大臣認定された工場とする：

施工監理技術者：　・適用する　・適用しない

1.5 鉄骨製作工場

　　・Sｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Hｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Mｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Rｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Jｸﾞﾚｰﾄﾞ

２．材　料

2.1 鉄　筋

2.2 溶接金網 溶接金網の寸法、径：　・φ6x150x150　・φ6x100x100　・φ4.5x50x50　・図示　・　

鉄筋の種類：　・SR295　・SD295A　・SD295B　・SD345　・SD390　・図示　・　

2.4 あと施工アンカー あと施工アンカーの種類：　・金属系ｱﾝｶｰ　・接着系ｱﾝｶｰ　・図示　・　

あと施工アンカーの性能確認試験：　・行う　・行わない　・　

セメントの種類：　※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　※混合ｾﾒﾝﾄA種　・高炉ｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

◎金属系アンカー

　引張耐力：　・図示　・　

　せん断耐力：　・図示　・　

　アンカー本体の径：　・図示　・　

　アンカー本体の埋込深さ：　・図示　・　

　接合筋の径及び長さ：　・図示　・　

◎接着系アンカー

　引張耐力：　・図示　・　

　せん断耐力：　・図示　・　

　アンカー筋の径：　・図示　・　

　アンカー筋の埋込深さ：　・図示　・　

　アンカー筋の種類：　・図示　※異形棒鋼　・　

　アンカー筋の新設壁内への定着長さ：　・図示　※標準仕様書8.2.4(c)(6)による

フェロニッケルスラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

　アンカーの種類：　・図示　・ｶﾌﾟｾﾙ型　・　

　アンカー本体のセット方式：　・図示　※本体打込み式改良型　・　

骨材のアルカリシリカ反応性による区分：　※A ・B

　　　　　　及び調合

2.5 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料

鋼スラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

電気炉酸化スラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

混和剤：　・AE剤　・AE減水剤　・高性能AE減水剤　・　

混和材：　・ﾌﾗｲｱｯｼｭ　・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末　・膨張剤　・　

スリーブ：　※標準仕様書8.2.6(i,ⅱ)による　・図示

　　　　　　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　・溶融亜鉛めっき鋼管・鋼管　　・つば付き鋼管

　　　　　　・つば付き鋼管　　・紙ﾁｭｰﾌﾞ

型枠の材料等：　・下表による　・図示　・　

・針葉材

※南洋材

※複　合

材質

・合板

種類

※｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・12mm

種別・厚さ

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

・｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・15mm

・構造躯体（　階～　階）

・構造躯体（　階～　階）

施工部位 備　考材質（種類の記号）

・構造躯体

鋼材の材質：　・下表による　・図示　・　

SS400

SM490A

STKR400

BCR295

SN400C SN400A

SSC400

モルタルのフロー値：　・図示　・180mm未満　・180mm以上240mm未満　・240mm以上　

モルタルの圧縮強度：　・図示　・18N/mm2　・　

　　　　材料及び調合

2.6 構造体用ﾓﾙﾀﾙの

2.7 型枠の材料

2.8 鋼　材

鋼材の形状及び寸法：　・図示　・　

　　　　・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ1種(F8T相当)　

高力ボルトの径：　・図示　・　

溶接棒等(標準仕様書表8.2.7)及びガス以外の溶接材料：　・図示　・　

材料：　・図示　・　　

工法：　・図示　・　　

引張強度、ヤング係数等：　・図示　・　　

モルタルの種類：　・図示　・無収縮ﾓﾙﾀﾙ　・　

引張りを受ける鋼板の試験：　・適用する　・適用しない　・図示　・　

種類：　・ﾄﾙｼｱ型高力ﾎﾞﾙﾄ2種(S10T)　・JISの高力ﾎﾞﾙﾄ2種(F10T)2.9 高力ボルト

2.10 溶接材料

2.11 柱底均しモルタル

　　　　　及びｸﾞﾗｳﾄ材

　　　含浸接着樹脂等

2.12 連続繊維ｼｰﾄ及び

2.13 鋼材の材料試験等

無収縮モルタルの調合：　※標準仕様書8.2.10(b)(1)～(4)による　・図示　・　

８
章
　
耐
震
改
修
工
事

2.14 基礎工事に用いる

　　　　　　　　 材料

杭の材料：　・構造特記仕様書による　・図示　・　

杭の継手、工法等：　・構造特記仕様書による　・図示　・　

抜取試験の方法：　※超音波探傷試験　・引張試験　・　

3.4 継手及び定着

継手の位置：　・図示　・　

主筋の重ね継手長さ：　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　・図示　・　

耐力壁鉄筋の重ね継手長さ：　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　・図示　・　

３．鉄筋の加工及び組立

継手の種類：　・重ね継手　・ｶﾞｽ圧接継手　・機械継手　・図示　・　

先組み工法等の継手の位置：　・図示　・　

柱への梁引っ張り鉄筋の定着長さ：　※標準仕様書5.3.4(d)(1)による　・図示　・　

3.5 鉄筋のかぶり厚さ

　　　　　　及び間隔 　　　・図示　・40mm　・50mm　・60mm　・　　

土に接する柱、梁、スラブ及び壁の鉄筋のかぶり厚さ（軽量コンクリートの場合）：

塩害を受ける恐れのある部分等の鉄筋のかぶり厚さ：　・図示　・　

特殊な鉄筋継手のあき寸法：　・図示　・　

3.7 壁の配筋及び補強 壁の配筋：　・図示　・　　

開口部の補強筋：　・図示　・　　

４．鉄筋の機械式継手及び溶接継手

4.2 機械式継手　 機械式継手の種類：　・図示　・　　

機械式継手の工法及び品質の確認方法等：　・図示　※標準仕様書8.4.2.(c)による

4.3 溶接継手　 溶接継手の工法：　・図示　・　　

品質の確認方法：　・図示　・　　

不良継手部の修正方法：　・図示　※標準仕様書8.4.3.(c)による

７．コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

7.8 型枠工事

施工部位 備　考種類

・1種 ・2種

・1種 ・2種

・1種 ・2種

・屋上防水押え

所要気乾単位容積重量：　・図示　・　　kN/m3

軽量コンクリート種類：　・下表による　・図示　・　

土に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：・図示　・　　　】

水に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：・図示　・　　　】

9.1 一般事項

９．軽量コンクリート

所要スランプ：　※21cm　・18cm　・　

１０．暑中コンクリート

10.2 材料及び調合 構造体強度補正値(S)：　※6 N/mm　・　

施工部位 設計基準強度(N/mm2)

適用箇所：　※標準仕様書6.14.1(d)による　・下表による　・図示

スランプ

※15以下 ※18以下

１１．無筋コンクリート

11.1 一般事項

※18　・21

3.8 ガス圧接

A3 S=NS

図面番号

特記仕様書(7) A2 S=NS

A-07
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凡　 例

仮設仮囲い（成形鋼板）を示す。

工事用車両の動線を示す。

アルミキャスターゲートを示す。

Ｈ＝ 2， 000

東ルート　（メインルート）

（１．５２４＊３．０４８　6枚）

鉄板敷きｔ＝２２　を示す。

芝生広場

渡り廊下
脱着復旧

※資材置場の場所は打合せにより決定する事とする。

※長時間搬入車を停車作業を行う場合は、適時 Ａ型バリケードを設置すること。

コンパネ養生ｔ＝１２　を示す。

交通整理員立位置を示す。

北側　渡りローカ
脱着復旧箇所を示す。

外部足場　枠組み本足場Ｗ＝９００を示す

外部足場
枠組み本足場Ｗ＝９００

A3 S=1:705

配置図（仮設計画図）A2 S=1:500
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今回改修工事棟
（北　校　舎）

今 回 改 修 工 事 棟

（ 北 　 校 　 舎 ）

外部足場
枠組み本足場Ｗ＝９００

外部足場

枠組み本足場Ｗ＝６００

伊賀市役所
阿山支所

馬場

R49

JAいがほくぶ

ｻｰｸﾙK

●阿山小学校

付近見取図

(四周)

工事場所

A-08

B型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ設置 ｺﾝﾊﾟﾈT=12鉄板T=22

成型鋼板

B型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ設置

成形鋼板

現場事務所
9.9㎡

仮設ﾄｲﾚ

工事用車両駐車場

資材置場

Ｈ＝1， 800
B型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞを示す。 内部 : 脚立足場､足場板

（900＊1800　28枚）
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掃除用具入、ホワイトボード、換気扇枠、パイプガードx1

図面番号

設計概要・仕上表1 A2 S= NS
A3 S= NS

設計概要

建築名称

建築地

地区・地域

構造・規模

建築用途

階床面積

階床面積

階床面積

延床面積

建築面積

伊賀市立阿山小学校　北校舎

三重県伊賀市馬場1045番地

無指定

鉄筋コンクリート造（ラーメン式）　地上3階建

小学校　普通教室棟

1F

2F

3F

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

296.0

888.0

299.6

外部仕上表

屋根

外壁

巾木

犬走り

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

パラペット

ベニヤ型板コンクリート打放し補修　アクリルリシン吹付（柱型共）　打継及び化粧目地はチオコールコーキング（柱型共）

モルタル刷毛引き　H=150～300

土間コンクリート　仕上げモルタル目地切り@2000

内部仕上表

階

改修前

改修後

改修前

改修後

室名 床 巾木 腰 壁 天井 天井高 備考

昇降口

倉庫

（階段下）

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

せっ器質タイル120角（上框：TB) TB H=100 モルタル金コテ押え VP 目地切

壁・柱型

ソフト巾木 H=100 モルタル金コテ押え

2750

1590～3280長尺塩ビシート t=2.3

↑

↑

廊下

階段室

男子便所

女子便所

手洗い室

配膳室

普通教室（東）

1F

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

モルタル金コテ押え VP 目地切 3030

↑

整理棚x2、教師用整理棚、曲面黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x4､上部掲示板×2

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP

モルタル金コテ押え VP 目地切 PB t=9 底目地張り EPローラー 2650

↑

雑巾摺り：白ラワン VP

モルタル VP 塗り分け　H=100
モルタル金コテ押え VP 目地切 モルタル金コテ押え VP 掲示板、ホワイトボード

長尺塩ビシート t=2.3

長尺塩ビシート t=2.3 ソフト巾木 H=100 モルタル金コテ押え VP 目地切

PB t=9 底目地張り EPローラー

PB t=9 底目地張り EPローラー

大平板t=6 底目地張り EPローラー 掃除用具入、黒板、パイプガードx2

磁器質モザイクタイル25角

磁器質モザイクタイル25角

サニタリー巾木タイル H=100

サニタリー巾木タイル H=100

半磁器質タイル100角

半磁器質タイル100角

PB t=9 底目地張り EPローラー

PB t=9 底目地張り EPローラー

手洗いx2、小便器x5、和風便器x2、トイレブース、鏡x2

手洗いx2、和風便器x1、洋風便器x2､トイレブース、掃除用流し、鏡x2

改修前

改修後

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP モルタル金コテ押え VP 目地切 3030

↑

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP

普通教室（東）
モルタル金コテ押え VP 目地切 3030

↑

普通教室（西）

2650

↑

2650

↑

↑

2600

↑

2600

廊下

階段室

男子便所

女子便所

手洗い室

配膳室

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン モルタル金コテ押え VP 目地切 PB t=9 底目地張り EPローラー 2650

↑

雑巾摺り：白ラワン VP

モルタル VP 塗り分け　H=100
モルタル金コテ押え VP 目地切 モルタル金コテ押え VP

長尺塩ビシート t=2.3

長尺塩ビシート t=2.3 ソフト巾木 H=100 モルタル金コテ押え VP 目地切

PB t=9 底目地張り EPローラー

大平板t=6 底目地張り EPローラー

サニタリー巾木タイル H=100

サニタリー巾木タイル H=100

半磁器質タイル100角

半磁器質タイル100角

PB t=9 底目地張り EPローラー

PB t=9 底目地張り EPローラー

2650

↑

2650

↑

↑

2600

↑

2600

2F

均しモルタルt=30の上アスファルト露出防水（シルバー塗装）8層 （日新SC-804A程度）　1/75

立上りは、L-30x30（アルミ）押え　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、笠木：防水モルタル塗り

下足箱x2、製作物、下足箱

モルタル金コテ押え

掲示板、帽子掛け

モザイクパ-ケット（ブナ）t=8 蹴上共

白ラワン H=100 OP

白ラワン H=100 OP
（洗い場のみ、半磁器質タイル100角）

モルタル金コテ押え VP

PB t=9 底目地張り EPローラー

（一部有孔ボード）

（一部有孔ボード）

PB t=9 底目地張り EPローラー

（一部有孔ボード）

PB t=9 底目地張り EPローラー

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

竪樋

手摺及び鉄部

南面昇降口庇

ルーフドレン
鋳鉄製　防塵アミ付（中継ドレン共、バルコニー部分）　コールタール焼付

スチールパイプ手摺42φ　亜鉛メッキ下地 OP

硬質塩化ビニールパイプ100φ（一部VP125φ） 養生管：鋳鉄管125φ H=1200 OP (一部VP125,150φ）

カーテンレール、カーテン、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

カーテンレール、カーテン、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

カーテンレール、カーテン、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

整理棚x2、教師用整理棚、曲面黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x4､上部掲示板×2

掲示板x1、帽子掛け

モザイクパ-ケット（ブナ）t=8 蹴上共

（洗い場のみ、半磁器質タイル100角）

モルタル金コテ押え VP

人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx2

人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx1

掃除用具入、黒板、換気扇枠、パイプガードx1

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）

手洗いx2、小便器x5、和風便器x1、洋風便器x1、トイレブース、鏡x2

手洗いx2、和風便器x4、トイレブース、掃除用流し、鏡x2

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）

白ラワン H=100 OP

白ラワン H=100 OP

下地調整の上､主剤着色型ｳﾚﾀﾝ塗膜防水ﾒｯｼｭ補強工法、X-2ｼﾘｺﾝ系保護塗料(ｵﾙﾀｯｸｽｶｲ同等品)

下地調整の上､アスファルト防水ﾉﾝｹﾄﾙ冷熱併用工法D-1(BANKS工法JSX-920SF同等品)

見付部は乾式水切りﾃｰﾌﾟ(ｵﾙﾀｯｸｱｺﾞﾃｰﾌﾟ同等品)

高圧水洗の上､可とう形外装薄塗材E(弾性ﾘｼﾝ)吹付

全面撤去処分の上、下地処理の後モルタル刷毛引き H=150～300

高圧水洗

一部､ｻｨﾃﾞｨﾝｸﾞ撤去処分の上､新設ALC版 厚100 下地処理の上､可とう形外装薄塗材E(弾性ﾘｼﾝ)吹付

上記､竪樋 下地調整の上、 LS2-UE塗り 上記､養生管 下地調整の上、 SOP塗り

上記､手摺 下地調整の上 ､SOP塗り

ルーフドレン取替(改修用銅製ドレン)

バルコニー

巾木･床:防水モルタル　腰:アクリルリシン吹付 笠木:防水モルタル

巾木･床:巾木の浮き部分は撤去処分の上､樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗りの上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　床の浮き部分はｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入､ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

腰:高圧水洗の上､可とう形外装薄塗材Ｅ(弾性ﾘｼﾝ)吹付 笠木:高圧水洗

南面2階袖壁､カラー鉄板張り(ｱﾙﾐﾄﾞｱ共)→撤去処分※柱頭･柱脚の固定確認の上､柱のみ残す(ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗りの上､可とう形外装薄塗材E吹付)

296.0

296.0

洗い

既存のまま

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニスUC塗り

洗いの上､ワックスがけ

洗いの上､ワックスがけ

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニスUC塗り

洗いの上､ワックスがけ

洗いの上､ワックスがけ

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス UC塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

洗い

下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

雑巾摺り：下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

無し

アルミ庇取付

下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

雑巾摺り：下地調整の上､SOP塗り

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

既存のまま 既存のまま 既存のまま

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り 一部改修(2階便器取替部)

下地調整の上､EP塗り 一部改修(2階便器取替部)

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り 一部改修(3階便器取替部)

下地調整の上､EP塗り 一部改修(3階便器取替部)

1階ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ (外部1階ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ)下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り(外部1階昇降口上ｶﾗｰ鉄板)

下足箱x2、下足箱(既設のまま)

カーテンレール･カーテンは既設のまま、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

掲示板x2、帽子掛け

掲示板、ホワイトボード

人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx2

手洗いx2、小便器x5、和風便器x1、洋風便器x1、トイレブース、鏡x2

手洗いx2、和風便器x4、トイレブース、掃除用流し、鏡x2

整理棚x2、教師用整理棚、曲面黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x4､上部掲示板×2

カーテンレール･カーテンは既設のまま、上部配膳台、児童ロッカー、掃除用具入

掲示板x2、帽子掛け

人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx1

手洗いx2、小便器x5、和風便器x1、洋風便器x1、トイレブース、鏡x2

手洗いx2、和風便器x1、洋風便器x2､トイレブース、掃除用流し、鏡x2

ソフト巾木 H=100　新設

ソフト巾木 H=100 新設

撤去

撤去

掃除用具入、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、パイプガードx2

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図図参照

平面･展開図図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

※一部 張替え(設備配管部)

※一部 撤去(設備配管部)

立上り端末ﾌﾗｯｼｭﾄｯﾌﾟ60
立上り端末ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾘﾝｸﾞ

立上り部(BANKS工法JSV-920SF同等品)

A-09

※一部手摺との取合い部に欠損部あり､樹脂ﾓﾙﾀﾙにて補修

カーテンレール･カーテンは既設のまま、上部配膳台、児童ロッカー、掃除用具入

阿山小学校北校舎大規模改造工事

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

ﾀｲﾙ部:部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

ﾀｲﾙ部:部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

下地調整の上､EP塗り一部改修（ALC部）

整理棚x2、教師用整理棚、ｽﾗｲﾄﾞ式平面黒板､平面黒板、学習予定黒板、掲示板x3､上部掲示板×2

整理棚x2、教師用整理棚、上下式黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x3､上部掲示板×2

整理棚x2、教師用整理棚、ｽﾗｲﾄﾞ式平面黒板､平面黒板、学習予定黒板、掲示板x3､上部掲示板×2

平面･展開図参照



図面番号

A3 S= NS

内部仕上表

階 室名 床 巾木 天井 天井高 備考

3F

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP モルタル金コテ押え VP 目地切 3030

↑

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP

普通教室（東）
モルタル金コテ押え VP 目地切 3030

↑

普通教室（西）

廊下

階段室

男子便所

女子便所

手洗い室

配膳室

ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP モルタル金コテ押え VP 目地切 PB t=9 底目地張り EPローラー 2650

↑

雑巾摺り：白ラワン VP

モルタル VP 塗り分け　H=100
モルタル金コテ押え VP 目地切

長尺塩ビシート t=2.3

長尺塩ビシート t=2.3 ソフト巾木 H=100 モルタル金コテ押え VP 目地切

PB t=9 底目地張り EPローラー

大平板t=6 底目地張り EPローラー

サニタリー巾木タイル H=100

サニタリー巾木タイル H=100

半磁器質タイル100角

半磁器質タイル100角

PB t=9 底目地張り EPローラー

PB t=9 底目地張り EPローラー 手洗いx2、和風便器x4、トイレブース、掃除用流し、鏡x2

2650

↑

2650

↑

↑

2600

↑

2600

特別支援教室
ブナフローリングブロックt=18 ウレタン 白ラワン H=100 OP モルタル金コテ押え VP 目地切 PB t=9 底目地張り EPローラー

PB t=9 底目地張り EPローラー

（一部有孔ボード）

PB t=9 底目地張り EPローラー

（一部有孔ボード）

掲示板、帽子掛け

モザイクパケット（ブナ）t=8 蹴上共 PB t=9 底目地張り EPローラー 屋上点検用タラップ（ステンレス）、マンホール600角 KJ型

モルタル金コテ押え VP

（洗い場のみ、半磁器質タイル100角）
人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx2

掃除用具入、黒板、パイプガードx1

手洗いx2、小便器x5、和風便器x2、トイレブース

3030

↑

カーテンレール、カーテン、掃除用具入、ロッカー

黒板、行事黒板、掲示板x2

特記事項

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）

白ラワン H=100 OP

壁・柱型腰 壁

下地調整の上､EP塗り下地調整の上､EP-G塗り下地調整の上､SOP塗り表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り 下地調整の上､SOP塗り 下地調整の上､EP-G塗り 下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､SOP塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り下地調整の上､EP-G塗り
雑巾摺り：下地調整の上､SOP塗り

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り

洗いの上､ワックスがけ

洗いの上､ワックスがけ

表面研磨の上ウレタン樹脂ワニス　UC塗り 下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､SOP塗り

下地調整の上､EP-G塗り

モルタル部:下地調整の上､EP-G塗り

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

洗い､一部改修 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角(便器取替部)

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP塗り

下地調整の上､EP-G塗り

下地調整の上､EP塗り

カーテンレール、カーテン、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

整理棚x2、教師用整理棚、曲面黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x4､上部掲示板×2
カーテンレール･カーテンは既設のまま、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

カーテンレール、カーテン、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

整理棚x2、教師用整理棚、曲面黒板、平面黒板、学習予定黒板、掲示板x4､上部掲示板×2

掲示板x2、帽子掛け

人研、手洗い流し、鏡x5、パイプガードx2

手洗いx2、小便器x5、和風便器x1、洋風便器x1、トイレブース、鏡x2

黒板、行事黒板、掲示板x2

カーテンレール･カーテンは既設のまま、掃除用具入、ロッカー

手洗いx2、和風便器x1、洋風便器x2､トイレブース、掃除用流し、鏡x2

掃除用具入、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、パイプガードx1

屋上点検用タラップ（ステンレス）、マンホール600角 KJ型

ソフト巾木 H=100　新設

撤去

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

既設のまま

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

平面･展開図参照

A-10

カーテンレール･カーテンは既設のまま、上部配膳台、児童用ロッカー、掃除用具入

仕上表2 A2 S= NS阿山小学校北校舎大規模改造工事

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

ﾀｲﾙ部:部分撤去処分の上､下地処理+磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

整理棚x2、教師用整理棚、ｽﾗｲﾄﾞ式平面黒板､平面黒板、学習予定黒板、掲示板x3､上部掲示板×2

整理棚x2、教師用整理棚、ｽﾗｲﾄﾞ式平面黒板､平面黒板、学習予定黒板、掲示板x3､上部掲示板×2



昇降口 配膳室

便所

倉庫

階段

8
,0

0
0

2,
0
00

7
,
00

0

17
,
00

0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

X1

X2

X3

X4

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

17
,
00

0

X4

X3

X2

X1

7
,
00

0
2,

0
00

8
,0

0
0

1階平面図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

Ｎ

便所

１階平面図（現況）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子 女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

PS

掲示板
W5800xH900

掲示板
W500xH2000

掲示板
W650xH1200

学習予定黒板
W800xH1200

曲面黒板
W4500xH1200

廊下

掲示板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1800xH900

掲示板
W1500xH1200

平面黒板
W1200xH900

掲示板
W1500xH600

黒板
W1200xH600

W1080xH900

下
足

箱

下
足

箱

下
足

箱

掃除具入

配膳台･ﾛｯｶｰ

児
童

用
ﾛ
ｯｶ

ｰ

掃除具入

整理棚整理棚

教
師

用
棚

撤去

撤去

撤去

撤去

詳細図参照

ﾄﾞｱWDのみ撤去 ﾄﾞｱWDのみ撤去

ｽﾛ
ｰ
ﾌﾟ

上部掲示板
W7555xH700

W7555xH700
上部掲示板

壁面製作物

撤去処分
1800x900-8枚

撤去

WDのみ撤去

A-11
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昇降口 配膳室

便所

倉庫

階段

8
,0

0
0

2
,
0
00

7
,
00

0

1
7
,
00

0
4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

X1

X2

X3

X4

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

1
7
,
00

0

X4

X3

X2

X1

7
,
00

0
2
,
0
00

8
,0

0
0

1階平面図(改修後) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

Ｎ

便所

１階平面図（改修後）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子
女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付

PS

WD

1

TB

2

掲示板
W5800xH900

掲示板
W500xH2000

平面黒板
W4500xH1200

廊下

掲示板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1800xH900

掲示板
W1500xH1200

平面黒板
W1200xH900

掲示板
W1500xH630

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

W1080xH900

下
足

箱

下
足

箱

下
足

箱

既設のまま

補修 補修

既設のまま 掃除具入
補修

補修配膳台･ﾛｯｶｰ

児
童

用
ﾛ
ｯ
ｶｰ

補
修

補修
掃除具入

補修整理棚整理棚 補修

教
師

用
棚

補
修

更新

詳細図参照

新設

新設

新設

ｽﾗｲﾄﾞ式

※各室の額縁､ｶｰﾃﾝBOX､掲示版等の木部については下地調整の上､SOP塗り

保
冷

庫

新設 W750xH1800掲示板

上部掲示板
W7555xH700

W7555xH700
上部掲示板

既設のまま
既設のまま

既設のまま

既設のまま

新設

貼り替え

基礎設置H=300
4ヶ所

洗い

※掲示板等の寸法は､現場確認の事｡

3

TBTB

1
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W1200xH900

阿山小学校北校舎大規模改造工事

渡 りロ ー カ

屋根嵩上げ

既設のまま

既設のまま

学習予定黒板

新設
W1580xH1200

既設のまま

シンク



2階平面図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

DN
UP

倉庫

階段

8
,0

0
0

2
,
0
00

7
,
00

0

1
7
,
00

0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

8
,0

0
0

2
,
0
00

7
,
00

0

1
7
,
00

0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

X4

X3

X2

X1 X1

X2

X3

X4

Ｎ

便所 便所

普通教室（東）
配膳室

倉庫

男子 女子

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

２階平面図（現況）　S=1/100

間仕切壁（木下地共）･建具撤去 枠共

倉庫

内部は工事対象外

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

PS

バルコニー

掲示板
W5800xH900

掲示板
W500xH2000

掲示板

掲示板
W500xH2000

W5800xH900

廊下

掲示板
W650xH1200

学習予定黒板
W800xH1200

曲面黒板
W4500xH1200

掲示板
W650xH1200

学習予定黒板
W800xH1200

曲面黒板
W4500xH1200

普通教室（西）

掲示板
W1500xH600

黒板

平面黒板
W1200xH900

W1200xH900

W1080xH900

W1200xH900
平面黒板

掲示板

バルコニー

掲示板
W1500xH600

掃除具入

整理棚

教
師

用
棚

配膳台･ﾛｯｶｰ

児
童

用
ﾛ
ｯｶ

ｰ

整理棚

掃除具入

児
童

用
ﾛｯ

ｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

整理棚 整理棚

掃除具入

教
師

用
棚

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り
撤去処分

袖壁撤去処分(ｱﾙﾐﾄﾞｱ共)

(下地共)

PB12.5張り
撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

詳細図参照

ﾄﾞｱWDのみ撤去 ﾄﾞｱWDのみ撤去

W7555xH700
上部掲示板

上部掲示板
W7555xH700

W7555xH700
上部掲示板

上部掲示板
W7555xH700

袖壁撤去処分(ｱﾙﾐﾄﾞｱ共)

撤去

WDのみ撤去
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ﾊﾞﾙｺﾆｰ床軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ解体撤去
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W500xH2000

新設

更新

教
師

用
棚

掃除具入

整理棚 補修整理棚 補修

配膳台･ﾛｯｶｰ 補修

補
修

児
童

用
ﾛｯ

ｶ
ｰ

補修
掃除具入

整理棚

児
童

用
ﾛ
ｯｶ

ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

補
修

教
師

用
棚

整理棚

掃除具入

W1500xH600
掲示板

バルコニー

掲示板

平面黒板
W1200xH900

W1080xH900

W1200xH900

W1200xH900
平面黒板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

W1500xH630
掲示板

普通教室（西）

廊下

W5800xH900

W500xH2000
掲示板

掲示板

掲示板

W5800xH900
掲示板

2

バルコニー

2

TB

WD

PS

ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付 ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

工事対象外

倉庫

２階平面図（改修後）　S=1/100

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

女子男子

倉庫

配膳室

普通教室（東）

便所便所

Ｎ

X4

X3

X2

X1X1

X2

X3

X4

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

1
7,

0
00

7,
0
00

2
,0

0
0

8
,
00

0

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

1
7,

0
00

7,
0
00

2
,0

0
0

8
,
00

0

階段

倉庫

UP
DN

A3 S=1:141

図面番号

2階平面図(改修後) A2 S=1:100

ｽﾗｲﾄﾞ式

新設

平面黒板
W4500xH1200

新設

ALC版100
下地処理の上
外装薄塗材E(ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ)吹付

ALC版素地

W4500xH1200
平面黒板

新設

ｽﾗｲﾄﾞ式

新設

補修 補修

補修

補
修

補修

補
修

下地処理の上
ALC版100

EP-G塗り

ALC版素地

新設

詳細図参照

※各室の額縁､ｶｰﾃﾝBOX､掲示版等の木部については下地調整の上､SOP塗り

上部掲示板
W7555xH700
既設のまま 既設のまま

W7555xH700
上部掲示板 既設のまま

上部掲示板
W7555xH700

既設のまま

掲示板 W750xH1800新設

新設

既設のまま

上部掲示板
W7555xH700

建具新設

既設のまま

※掲示板等の寸法は､現場確認の事｡

TB

31

TB

WD

3
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新設
W1580xH1200
学習予定黒板

新設
W1580xH1200
学習予定黒板

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま



3階平面図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

配膳室

便所便所

階段

8,
0
00

2
,
00

0
7
,0

0
0

8,
0
00

2
,
00

0
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

DN

X1

X2

X3

X4

X1

X2

X3

X4

Ｎ

３階平面図（現況）　S=1/100

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー

普通教室（東）

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

PS

特別支援教室
掲示板
W5800xH900

掲示板
W500xH2000

掲示板

掲示板
W500xH2000

掲示板
W1125xH1200

行事予定黒板
W1200xH1200

黒板
W2700xH1200

掲示板
W2400xH1200

掲示板
W650xH1200

学習予定黒板
W800xH1200

曲面黒板
W4500xH1200

掲示板
W650xH1200

学習予定黒板
W800xH1200

曲面黒板
W4500xH1200

掲示板
W1500xH600

掲示板
W1500xH600

黒板
W1200xH900

平面黒板
W1200xH900

W1080xH900
廊下

W5800xH900

W1200xH900
平面黒板

掲示板

普通教室（西）

男子 女子

配膳台･ﾛｯｶｰ配膳台･ﾛｯｶｰ

児
童

用
ﾛ
ｯ
ｶｰ

児
童

用
ﾛｯ

ｶ
ｰ

掃除具入掃除具入

掃除具入

児
童

用
ﾛ
ｯ
ｶｰ

補修
掃除具入

整理棚 整理棚 整理棚 整理棚

教
師

用
棚

教
師

用
棚

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去 撤去

詳細図参照

上部掲示板
W7555xH700 W7555xH700

上部掲示板 W7555xH700
上部掲示板

上部掲示板
W7555xH700

建具のみ撤去

WDのみ撤去

撤去

A-15

縞鋼板T=6

阿山小学校北校舎大規模改造工事



更新

教
師

用
棚

補
修

教
師

用
棚

整理棚整理棚補修整理棚整理棚 補修

掃除具入
補修

児
童

用
ﾛ
ｯｶ

ｰ

補修
掃除具入

掃除具入
補修

掃除具入

児
童

用
ﾛ
ｯ
ｶｰ

補
修

児
童

用
ﾛ
ｯｶ

ｰ
補修配膳台･ﾛｯｶｰ 配膳台･ﾛｯｶｰ

女子男子

普通教室（西）

掲示板

平面黒板
W1200xH900

W5800xH900

廊下

W1080xH900

W1200xH900
平面黒板

W1200xH900
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

W1500xH600
掲示板

W1500xH630
掲示板

W4500xH1200
平面黒板

W4500xH1200
平面黒板

W2400xH1200
掲示板

W2700xH1200
黒板

W1200xH1200
行事予定黒板

W1125xH1200
掲示板

W500xH2000
掲示板

掲示板

W500xH2000
掲示板

W5800xH900
掲示板

4

WD

2

2

TB

WD

特別支援教室

PS

ｽﾃﾝﾚｽ見切り

普通教室（東）

バルコニー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

３階平面図（改修後）　S=1/100

Ｎ

X4

X3

X2

X1

X4

X3

X2

X1

DN

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

1
7
,
00

0

1
7
,
00

0

7
,
00

0
2
,
0
00

8
,0

0
0

7
,
00

0
2
,
0
00

8
,0

0
0

階段

便所 便所

配膳室

A3 S=1:141

図面番号

3階平面図(改修後) A2 S=1:100

補修

新設

補
修

補
修

補修

補修補修

新設

ｽﾗｲﾄﾞ式ｽﾗｲﾄﾞ式

既設のまま

新設新設

※各室の額縁､ｶｰﾃﾝBOX､掲示版等の木部については下地調整の上､SOP塗り

既設のまま

新設

詳細図参照

新設

既設のまま
W7555xH700
上部掲示板 上部掲示板

W7555xH700
既設のまま

W7555xH700
上部掲示板

既設のまま

既設のまま

上部掲示板
W7555xH700

新設

補
修

新設 W750xH1800掲示板

ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付ｽﾃﾝﾚｽ見切り取付

既設のまま

既設のまま

※掲示板等の寸法は､現場確認の事｡

TB

31

TB

縞鋼板T=6
SOP塗り

A-16

科学物質の濃度測定カ所

科学物質の濃度測定カ所

阿山小学校北校舎大規模改造工事

新設

学習予定黒板
W1580xH1200

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

学習予定黒板

新設
W1580xH1200

既設のまま

既設のまま



図面番号

A3 S=1:141

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

8
,0

0
0

2
,
0
00

7
,
00

0

1
,0

0
0

1
7,

0
00

X
4

X
1

X2
X3

7
,
00

0
2
,
0
00

8
,0

0
0

1
7,

0
00

X
4

X
1

X2
X3

1
,0

0
0

屋根伏図(現況) A2 S=1:100

屋根：アスファルト露出防水　シルバー塗装

PS立上がり

屋上点検用マンホール
スチール(KJ型600角)

パラペット笠木：

丸環19φ筋
亜鉛メッキOP
ステンレスFB 40x6

高架水槽

屋根 伏 図（ 現況 ）　 S=1/100

RD：鋳鉄製 防塵網付き100φ

3,000

8
,0

0
0 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水剥離部分

撤去

側溝・立上り：ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
（二重水切り金物共）

防水モルタル金コテ押え目地切（目地：チオコールコーキング）

撤去（9箇所）
(キャップ及び上皿)

A-17

（浮き：0.3m×7m=2.1㎡程度）

浮き・剥離箇所（58.9㎡）

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141

屋根伏図(改修後) A2 S=1:100

ﾉﾝｹﾄﾙ冷熱併用工法D-1（BANKS工法JSX-920SF同等品）

改修用ﾄﾞﾚﾝ：銅製　9箇所

改修用ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ：ALﾀﾞｲｷｬｽﾄ製　9箇所

全面既存防水

剥離・浮き箇所

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

※参考品番：田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ㈱

※参考品番：田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ㈱

全面既存防水

※参考品番：田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ㈱

ｹﾚﾝ清掃

笠木：防水全面改修

側溝・立上り：防水全面改修

屋根：防水全面改修4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

8
,
0
00

2
,0

0
0

7
,0

0
0

1,
0
00

1
7
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

7
,0

0
0

2
,0

0
0

8
,
0
00

1
7
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

1,
0
00

スチール(KJ型600角)

亜鉛メッキOP
ステンレスFB 40x6

3,000

8,
0
00

屋 根 伏図 （改 修 後） 　 S=1/100

RD：改修用銅製ﾄﾞﾚﾝ新設高架水槽
（既設のまま）

400

4
0
0

400x400x100

丸環19φ筋（既設のまま）

防水全面改修防水全面改修
下地調整の上

パラペット笠木：防水全面改修

屋根：防水全面改修

側溝・立上り：防水全面改修

（9箇所）

下地清掃（高圧水洗）

既存防水撤去部分は、水性ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系下地調整材にて段差修正（ｸｰﾙﾍﾞｰｽ同等品）

脱気筒:SUS （70㎡に1箇所）

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

立上り端末：ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾘﾝｸﾞ（ｶﾞﾑｼｰﾙ同等品）

浮き箇所

ｸﾗｯｸ箇所

平滑処理 樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り（ﾘｸﾞﾚｰ同等品）

立上り端末：二重水切り金物（ﾌﾗｯｼｭﾄｯﾌﾟ60同等品）

ｹﾚﾝ清掃

下地清掃（高圧水洗）

見付部：乾式水切りﾃｰﾌﾟ（ｵﾙﾀｯｸｱｺﾞﾃｰﾌﾟ同等品）

主剤着色型ｳﾚﾀﾝ塗膜防水ﾒｯｼｭ補強工法X-2　ｼﾘｺﾝ系保護塗料（ｵﾙﾀｯｸｽｶｲ同等品）塗膜防水

平滑処理 樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り（ﾘｸﾞﾚｰ同等品）

全面既存防水

※参考品番：田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ㈱

ｹﾚﾝ清掃

下地清掃（高圧水洗）

見付部：乾式水切りﾃｰﾌﾟ（ｵﾙﾀｯｸｱｺﾞﾃｰﾌﾟ同等品）

主剤着色型ｳﾚﾀﾝ塗膜防水ﾒｯｼｭ補強工法X-2　ｼﾘｺﾝ系保護塗料（ｵﾙﾀｯｸｽｶｲ同等品）塗膜防水

平滑処理 樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り（ﾘｸﾞﾚｰ同等品）

鉄筋爆裂箇所 亜硝酸ﾘﾁｳﾑ修復工法にて補修（ﾘﾊﾞﾝﾌﾟRV-A同等品）

全面既存下地

0.4mx0.4mx0.1m=0.016m3

架台基礎笠木：補修

架台基礎笠木：補修

屋上点検用マンホール：立上り補修

PS立上がり補修

(タテ型)

(タテ型)

ﾉﾝｹﾄﾙ冷熱併用工法D-1　立上り仕様（BANKS工法JSV-920SF同等品）

防水層切開、あぶり戻し（全体面積の20%程度）

A-18

浮き箇所 ｱﾝﾀﾞｰﾋﾟﾆﾝｸﾞ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入（0.3m×7m=2.1㎡程度）

※高架水槽基礎、点検口立上り、PS立上りを含むｱｽﾌｧﾙﾄ防水があるため目視では確認できず｡

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水があるため目視では確認できず｡ ※高架水槽基礎、点検口立上り、PS立上りを含む

(ﾌﾗｯｼｭﾄｯﾌﾟ ｺｰﾅｰ)

阿山小学校北校舎大規模改造工事

脱気筒

脱気筒
脱気筒

脱気筒



立面図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

ｱ

ｲ

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｹ

ｺ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しの上､ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｽﾁｰﾙ亜鉛ﾒｯｷの上SOP塗り

ｽﾁｰﾙ柱(2-Cﾁｬﾝﾈﾙ)錆止塗装のまま

ｶﾗｰ鉄板

塩ビ100Φ

鋳鉄管125Φ H=1200 OP塗り

モルタル刷毛引き　H=150～300

ｹｲｶﾙ板EP塗り

鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ、SOP塗り

ｻ 防水ﾓﾙﾀﾙ笠木

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木､防水ﾓﾙﾀﾙ下地ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｼ
目地部､ﾁｵｺｰﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ
ｻｯｼ廻り､ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｽﾁｰﾙ部、SOP塗り

A-19

南 側 立 面 図 （ 現 況 ） 　 S= 1 / 1 0 0

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り(正面)

撤去処分
袖壁(片面ｶﾗｰ鉄板､下地､ﾄﾞｱ共)

※手摺取付柱のみ残す

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

ｶﾞﾗｽ撤去

ｶﾞﾗｽ撤去 設備工事
130Φ

130Φ
設備工事

ｱ

ｲ

ｳ

ｴ

ｵ

ｱ

ｱ

ｱ

ｲ

ｲ ｳ

ｴ ｶ

ｷ

ｹｳｸ

ｺ

ｻ

ﾓﾙﾀﾙ巾木撤去

ｼ

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材全面撤去

ｶﾞﾗｽ割れ

東 側 立 面 図 （ 現 況 ） 　 S= 1 / 1 0 0

ｱ

ｱ

ｴ

ｸ

ｲ

ｵ

ｶ

ｷ

ｱ

ｳ

ｴ

ｺ

ｻ

撤去

ﾓﾙﾀﾙ巾木撤去

ｼ
※ｼｰﾘﾝｸﾞ材全面撤去

郵便受け

銘板

西 側 立 面 図 （ 現 況 ） 　 S =1 / 1 0 0

ｳ

ｴ

ｱ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｺ

ｻ

ﾓﾙﾀﾙ巾木撤去

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材全面撤去

ｼ

北 側 立 面 図 （ 現 況 ） 　 S=1 / 1 0 0

ｵ

ｹ

ｹ

ｶ

ｴ

ｳ
ｱ

ｱ

ｱ

ｷ

ｺ

ﾓﾙﾀﾙ巾木撤去

ｼ

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材全面撤去

ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ
ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸｸﾗｯｸｸﾗｯｸｸﾗｯｸ
ｸﾗｯｸ

ｸﾗｯｸ

阿山小学校北校舎大規模改造工事



立面図(改修後) A2 S=1:100

A-20

図面番号

A3 S=1:141

ｱ

ｲ

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｹ

ｺ

高圧水洗の上、可とう形外装薄塗材E(弾性ﾘｼﾝ)吹付

下地調整の上、SOP塗り

下地調整の上､LS2-UE塗り

モルタル刷毛引き 塗替え　H=150～300

下地調整の上､EP塗り

ｻ 既設防水ﾓﾙﾀﾙ笠木､ 高圧水洗

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木､ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

下地調整の上、SOP塗り

既設のまま

ｻｯｼ廻りｼｰﾘﾝｸﾞ MS2
目地部ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2

ｼ

ｽ ﾒﾀﾙﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗りの上、可とう形外装薄塗材E(弾性ﾘｼﾝ)吹付

南 側 立 面 図 （ 改 修 後 ） 　 S =1 / 1 0 0

ｶﾞﾗｽFL3 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙT=4 設備工事
130Φ

130Φ
設備工事ｶﾞﾗｽFL3

ｶﾞﾗｽFL3

ｶﾞﾗｽFL3

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙT=4

ALC版100

ｱﾙﾐ庇
900x4000

可とう形外装薄塗材E吹付

ｱ

ｲ

ｴ

ｵ

ｱ

ｱ

ｱ

ｲ

ｲ ｳ

ｴ ｶ

ｷ

ｹｳｸ

ｺ

ｻ

ｼ

ｽ ｽ

ｷ

※内部共

東 側 立 面 図 （ 改 修 後 ） 　 S= 1 / 1 0 0

ｱ

ｱ

ｴ

ｸ

ｲ

ｵ

ｶ

ｷ

ｱ

ｳ

ｴ

ｺ

ｻ

ｼ
※ｼｰﾘﾝｸﾞ材､全面打替え

網入ｶﾞﾗｽ6.8､入替

ｱﾙﾐ庇
900x4000

ｽ

※内部共

郵便受け

銘板

西 側 立 面 図 （ 改 修 後 ） 　 S =1 / 1 0 0

ｳ

ｴ

ｱ

ｲ

ｱ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｺ

ｻ

ｼ

ｱﾙﾐ庇
900x4000

ｽ

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

※内部共

北 側 立 面 図 （ 改 修 後 ） 　 S =1 / 1 0 0

ｵ

ｹ

ｹ

ｶ

ｴ

ｳ
ｱ

ｱ

ｱ

ｷ

ｺ ｼ

※内部共

ｷ

※南面各階の窓上ｸﾗｯｸ補修 :Uｶｯﾄの上 ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填

新設

阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま

既設のまま



阿山小学校北校舎大規模改造工事

図面番号

A3 S=1:141

1,200

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000
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阿山小学校北校舎大規模改造工事
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和風便器撤去 和風便器(既設のまま)

図面番号

A3 S=1:71
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1階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50
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ﾄﾞｱWD-4撤去処分
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
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和
風

便
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撤
去

工事概要

床

壁

天井

磁器質モザイクタイル25角　既存のまま　

※2階便器取替部　撤去(下地共）

現況仕上表
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FL-60

女子便所

FL-60

1階便所　平面詳細図（改修後）　S=1/50
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40 1,250

6
00

1
0
0

900 40

8
1
5

4
0

9
0
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置

洋風便器設置
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置

洋風便器設置
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置

洋風便器設置
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置

・ペーパーホルダーx6個撤去

木見切り40x80 SOP

既存額縁 SOP 既存額縁 SOP

既存額縁 SOP

既存額縁 SOP

PB t=9底目地張り EPローラー　既存のまま

1階便所平面詳細図(現況・改修後) A2 S=1:50

床

壁

天井

改修後仕上表

洗い､一部改修 モザイクタイル25角(便器取替部)

・各種衛生器具の脱着及び取替え

下地調整の上､EP塗り 一部改修(2階便器取替部)下地共※天井伏図参照のこと

※既設衛生器具撤去は設備工事（処分は建築工事）

※衛生器具、ペーパーホルダーの設置は設備工事

・上記に伴うトイレブースの取替え及び内装の改修（便器取替えに伴う下階天井の改修）

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着
ﾄﾞｱWD-4撤去処分

・ステンレス見切りx2箇所脱着

・ドアWD､2箇所撤去処分

土間コンクリートt=150(FC21)+差し筋アンカーD13-@200タテヨコ+タイル下地(床伏図参照)
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和風便器(既設のまま)

A-26

※床の一部撤去復旧(床伏図参照)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

FL±0

無し
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ補修

下地処理+磁器質タイル100角接着貼り

阿山小学校北校舎大規模改造工事

半磁器質タイル100角　部分撤去
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去

床
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現況仕上表

PB t=9底目地張り EPローラー　既存のまま

2階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

洋風便器既設のまま

40 1,095

40 880
16

0
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2
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0

9
0

床

壁

天井

改修後仕上表

洗い､一部改修 モザイクタイル25角(便器取替部)

※3階便器取替部　撤去(下地共）

2階便所平面詳細図(現況・改修後) A2 S=1:50

工事概要

・ペーパーホルダーx6個撤去

・各種衛生器具の脱着及び取替え

※既設衛生器具撤去は設備工事（処分は建築工事）

※衛生器具、ペーパーホルダーの設置は設備工事

・上記に伴うトイレブースの取替え及び内装の改修（便器取替えに伴う下階天井の改修）

・ステンレス見切りx2箇所脱着

・ドアWD､2箇所撤去処分

下地調整の上､EP塗り 一部改修(3階便器取替部)下地共※天井伏図参照のこと

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）　既存のまま　

2階便所　平面詳細図（改修後）　S=1/50
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木見切り40x80 SOP
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和風便器(既設のまま) 和風便器(既設のまま)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(常温塗膜積層工法)土間コンクリートt=130(FC21)+差し筋アンカーD13-@200タテヨコ+タイル下地(便器撤去部)

A-27

下地処理+磁器質タイル100角接着貼り

阿山小学校北校舎大規模改造工事

半磁器質タイル100角　部分撤去
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和風便器撤去
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現況仕上表

PB t=9底目地張り EPローラー　既存のまま
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改修後仕上表

洗い､一部改修 モザイクタイル25角(便器取替部)

3階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50

3階便所平面詳細図(現況・改修後) A2 S=1:50

工事概要

・ペーパーホルダーx6個撤去

・各種衛生器具の脱着及び取替え

・ステンレス見切りx2箇所脱着

※既設衛生器具撤去は設備工事（処分は建築工事）

※衛生器具、ペーパーホルダーの設置は設備工事

・上記に伴うトイレブースの取替え及び内装の改修

磁器質モザイクタイル25角（アスファルト防水）　

下地調整の上､EP塗り

3階便所　平面詳細図（改修後）　 S=1/50
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和風便器既設のまま
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置

洋風便器設置
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洋風便器設置
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ設置
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05

和風便器(既設のまま)

改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(常温塗膜積層工法)土間コンクリートt=130(FC21)+差し筋アンカーD13-@200タテヨコ+タイル下地(便器撤去部)

A-28

下地処理+磁器質タイル100角接着貼り

阿山小学校北校舎大規模改造工事

小
便

器
撤

去

・男子トイレ：鏡x2枚新設

半磁器質タイル100角　部分撤去
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人研
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ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着
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両引き戸撤去

両引き戸撤去

両引き戸撤去

両引き戸撤去

両引き戸撤去

ｿﾌﾄ巾木H=100撤去

ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去

両引き戸撤去

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）
（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

下足箱 下足箱 下足箱

※一部天井撤去（2階便器取替部）天井伏図参照

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

和風便器撤去

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

製作物 製作物 製作物 製作物 製作物 製作物 製作物 製作物

OPEN

撤去
黒板W1200xH600

備品、建具の撤去範囲を示す

※衛生設備については、設備工事

壁：半磁器質100角タイル

壁：半磁器質100角タイル

A-29

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁：半磁器質100角タイル

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

小便器既設のまま

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去
壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

小便器撤去
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（改修後）
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（改修後）

1階配 膳室 展 開図 　 S=1/50
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人研
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半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

両引き戸新設

両引き戸新設

両引き戸新設

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

壁：EP-G塗分け

両引き戸新設

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

ｿﾌﾄ巾木H=100新設

ｿﾌﾄ巾木H=100新設 ｿﾌﾄ巾木H=100新設ｿﾌﾄ巾木H=100新設

掃除用具入：補修

新設

両引き戸新設

小便器復旧 洋風便器新設

ｽﾃﾝﾚｽ見切り復旧

OPEN

展開図1(改修後) A2 S=1:50

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

壁：EP-G塗分け
壁：EP-G塗分け

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

下足箱：補修 下足箱下足箱：補修

現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

現況天井：下地調整の上、EP塗り　一部改修（2階便器取替部）
天井伏図参照

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

現況床：洗い　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り　現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り　現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：洗い 既存巾木：洗い 既存巾木：洗い 既存巾木：洗い

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既設のまま

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

木見切り：40x80 SOP塗りｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ=4

OPEN

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

新設

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

電灯分電盤
（既設のまま）

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ（一部改修有り）　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り

A-30

両引き戸新設

W1200xH900

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上

壁・巾木：一部下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

阿山小学校北校舎大規模改造工事
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（現況）
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（現況）1階 普通 教 室（ 東） 展開 図　 S=1/50
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掲示板
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

和風便器撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

開き戸撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
開き戸撤去

掲示板W1500xH600
撤去

曲面黒板W4500xH1200
撤去

撤去

撤去

表示灯撤去
（設備工事）

ｶﾞﾗｽ撤去

掲示板W500xH2000

掲示板W7555xH700

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

掃除用具入

教師用棚

※一部天井撤去（2階便器取替部）天井伏図参照

ピクチャーレール

配膳台・ロッカー

掲示板W7555xH700

和風便器（既設のまま） 和風便器（既設のまま）

児童用ロッカー

備品、建具の撤去範囲を示す

※衛生設備については、設備工事

A-31

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去
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展開図2(改修後) A2 S=1:50

（改修後）

（改修後）

（改修後）

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

1
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0
0

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洋風便器新設 ｽﾃﾝﾚｽ見切り復旧

OPEN

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

掲示板W7555xH700

整理棚：補修 整理棚：補修

掲示板W500xH2000

83
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1,
2
00

掲示板
W750xH1800

新設

帽子掛け：SOP塗替え

壁：EP-G塗分け

既設のまま

既設のまま

掃除用具入：補修

教師用棚：補修

現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

現況天井：下地調整の上、EP塗り　一部改修（2階便器取替部）天井伏図参照

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り
現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り
現況天井：下地調整の上、EP塗り

掲示板W7555xH700　既設のまま

配膳台・ロッカー：補修

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え 既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既設枠：SOP塗替え

スライド式平面黒板W4500xH1200
新設

既設枠：SOP塗替え

既設枠：SOP塗替え

掲示板W1500xH630
新設

和風便器既設のまま 和風便器既設のまま

ｶﾞﾗｽPW6.8
新設

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

児童用ロッカー：補修

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

引戸錠取替
外鍵（MIWA SL75程度）

引戸錠取替
内鍵（MIWA SL75程度）

ピクチャーレール（既設のまま）

ピクチャーレール（既設のまま）

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）
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壁・巾木：部分下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

既設のまま

既設のまま

学習予定黒板

新設
W1580xH1200

既設のまま



展開図3(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71
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階段室展開図(A-B面)　S=1/50
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（現況）
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図面番号

A3 S=1:71
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掲示板

W1500xH1200

階段室展開図(A-B面)　S=1/50

Ａ面
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00

Ａ 面

Y4Y3

4,000

（改修後）

展開図3(改修後) A2 S=1:50

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

▽3FL

倉庫

床、壁、天井：既存のまま

既存巾木：EP-G塗替え
既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

既存巾木：EP-G塗替え
既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え
既存巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存壁・巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え
既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

現況天井：下地調整の上、EP-G塗り（3階は、EP塗り）

現況壁（梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り

倉庫
床、壁、天井：既存のまま

（既設のまま）

階数ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

A-34

阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま



展開図4(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71
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（現況）

ホワイトボード
W1800xH900

倉庫
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図面番号

A3 S=1:71
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ホワイトボード
W1800xH900
既設のまま

展開図4(改修後) A2 S=1:50

既存壁・巾木：EP-G塗替え

既存壁・巾木：EP-G塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え
既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え

既存雑巾摺：SOP塗替え
既存巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え

既存巾木：EP-G塗替え

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

現況天井：下地調整の上、EP-G塗り（3階は、EP塗り）

現況壁（梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り

（改修後）

倉庫

床、壁、天井：既存のまま

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと
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展開図5(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71
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（現況）2階 普通 教室 （西 ）展 開 図　 S=1/50
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ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

掲示板W1500xH600
撤去

撤去
撤去

撤去

片引き戸撤去

片引き戸撤去

片引き戸撤去

掲示板W7555xH700

掲示板W7555xH700

Y1 Y2 Y3 Y3 Y2 Y1

掃除用具入

教師用棚

ピクチャーレール

配膳台・ロッカー 児童用ロッカー

備品、建具の撤去範囲を示す
壁：半磁器質100角タイル
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壁：半磁器質100角タイル
部分撤去

壁：半磁器質100角タイル部分撤去

部分撤去



図面番号

A3 S=1:71
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（改修後）
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掲示板W7555xH700

整理棚：補修 整理棚：補修

掲示板W500xH2000

既設のまま

既設のまま
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展開図5(改修後) A2 S=1:50

壁：EP-G塗分け

片引き戸新設
壁：EP-G塗分け

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

Ｄ 面
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片引き戸新設

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

片引き戸新設

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

壁：EP-G塗分け

（改修後）

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

Y1 Y2 Y3 Y3 Y2 Y1

掃除用具入：補修

教師用棚：補修

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

掲示板W7555xH700　既設のまま

（改修後）　※工事対象外 （改修後）　※工事対象外

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り　現況天井：下地調整の上、EP塗り

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

配膳台・ロッカー：補修

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え既存巾木：SOP塗替え既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既設枠：SOP塗替え 既設枠：SOP塗替え

掲示板W1500xH630
新設

スライド式平面黒板W4500xH1200
新設

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

児童用ロッカー：補修

引戸錠取替
外鍵（MIWA SL75程度）

引戸錠取替
内鍵（MIWA SL75程度）

ピクチャーレール（既設のまま）

ピクチャーレール（既設のまま）

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

A-38

阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま

既設のまま

学習予定黒板

新設
W1580xH1200

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上



展開図6(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71

2階 配膳 室展 開図 　 S=1/50
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6
5
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Ｃ 面
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00

1,7004,300

Ｂ 面

X1

2,800

Y5

2,
6
5
0

2階 男子 便所 展 開図 　 S=1/50

Ａ面

電灯分電盤

2階普 通教 室（ 東 ）展 開図 　 S=1/50

（現況）

（現況）

（現況）

掲示板W500xH2000

Ｃ 面

Y7 Y6 Y5

4,000 4,000

3
,0

3
0

ピクチャーレール

36
0

67
0

1
0
0

1,
9
00

3
80

40
61

0
1
0
0

1,
9
00

3
,0

3
0

8,000

X1X2

Ｂ面

掲示板W5800xH900
平面黒板

W1200xH900

エアコン

整理棚 整理棚

1,
1
0
0

Ｄ 面

3
60

67
0

1
0
0

1,
9
0
0

3
,
03

0

8,000

X1 X2

80
0

1
,2

0
0

学習予定黒板
W800xH1200

掲示板
W650xH1200

2
,
60

0

Ａ 面

2,590

Y4

2,
6
00

1,
2
00

8
00

Ｄ 面

7,000

X3 X4

3
,0

3
0

Ａ 面

Y7Y6Y5

4,0004,000

掃除用具入撤去

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ
（ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ工事）

片引き戸撤去

片引き戸撤去 片引き戸撤去

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

掲示板W1500xH600
撤去

曲面黒板W4500xH1200
撤去

撤去

撤去

小便器脱着

1,
2
40

Ｃ 面

1,600

Y4X3X4

2
,
60

0

Ｂ 面

4
4
0

92
0

1,0504,0001,950

2
,
60

0

1,
9
0
0

60
1,

9
0
0

64
0

開き戸撤去

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

開き戸撤去

鏡脱着 鏡脱着

掃除用具入撤去

ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去

掲示板W7555xH700

掲示板W7555xH700

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ ｿﾌﾄ巾木H=100撤去

掃除用具入

教師用棚

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）
（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

ピクチャーレール

配膳台・ロッカー

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

※一部天井撤去（3階便器取替部）天井伏図参照

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

洋風便器（既設のまま）

児童用ロッカー

黒板W1200xH900
撤去

備品、建具の撤去範囲を示す

※衛生設備については、設備工事

A-39

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去
壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去 壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

小便器撤去



図面番号

A3 S=1:71

2階 配膳 室展 開図 　 S=1/50
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2,
6
5
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Ｄ 面

X1

Ｃ 面
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,
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0
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,
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3
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1
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0
0

8
00

1,7004,300

Ｂ 面

X1

2,800

Y5

2,
6
5
0

2階 男子 便所 展 開図 　 S=1/50

Ａ面

2階普 通教 室（ 東 ）展 開図 　 S=1/50

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ
（ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ工事）

展開図6(改修後) A2 S=1:50

片引き戸新設

掃除用具入新設
掃除用具入新設

ｿﾌﾄ巾木H=100新設

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り（改修後）

片引き戸新設

ｿﾌﾄ巾木H=100新設ｿﾌﾄ巾木H=100新設

1
,
20

0
8
3
0

X2X1

8,000

3
,
03

0

1
,9

0
0

10
0

6
70

3
60

Ｄ 面

2
,6

0
0

1
,2

0
0

8
0
0

Ｄ 面

7,000

X3 X4

片引き戸新設

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え ｿﾌﾄ巾木H=100新設

Ｃ 面

4,000 4,000

3
,0

3
0

36
0

67
0

1
0
0

1,
9
00

3
80
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61

0
1
0
0
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9
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3
,0

3
0

8,000

X1X2

Ｂ面

3
,0

3
0

Ａ 面

4,0004,000

掲示板W5800xH900
平面黒板

W1200xH900

エアコン

掲示板W7555xH700

整理棚：補修 整理棚：補修

掲示板W500xH2000

既設のまま

既設のまま

1,
1
0
0

新設

掃除用具入：補修配膳台・ロッカー：補修

現況天井：下地調整の上、EP塗り
現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り（改修後）

掲示板W7555xH700　既設のまま

（改修後）
2
,
6
00

Ａ 面

2,590

Y4

現況天井：下地調整の上、EP塗り　一部改修（3階便器取替部）

1
,2

4
0

Ｃ 面

1,600

Y4X3X4

2
,
6
00

Ｂ 面
44

0
9
20

1,0504,0001,950

2
,
6
00

1
,9

0
0

6
0

1
,9

0
0

6
40

ｽﾃﾝﾚｽ見切り復旧

OPEN

天井伏図参照

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え 既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え既存巾木：SOP塗替え既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

現況天井：下地調整の上、EP塗り

Y5 Y6 Y7

既設枠：SOP塗替え

Y7 Y6 Y5

既設枠：SOP塗替え

掲示板W1500xH630
新設

教師用棚：補修

スライド式平面黒板W4500xH1200

新設

既存木額縁：SOP塗替え

木見切り：40x80 SOP塗り

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洋風便器既設のまま

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

児童用ロッカー：補修

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

引戸錠取替
外鍵（MIWA SL75程度）

引戸錠取替
内鍵（MIWA SL75程度）

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

新設

電灯分電盤
（既設のまま）

ｶﾞﾗｽFL3

ピクチャーレール（既設のまま）

ピクチャーレール（既設のまま）

換気扇（既設のまま）

A-40

W1200xH900

阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま

既設のまま

学習予定黒板

新設
W1580xH1200

現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

壁・巾木：一部下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り



展開図7(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71

2階 女子 便所 展開 図　 S=1/50
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2階廊 下展 開図 　 S=1/50
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3階 手洗 い室 展開 図　 S=1/50
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（現況）

（現況）

（現況）
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Ａ面
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W1080xH900
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9
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0

帽子掛け 帽子掛け

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

和風便器撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

開き戸撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
開き戸撤去

開き戸撤去

間仕切り壁撤去（木下地共）
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9
0
0

Ｃ 面

2
,
65

0

Y5 Y4

4,000

人研

Ｂ 面

X2

2,000

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

室名ﾌﾟﾚｰﾄ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

6
5
0

450

2
,
65

0

6
50
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0 1,

9
0
0

75
0

1
70

6
5
0

1,235 605

1
70

Ｄ 面

2
,
65

0

X2

2,000

手洗い流し

6
50

17
0

片引き戸撤去

片引き戸撤去

片引き戸撤去

表示灯撤去
（設備工事）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（額縁共）

※一部天井撤去（3階便器取替部）天井伏図参照

和風便器（既設のまま） 和風便器（既設のまま）

備品、建具の撤去範囲を示す

※衛生設備については、設備工事

壁：半磁器質100角タイル

壁：半磁器質100角タイル

A-41

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

部分撤去

壁：半磁器質100角タイル部分撤去

部分撤去



図面番号

A3 S=1:71

2階 女子 便所 展開 図　 S=1/50
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2階廊 下展 開図 　 S=1/50
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3階 手洗 い室 展開 図　 S=1/50
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（改修後）

掲示板
W750xH1800

新設

帽子掛け：SOP塗替え 帽子掛け：SOP塗替え

壁：EP-G塗分け

（改修後）

壁：EP-G塗分け
壁：EP-G塗分け

片引き戸新設

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え
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ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

片引き戸新設

片引き戸新設

壁：EP-G塗分け

半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え
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Ｄ 面
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Ａ 面
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

1,
9
00

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洋風便器新設 ｽﾃﾝﾚｽ見切り復旧

OPEN

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

天井伏図参照

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

（改修後）現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り
現況天井：下地調整の上、EP塗り

展開図7(改修後) A2 S=1:50

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り　現況天井：下地調整の上、EP塗り

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え
既存手摺：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

現況天井：下地調整の上、EP塗り　一部改修（3階便器取替部）

既設枠：SOP塗替え

和風便器既設のまま 和風便器既設のまま

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

SOP塗り

下地処理の上、EP-G塗り

間仕切り壁新設
ALC板t=100

開き戸
新設

A-42

巾木新設：木製 H=100

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁・巾木：一部下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

既設のまま

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上

壁：一部下地処理の上



掲示板W7555xH700

掲示板W7555xH700

撤去

撤去
撤去

撤去
掲示板W1500xH600

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

ｶﾞﾗｽ撤去

（額縁共）
両開き戸撤去

掃除用具入

（額縁共）
両開き戸撤去

両開き戸撤去

片引き戸撤去

（ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ工事）
ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

片引き戸撤去

片引き戸撤去

W1125xH1200
掲示板

4,000 4,000

Ａ面
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,
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0

特 別支 援教 室展 開 図　 S=1/50

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

エアコン

W1200xH900
平面黒板

掲示板W5800xH900
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Ｃ面

掲示板W500xH2000

（現況）3階 普通 教室 （ 西） 展開 図　 S=1/50

動力分電盤 電灯分電盤
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（現況）

（現況）

掃除用具入
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Ａ 面
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4,000

3階配 膳室 展 開図 　 S=1/50

A3 S=1:71

図面番号

展開図8(現況) A2 S=1:50

Y1 Y2 Y3

Y3 Y2 Y1

ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去 ｿﾌﾄ巾木H=100撤去

W1200xH1200

行事予定黒板

掃除用具入

教師用棚

ピクチャーレール

配膳台・ロッカー

児童用ロッカー

児童用ロッカー

黒板W1200xH900
撤去

備品、建具の撤去範囲を示す
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阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:71

3階配 膳室 展 開図 　 S=1/50
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Ｂ 面

X1
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Y5
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Ａ 面

2
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80
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5

3階 普通 教室 （ 西） 展開 図　 S=1/50

X2X1

8,000

3
,
03

0

Ｄ 面

特 別支 援教 室展 開 図　 S=1/50

掲示板
W1125xH1200

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ
（ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ工事）

現況床：洗いの上、ﾜｯｸｽがけ　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り（改修後）

片引き戸新設

掃除用具入：補修

片引き戸新設

ｿﾌﾄ巾木H=100新設 ｿﾌﾄ巾木H=100新設

片引き戸新設

ｿﾌﾄ巾木H=100新設

1
00

6
1
0

掃除用具入：補修

（改修後）

（額縁共）

新設

掲示板W2400xH1200 黒板W2700xH1200
既存のまま

W1200xH1200
既存のまま

（額縁共）

展開図8(改修後) A2 S=1:50

引違い戸新設

引違い戸新設

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：SOP塗替え ｿﾌﾄ巾木H=100新設

動力分電盤

現況天井：下地調整の上、EP塗り

行事予定黒板

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り
現況天井：下地調整の上、EP塗り

（改修後）
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Ｂ 面
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Ａ 面

4,0004,000

掲示板W5800xH900
平面黒板

W1200xH900

エアコン

掲示板W7555xH700

既設のまま

既設のまま

Y1 Y2 Y3

配膳台・ロッカー：補修 掃除用具入：補修

Ｃ面

4,000 4,000

3
,
03

0

整理棚：補修 整理棚：補修

掲示板W500xH2000

1
,
10

0

新設

Y3 Y2 Y1

Ｄ面

3
60

6
70

10
0

1
,9

0
0

3
,
03

0

8,000

X1 X2

8
3
0

1
,
20

0

教師用棚：補修

掲示板W7555xH700　既設のまま

既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え 既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り
現況天井：下地調整の上、EP塗り

既設枠：SOP塗替え

既設枠：SOP塗替え

既設枠：SOP塗替え

掲示板W1500xH630
新設

スライド式平面黒板W4500xH1200

新設

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=4

児童用ロッカー：補修

児童用ロッカー：補修

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

換気扇（既設のまま）

（既設のまま）

電灯分電盤
（既設のまま）

開き戸新設

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

新設

既存巾木：SOP塗替え

引戸錠取替
外鍵（MIWA SL75程度）

引戸錠取替

ピクチャーレール（既設のまま）

ｶﾞﾗｽFL3

ピクチャーレール（既設のまま）

内鍵（MIWA SL75程度）

既設木額縁：SOP塗り

既設ﾗﾝﾏ

SOP塗り

A-44

W1200xH900

阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま 既設のまま
既設のまま

既設のまま

学習予定黒板
W1580xH1200

新設



ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去

展開図9(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71

3階男 子便 所展 開図 　 S=1/50

3階 女 子便 所展 開図 　 S=1/50

3階普 通 教室 （東 ）展 開 図　 S=1/50
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Ａ 面
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掲示板W1500xH600
撤去

撤去
撤去

撤去
OPEN

和風便器撤去小便器脱着

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

OPEN

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

和風便器撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ｽﾃﾝﾚｽ見切り脱着

掲示板W7555xH700

掲示板W7555xH700

掃除用具入

教師用棚

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共） （ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共） （ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

配膳台・ロッカー

ピクチャーレール

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

和風便器（既設のまま）

和風便器（既設のまま）

児童用ロッカー

備品、建具の撤去範囲を示す

※衛生設備については、設備工事

A-45

阿山小学校北校舎大規模改造工事

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去 壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去 壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

小便器撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

（ｻﾆﾀﾘｰ巾木ﾀｲﾙH=100共）

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去

壁:半磁器質ﾀｲﾙ100角部分撤去



（改修後）

図面番号

A3 S=1:71

3階男 子便 所展 開図 　 S=1/50

3階 女 子便 所展 開図 　 S=1/50

3階普 通 教室 （東 ）展 開 図　 S=1/50
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掲示板W5800xH900
平面黒板

W1200xH900

エアコン

掲示板W7555xH700

整理棚：補修 整理棚：補修

掲示板W500xH2000

既設のまま

既設のまま

1
,
10

0

新設

掃除用具入：補修配膳台・ロッカー：補修

現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁（柱・梁型共）：下地調整の上、EP-G塗り（改修後）
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0
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,
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0
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Ｄ 面

掲示板W7555xH700　既設のまま

現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

Ｃ面

Y5

1,410
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,
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0

2
,
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1,
5
40

Ｂ 面

X3X4

7,0001,410990
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,
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Ａ 面

60
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9
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

1,
9
0
0

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洋風便器新設

1,9501,050

Ｄ 面

X3 X4

2
,6

0
0

1
,
9
00

505 3,495

ｽﾃﾝﾚｽ見切り復旧

OPEN

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

現況床：洗い、一部改修ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角（便器取替部）

展開図9(改修後) A2 S=1:50

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え 既存ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え既存手摺：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

Y5 Y6 Y7

既設枠：SOP塗替え 既設枠：SOP塗替え

Y7 Y6 Y5

掲示板W1500xH630
新設

教師用棚：補修

スライド式平面黒板W4500xH1200
新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

洋風便器新設

木見切り：40x80 SOP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

和風便器既設のまま

和風便器既設のまま

壁面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えt=25 EP-G塗りを示す

児童用ロッカー：補修

引戸錠取替
外鍵（MIWA SL75程度）

引戸錠取替

ピクチャーレール（既設のまま）

ｶﾞﾗｽFL3

ピクチャーレール（既設のまま）

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

※衛生設備については、設備工事

内鍵（MIWA SL75程度）
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既設のまま

壁・巾木（ﾓﾙﾀﾙ）：一部下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り

学習予定黒板
W1580xH1200

新設

既設のまま

壁・巾木（ﾓﾙﾀﾙ）：一部下地処理+半磁器質ﾀｲﾙ100角接着貼り



展開図10(現況) A2 S=1:50

図面番号

A3 S=1:71

3階廊 下展 開図 　 S=1/50
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5
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,
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掲示板

消火栓

室名ﾌﾟﾚｰﾄ

端子盤

W1080xH900

帽子掛け 帽子掛け

設備ﾎﾞｯｸｽ

表示灯撤去
（設備工事）

両開き戸撤去

備品、建具の撤去範囲を示す
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図面番号

A3 S=1:71

3階廊 下展 開図 　 S=1/50
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Ｂ 面
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Ｄ 面
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掲示板
W1080xH900

（改修後）

展開図10(改修後) A2 S=1:50

掲示板
W750xH1800

新設

帽子掛け：SOP塗替え 帽子掛け：SOP塗替え

壁：EP-G塗分け

1
,9

0
0

10
0

6
10

4
0

端子盤

既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え 既存手摺：SOP塗替え
既存手摺：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え 既存額縁：SOP塗替え

既存額縁：SOP塗替え

既存手摺：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え 既存巾木：SOP塗替え

現況床：表面研磨の上、ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　現況壁：下地調整の上、EP-G塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

既設枠：SOP塗替え

設備ﾎﾞｯｸｽ（既設のまま）

（既設のまま）

室名ﾌﾟﾚｰﾄ（既設のまま）

開き戸新設

※既存塗替え部分は、下地調整を行うこと

既設木額縁：SOP塗り
既設ﾗﾝﾏ

SOP塗り
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既設のまま
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ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

Ａ

Ｂ

Ｃ

大平板t=6底目地張り EPローラー

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｅ

目地 目地

アルミ庇

見切り：鋼板

1階天 井伏 図（ 現 況） 　S=1/100

天井点検口450角

OHPｽｸﾘｰﾝ（ｽｸﾘｰﾝ）

地図掛け

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

5
0
5

3
,
4
95

PS

モルタル金コテ押え

ケイカル板t=6

天井撤去（LGS下地共）
天井点検口脱着

※特記なき限り下記とする。

PB t=9底目地張り EPローラー(梁型共）※破線内のみ有孔ボード

モルタル金コテ押え VP（梁型共）

1階天井伏図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

既設

コンクリート打放し（増打t=10）補修の上アクリルリシン吹付
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現況天井：下地調整の上、EP-G塗り（梁型共）

現況天井：下地調整の上、EP塗り（梁型共）

現況天井：既存のまま

※特記なき限り下記とする。

現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

1階天 井 伏図 （改 修後 ）　 S=1/100
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地図掛け

Ｆ

5
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3
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天井点検口復旧

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

図面番号

A3 S=1:141

1階天井伏図(改修後) A2 S=1:100

天井新設：PB t=9.5　底目地張り EP塗り（LGS下地共）

見切り：鋼板

既設

現況天井：高圧水洗の上、可とう形外装薄塗材E（弾性リシン）吹付

点検口450角
新設

点検口450角
新設
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ｱﾙﾐ庇900x4000 新設

ｱﾙﾌｨﾝ AD1 N (同等品)

天井点検口450角：既存まま 天井点検口450角:新設
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2階天井伏図(現況) A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141
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2階天 井伏 図（ 現 況） 　S=1/100
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地図掛け
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工事対象外
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Ａ
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Ｃ

大平板t=6底目地張り EPローラー

天井点検口450角

Ｄ

Ｅ

Ｆ

モルタル金コテ押え

ケイカル板t=6

※特記なき限り下記とする。

PB t=9底目地張り EPローラー(梁型共）※破線内のみ有孔ボード

モルタル金コテ押え VP（梁型共）

吹抜け

天井撤去（LGS下地共）
天井点検口脱着

天井撤去（LGS下地共）
天井点検口脱着

コンクリート打放し（増打t=10）補修の上アクリルリシン吹付

A-51

阿山小学校北校舎大規模改造工事

Ａ

天井撤去（LGS下地共）
天井点検口脱着



図面番号

A3 S=1:141
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地図掛け
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工事対象外

工事対象外

吹抜け

2階天 井 伏図 （改 修後 ）　 S=1/100

2階天井伏図(改修後) A2 S=1:100

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

天井点検口450角：既存まま

※特記なき限り下記とする。

現況天井：既存のまま

現況天井：下地調整の上、EP塗り（梁型共）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

天井点検口復旧

天井新設：PB t=9.5　底目地張り EP塗り（LGS下地共）

天井新設：PB t=9.5　底目地張り EP塗り（LGS下地共）

現況天井：下地調整の上、EP-G塗り（梁型共）

現況天井：高圧水洗の上、可とう形外装薄塗材E（弾性リシン）吹付

Ｂ

天井点検口450角
新設

天井点検口450角
新設
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天井撤去（LGS下地共）
天井点検口脱着



3階天井伏図(現況) A2 S=1:100
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3

7
,0

0
0

2
,
00

0
8,

0
00

17
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

1,
0
00

6
00

マンホール

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｅ Ｅ

目地 目地

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｅ

目地

Ｅ

目地

Ｅ

Ｅ Ｅ
Ａ

ＡＡ
Ｅ

Ｅ

1,600 990 1,410

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

1
,9

5
0

1,
0
50

600

3階天 井伏 図（ 現 況） 　S=1/100

点検口
ﾀﾞﾑｳｪｰﾀ-

OHPｽｸﾘｰﾝ（ｽｸﾘｰﾝ）

地図掛け

OHPｽｸﾘｰﾝ（ｽｸﾘｰﾝ）

地図掛け

目地

7
00

PS 5
0
5

3
,
4
95

Ａ

Ｂ

Ｃ

大平板t=6底目地張り EPローラー

天井点検口450角

Ｄ

Ｅ

Ｆ

モルタル金コテ押え

ケイカル板t=6

※特記なき限り下記とする。

PB t=9底目地張り EPローラー(梁型共）※破線内のみ有孔ボード

モルタル金コテ押え VP（梁型共）

コンクリート打放し（増打t=10）補修の上アクリルリシン吹付
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図面番号

A3 S=1:141

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

梁型 梁型 梁型

1
,
7
00

2
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

1,200 2,800

6
,0

0
0

梁型 梁型梁型

落込み天井1000x1000

梁型梁型

8,
0
00

2
,
00

0
7
,0

0
0

1,
0
00

17
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

7
,0

0
0

2
,
00

0
8,

0
00

17
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

1,
0
00

6
00

マンホール

Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ｅ Ｅ

目地 目地

ＡＡ

Ａ

Ｅ

目地

Ｅ

目地

Ｅ

Ｅ Ｅ

ＡＡ
Ｅ

Ｅ

1,600 990 1,410

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

1
,9

5
0

1,
0
50

600

点検口
ﾀﾞﾑｳｪｰﾀ-

OHPｽｸﾘｰﾝ（ｽｸﾘｰﾝ）

地図掛け

OHPｽｸﾘｰﾝ（ｽｸﾘｰﾝ）

地図掛け

目地

7
00

PS 5
0
5

3
,
4
95

3階天 井 伏図 （改 修後 ）　 S=1/100

3階天井伏図(改修後) A2 S=1:100

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ 現況天井：下地調整の上、EP塗り

天井点検口450角：既存まま

※特記なき限り下記とする。

現況天井：既存のまま

現況天井：下地調整の上、EP塗り（梁型共）

Ｃ

現況天井：下地調整の上、EP塗り

現況天井：下地調整の上、EP塗り

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
下地調整の上SOP塗替え

現況天井：高圧水洗の上、可とう形外装薄塗材E（弾性リシン）吹付

天井点検口450角
新設

Ｂ

新設
天井点検口450角

1,600

下地調整の上SOP塗替え
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

天井点検口450角
新設
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天井点検口450角:新設
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見込

場所

型式

仕上

金物

硝子

場所

型式

仕上

金物

硝子

場所

型式

仕上

金物

硝子

場所

型式

仕上

金物

硝子

記号 合計 記号 合計 記号 合計 記号 合計

場所

型式

仕上

金物

硝子

場所

型式

仕上

金物

硝子

記号 合計 記号 合計

見込

場所

型式

仕上

金物

硝子

場所

型式

仕上

金物

硝子

記号 合計 記号 合計

場所

型式

仕上

金物

硝子

記号 合計

図面番号

見込

A3 S=1:71

ポリ合板フラッシュ

1
WD
1

1F配膳室

両引きドア　扉見込40

新設金物：船底引手（ｽﾃﾝﾚｽ）、鎌錠、ﾌﾗﾝｽ落し

既設金物：ﾚｰﾙ、沓ｽﾞﾘ（ｽﾃﾝﾚｽ）、枠：ｽﾃﾝﾚｽ

450

1,400

3
0
0

1
,
9
0
0

▽FL

引込部引込部

木製ｶﾞﾗﾘ SOP塗り

WD

2F,3F配膳室

2枚片引きドア　扉見込40

2

新設金物：船底引手（ｽﾃﾝﾚｽ）、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾌﾗﾝｽ落し

既設金物：ﾚｰﾙ、沓ｽﾞﾘ（ｽﾃﾝﾚｽ）、枠：ｽﾃﾝﾚｽ

1
WD
3

2F倉庫

片開きドア　扉見込40

1
,
9
0
0

▽FL

木製ｶﾞﾗﾘ SOP塗り

錠付き握玉ｽﾃﾝﾚｽ、丁番、戸当たり

ポリ合板フラッシュ ポリ合板フラッシュ

3
0
0

TB
1

3

トイレブース　扉見込み40

扉：ポリ合板フラッシュ　エッジ：アルミ

男子便所

（参考平面）

6
0
0

1
0
0

8
1
5

4
0

9
0
0

40 900

2
4
0

3
5
5

6
0
0

10
0

1
1
5

40 1,250

展開方向

A

D B

C

40 1,250

6
0

1
,
8
1
5

2
5

1
,
9
0
0

100 600 240115 600 100

6
0

1
,
8
1
5

2
5

1
,
9
0
0

A面 B面

グラビティーヒンジ、表示付きスライドラッチ、戸当り、巾木:アジャスターサポート、笠木
1
,
9
0
0 引込部

▽FL

1,400

3
0
0

450

木製ｶﾞﾗﾘ SOP塗り

800

500

扉：ポリ合板フラッシュ　エッジ：アルミ

トイレブース　扉見込み40

3
TB
2

女子便所

グラビティーヒンジ、表示付きスライドラッチ（トイレ）　引手（掃除用具流し）、戸当り、巾木:アジャスターサポート、笠木　

展開方向

A

D B

C

900 40

6
8
0

4
0

1
,
2
8
0

4
0

1
,
2
8
5

1
0
0

5
5
0

6
7
0

6
0
0

2
0
0

6
0
0

6
0
5

6
0

1
,
8
1
5

2
5

1
,
9
0
0

100 550 670 600 200 600 605

6
0

1
,
8
1
5

2
5

1
,
9
0
0

40900

A面 D面

（参考平面）

TB
3

トイレブース　扉見込み40

扉：ポリ合板フラッシュ　エッジ：アルミ

3

女子便所

グラビティーヒンジ、表示付きスライドラッチ、戸当り、巾木:アジャスターサポート、笠木

展開方向

A

D B

C

9
0
0

4
0

100 600 490

6
0

1
,
8
1
5

2
5

1
,
9
0
0

100 600 490

A面

（参考平面）

1

3F特別支援教室

FL3

1
,
9
0
0

▽FL

WD
4

両開き戸　　扉見込み40

建具表 A2 S=1:50

2

1,600

錠付き握玉ｽﾃﾝﾚｽ、丁番、戸当たり、フランス落し

ポリ合板フラッシュ
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図面番号

下足箱 2台 W5100xH1630xD265昇降口 教師用棚 5台 W1500xH1400xD450(350)普通教室

W1670xH760xD22010台整理棚普通教室

耐水ラワン合板フラッシュ CL

ラワンベニヤ CL

13
0
30

2
1
5

30
21

5
3
0

2
15

30
21

5
3
0

2
15

3
0

2
1
5

30

1
,
63

0

239.25 9 239.25 9 239.25 9 239.25

30 984 30 984 30 984 30 984 30 984 30

5,100

239.25 9 239.25 9 239.25 9 239.25 239.25 9 239.25 9 239.25 9 239.25 239.25 9 239.25 9 239.25 9 239.25 239.25 9 239.25 9 239.25 9 239.25

背板：合板t=5.5

13
0
30

2
1
5

30
21

5
3
0

2
15

30
21

5
3
0

2
15

3
0

2
1
5

30

1
,
63

0

265

掲示板枠

290

350

30 420

450

1
0
02
8

6
44

3
0
0

25
20

7
40

8
00

6
00

1,
4
00

台輪SOP

1
0
02
8

6
44

3
0
0

25
20

7
40

8
00

6
00

1,
4
00

25 712.5 25 712.5 25

1,500

5台配膳台・ロッカー W3355xH900xD460普通教室

330

30 790 30 790 30

1,670

10
03
0

28
5

30
2
85

3
0

7
60

220

天板：メラミン化粧板貼り

10
03
0

28
5

30
2
85

3
0

7
60

10
02
8

7
2
2

2
8

9
00

22

460

天板：メラミン化粧板貼り

28 1,635.5 28 1,635.5 28

3,355

10
02
8

7
2
2

2
8

9
00

22

330

舟底引手：ステンレス

A3 S=1:28

2
8
2828

2
8

台輪SOP

台輪SOP

補修箇所 補修箇所

１階（東）：

２階（西）：

２階（東）：

３階（西）：

３階（東）：

補修箇所

１階（東）：

２階（西）：

２階（東）：

３階（西）：

３階（東）：

補修箇所

１階（東）：

２階（西）：

２階（東）：

３階（西）：

３階（東）：

ポリ合板フラッシュ

引違戸：ポリ合板フラッシュ

引違戸：ポリ合板フラッシュ 引違戸：ポリ合板フラッシュ

ポリ合板フラッシュ

家具詳細図1 A2 S=1:20

西側 : 仕切板 2ｹ所 取替

天板部： メラミン増貼． 正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右左） ： メラミン増貼天板部： メラミ ン増貼．正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右） ： メラミン増貼

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 左） ： メラミン増貼
天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミ ン貼替．側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 4枚再製作

正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 2枚再製作

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミ ン貼替．側部（ 右） ： メラミン増貼． 下段部： メラミン増貼（ 2ｹ所）

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 左） ： メラミン増貼．下段部： メラミン増貼（ 2ｹ所）

天板部： メラミ ン増貼．正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 4枚再製作

正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右左） ： メラミ ン増貼．扉： 2枚再製作

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 左） ： メラミン増貼．下段部： メラミン増貼（ 2ｹ所）

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 4枚再製作．棚板： 1枚再製作

正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右左） ： メラミ ン増貼．扉： 2枚再製作

天板部： メラミ ン増貼．正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右） ： メラミン増貼

天板部： メラミ ン増貼．正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 左） ： メラミン増貼

天板部： メラミン増貼． 正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 4枚再製作

天板部： 無．正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右左） ： メラミン増貼．扉： 2枚再製作

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミン増貼．下段部： メラミ ン増貼（ 2ｹ所）

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 左） ： メラミン増貼．下段部： メラミン増貼（ 2ｹ所）

東側 : 仕切板は既設のまま
天板､側板､正面小口(仕切板除く･内部除く)下地調整の上､SOP塗替え 正面小口部： メラミン貼替
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台輪SOP

天板部： メラミン増貼．正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミン増貼．下段部： メラミン増貼（ 2ｹ所） ．背板部： メラミ ン増貼（ 1ヶ所)
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図面番号

普通教室 W450xH1800xD450掃除用具入

児童用ロッカー 5台 W6500xH1060xD450普通教室

天板：メラミン化粧合板フラッシュ(新設)

1
0
02
5

2
8
5

2
5

28
5

25
2
85

3
0

1
,
06

0

25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25 437.5 25

6,500

引手：ステンレス

10
0

1
,6

6
0

4
0

1,
8
00

2
5

棚板t=12

雑巾掛6本

350

450

30 420

3方x4=12箇所
用具掛

ステンレス

カラー鉄板受皿

10
0

1
,6

6
0

4
0

1,
8
00

2
5

特別支援室 ロッカー 1台 W1800xH700xD440x6

2
5

3
14

.5
21

3
14

.5
31

4
.5

21
31

4.
5

2
5

7
00

70
0

1
,
40

0

2
5
2
5

25 569.33 21 569.33 21 569.33

1,800 1,800 1,800

5,400

569.33 21 569.33 21 569.33 569.33 21 569.33 21 569.33 252525 2525

2
5

3
14

.5
21

3
14

.5
31

4
.5

21
31

4.
5

2
5

7
00

70
0

1
,
40

0

2
5
2
5

440

A3 S=1:28

掲示板枠

420

450

30 450

1
0
02
5

2
8
5

2
5

28
5

25
2
85

3
0

1
,
06

0

台輪SOP

450

25 400 25

9台

台輪SOP

補修箇所

３階（東）：

１階（東）：

２階（西）：

２階（東）：

３階（西）：

補修箇所

3階（東）：

3階配膳室：

3階（西）：

1階（東）：

2階（西）：

1階配膳室：

2階配膳室：

ポリ合板フラッシュ

開戸：ポリ合板フラッシュ

木製

家具詳細図2 A2 S=1:20

正面小口部： メラミン貼替

天板部： メラミ ン化粧合板フラッシュ． 正面小口部： メラミン貼替

正面小口部： メラミ ン貼替．側部（ 右） ： メラミ ン増貼．扉小口部： メラミン貼替

正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミ ン増貼

天板部： メラミン化粧合板フラッシュ．正面小口部： メラミ ン貼替．背板部： メラミン増貼（ 8ｹ所） ．下段部： メラﾐﾝ増貼(14ヶ所)

正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミン増貼．扉： 再製作

再製作（ 1台）

正面小口部： メラミン貼替． 側部（ 右） ： メラミン増貼

正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミ ン増貼

天板部： メラミン化粧合板フラッシュ．正面小口部： メラミ ン貼替

正面小口部： メラミン貼替．側部（ 右） ： メラミン増貼

3階特別支援教室:正面小口部： 無．側部（ 右） ： 無．扉： 再製作

天板部： メラミン化粧合板フラッシュ． 正面小口部： メラミン貼替． 背板部： メラミン増貼（ 8ｹ所） ．下段部： メラﾐﾝ増貼(14ヶ所)

天板部： メラミ ン化粧合板フラッシュ．正面小口部： メラミン貼替．背板部： メラミ ン増貼（ 3ｹ所） ． 下段部： メラﾐﾝ増貼(14ヶ所)

2階（東）：

補修箇所

全面、下地調整の上、SOP塗替え

2
5

55
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柱撤去、A.BOLT切断撤去

柱撤去、A.BOLT切断撤去

2 3

図面番号

1
,
01

0

X3

4,000

Y5

1,870 240

（廊下）

現況　平面詳細図　S=1/50

（女子便所）

（女子便所）

1,870 240

2
,
40

0

2
,
7
60

Y6

Y5

1
4
0

93
0

腰パネル脱着

240

2
,
7
60

腰パネル脱着

（木笠木、C型構枠、木下地共）

（木枠、押縁共）

6
0

（木笠木、C型構枠、木下地共）
腰パネル脱着

既存部材リスト

□-60ｘ60
柱

母屋

垂木

C-60x30x10x2.3

C-60x30x10x2.3（垂木受け：L-60x30)

腰パネル脱着
（木枠、押縁共）

1,860

2
,
40

0

1
,8

6
0

1 2 3

1 2 3 2 3

現況　矩計図（B通り）　S=1/50 現況　矩計図（A通り）　S=1/50

B A

BPL-4x210x100 A.BOLT 2-M12 Wﾅｯﾄ締め、ｷｬｯﾌﾟ付き

木下地GL+140切断撤去

（廊下）

1-M12撤去

2-M12撤去

目荒らし部分

3
00

3
0
0

30
0

3
00

250 250

X3

4,000

Y5 （廊下）

（女子便所）

（女子便所）

Y6

Y5

1
,8

6
0

1

改修後　平面詳細図　S=1/50

改修後　矩計図（B通り）　S=1/50 改修後　矩計図（A通り）　S=1/50

1

B
A

B
A

改修後　矩計図（1通り）　S=1/50現況　矩計図（1通り）　S=1/50

渡り廊下改修図(現況・改修後) A2 S=1:50,1:20

A3 S=1:71,1:28

※柱1本に対してコーナーガード（エンドキャップ共）　2個設置

SUS丸環取付

A-58

窓下へｶﾞｰﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ取付

SUS丸環取付
※取付場所､打合せの事

2402,560

240

（木笠木、C型構枠、木下地共）
腰パネル復旧

31
0

9
30

31
0

1
,0

1
0

1,860

B A

（廊下）

腰パネル復旧
（木枠、押縁共）

3
,
2
00 3
,3

3
0

10
0.5

屋根：水切新設

新規2-M12

屋根：水切新設
母屋追加　C-60ｘ30ｘ10ｘ2.3　1本

柱新設　□P-60ｘ60ｘ2.3

300

300

300

300

3
,3

3
0

コンクリートハツリｔ50
コンクリート復旧ｔ5

2 3

4 5

4 5 4 5

2,560

垂木新設C-60x30x10x2.3

屋根：ﾄﾀﾝ新設ｔ＝0.19

屋根：ﾄﾀﾝ新設ｔ＝0.19

柱新設　□P-60ｘ60ｘ2.3

3
,
20

0

※取付場所､打合せの事

※取付場所､打合せの事

※取付場所､打合せの事
窓下へｶﾞｰﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰ取付

屋根：ﾄﾀﾝ撤去 屋根：ﾄﾀﾝ撤去

柱撤去、A.BOLT切断撤去

柱撤去、A.BOLT既存のまま

柱撤去、A.BOLT既存のまま

柱撤去、A.BOLT既存のまま

屋根：ﾄﾀﾝ撤去

柱撤去、A.BOLT切断撤去

柱撤去移設、A.BOLT切断撤去

柱撤去移設、A.BOLT切断撤去

柱撤去移設、A.BOLT切断撤去

250

A

75
7
5 2
1
0

3
0

3
0

アンカーボルト2M12

（ケミカルアンカー）

B.PL-4.5

A部　詳細図
100

50 50

垂木新設　C-60ｘ30ｘ10ｘ2.3

G.PL-4.0　BOLT 2-M12

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141

床伏図 A2 S=1:100

昇降口

倉庫

階段

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

1
7
,0

0
0

X4

X3

X2

X1

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
0
0

Ｎ

便所

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

PS

廊下

床伏図　S=1/100

900

9
00

2,
70

0

900

女子
便所

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角
ﾓﾙﾀﾙ下地
土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150
防湿ｼｰﾄt=0.2

均しﾓﾙﾀﾙt=20
割栗石t=150

撤去

床カッター入れを示す

現況 改修後

1,
90

0 90
0

1
,0

00

ﾓﾙﾀﾙ下地
土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150
防湿ｼｰﾄt=0.2
均しﾓﾙﾀﾙt=20
割栗石t=150

撤去

現況

ﾓﾙﾀﾙ下地

防湿ｼｰﾄt=0.2

改修後

割栗石t=150

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.3 床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.3

15
0

1
50

50

割栗石t=150

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角

15
0

1
50

5
0

割栗石t=150

ﾓﾙﾀﾙ下地
床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.3

＋７０

8,
0
0
0

2
,
00

0
7
,
00

0

1
7
,0

0
0

X1

X2

X3

X4

表層：再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（再生粗粒）t=50
路盤：再生粒度調整砕石 RM-40 t=150

撤去

表層：再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（再生粗粒）t=50

路盤：再生粒度調整砕石 RM-40 t=150

改修後

設備工事後復旧

15
0

表層：再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（再生粗粒）t=50

路盤：再生粒度調整砕石 RM-40 t=150

50

埋戻（設備工事）

埋戻（設備工事）

埋戻（設備工事）

A-59

現況:参考

防湿ｼｰﾄt=0.2

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150
鉄筋D13-@200ﾀﾃﾖｺ

防湿ｼｰﾄt=0.2

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150
鉄筋D13@200ﾀﾃﾖｺ

割栗石t=150

床：磁器質ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ25角

防湿ｼｰﾄt=0.2

ﾀｲﾙ下地

ﾀｲﾙ下地

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150(鉄筋入り) 設備工事後復旧

改修後 断面図

土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ=150(鉄筋入り) 設備工事後復旧

改修後 断面図

阿山小学校北校舎大規模改造工事

700 2,600

3,300

配膳室



黒板･掲示板詳細図 A2 S = NS

図面番号

A3 S = NS

Scale- = NSＢ-１ Rピア枠 パンライト付 UDスライダ－ スチ－ルグレ－　暗線入　平面黒板　ピクチャ－レ－ル付

縦断面図

@900以内

溶融亜鉛メッキ

（樹脂）

@900以内

溶融亜鉛メッキ

1

横断面図
（樹脂）

黒板芯

（樹脂）

平面黒板

アルミ粉受

uコーナーキャップ　詳細図

（樹脂）

Scale = NSアルミ枠　スチールグレー　連絡黒板Ｂ-2

Ｂ－３

アルミ枠

コ－ナ－キャップ

コ－ナ－キャップ

3.2×30　Ｌ-28×60

アルミ粉受け

粉受キャップ

粉受キャップ

アルミ枠

3.2×30　Ｌ-70×70

2020

35 35

12
00

25
20

102.5 30

36

30
10

2.
5

（注意）

１．黒板工事範囲は、＊Ａ部電源接続端子台及び＊Ｂ部

３．壁面スイッチ設置関係についても電気工事とする。

＊Ａ部電源接続端子台

パナソニックＷＪ３０００（ブランチボックス）

蛍光灯（Ｈｆ５０Ｗ２灯タイプ）
パナソニックＦＨＦ５０ＥＸ－Ｎ

２．＊Ａ部端子台と＊Ｂ部アース端子への配線工事は
電気工事とする。

＊Ｂ部アース端子
Ｍ4×16（歯付座金付）

　　アース端子までとする。
6-M10アンカー止め

100

取付ピッチ　2445
2480

UDメカ W 2400

（UDエコメカ）
BOX

粉落し穴 φ24 アルミ粉受アーム（アルミ：35×16）

壁仕上面

6-M10 アンカー止め
ダブルナット止め

電源BOX

配線ケーブル

平面黒板

チョークBOX（アルミ）
ブレーキ操作ハンドル

電源BOX

6-M10 アンカー止め

配線ケーブル

UDエコメカ

エコパンライト

壁仕上面

FL+2349（最上限）

FL+676（最下限）

FL+1215

FL+1785

AC100V黒板照明用スイッチ

U※ 電気工事

ダブルナット止め

アルミ枠（フック付）

アーム（アルミ：35×16）

2Pコンセント（Ｅ）付
AC100V

粉受キャップ

アールピア枠
（ソフトエッジ）

エンドキャップ（樹脂） アールピア枠
（ソフトエッジ）

（樹脂）

（UDエコメカ）

ブレーキ操作ハンドルチョークBOX（アルミ）

アールピア枠 平面黒板

アルミ枠

アールピア枠
（ソフトエッジ）

アールピア枠

（ソフトエッジ）

フック付

アールピア枠
（ソフトエッジ）電源

（壁面固定）

2
0

20

2

3

4

5

6

家 庭 学 習 れ　ん　ら　く

時限 教科 学　習　内　容 じゅんび物

月　　日　　曜　学習予定

週目標

月目標

当番氏名

FL

アルミ枠　掲示板

掲示板

（原則として＠950以内）

コーナーキャップ（樹脂）

掲示板

コ－ナ－キャップ（樹脂） アルミ枠

3.2×30. L-30×60（上下）

コーナーキャップ　詳細図

コーナーキャップ（樹脂）

アルミ枠

コ－ナ－キャップ（樹脂）

アルミ枠

コーナーキャップ　詳細図

コーナーキャップ（樹脂）

FL

既設掲示板（現状のまま）

既設掲示板（張り替え）

既設掲示板

エンビ押縁

エンビ押縁

既設木枠 SOP塗り

HW

30
H

30

30

30

5.5

W30

5
.5

（610）8981798 1798

R50

100

UD
メ

カ
h

57
0

W 4500

粉受W　4300

取付ピッチ　2445

ピクチャーレールW 4300

47
3（

移
動

量
）100

100

H
12

00
（

14
3）

（
15

0）

（237）

85
15

0
25

0
85

Ｕ
Ｄ

メ
カ

　
h5

70

450 900

エコパンライト L=4494

900
65

900 900 450

H

20

2
0

W

W

20 20

30

H

20

FL
マ

デ

305

20

36.5

30

Ｂ-４

取り替え （建築工事）下地ベニヤ含む
掲示板張り替え

取り替え

（ベニヤ共）
掲示板張り替え

ベニヤ　５．５ｔ　含む

横断面図

展開図
縦断面図

横断面図

展開図
縦断面図

縦断面図

横断面図

展開図

Scale = NSScale = NS

既設木枠 SOP塗り

（建築工事）

A-60

アルミ枠ニューマキシラン貼り同等品　掲示板 既設　掲示板ニューマキシラン同等品　張り替え

阿山小学校北校舎大規模改造工事

展開図

Ｈ
　

12
00

Ｗ　1580

Ｗ　1580

平面黒板



小荷物専用昇降機詳細図1 A2 S=1:20

図面番号

A3 S=1:28

A-61

W730xH1030

昇降路内法

1340

昇
降

路
内

法

15
10

出し入れ口巾

900

2
0

制御盤

受電盤

▽床仕上面

1
45

25

出し入れ口巾

900 25

580615145

66
0

85
0

400 130
出

し
入

れ
口

高
さ

12
60

か
ご

室
内

法

1
10

0
9
0

枠
巾 ※

310

かご室内法

900 130

（
相

じ
ゃ

く
り

）

難燃性ゴム

出入り口扉取っ手

1
8

2530

2
1
5

８ｍｍｘ２本　１：１ロ－ピング

Ｗ９００ｘＤ１１００ｘＨ１２００

既設流用（ステンレスカバーリング）

※積み過ぎ警報装置付（オートアナウンス付）

インバータ異常検知

機　　　　　種

インバ－タ速度制御方式制　御　方　式

積　載　質　量

速　　　　　度

電　　　　　源 ３相　２００Ｖ

モ　－　ト　ル

停　止　個　所

巻　　上　　機

ツ　　ナ　　車 直径３２０ｍｍ

直径２３０ｍｍソ　ラ　セ　車

ワイヤ－ロ－プ

か　ご　内　法

４０％　ＢＡＬＡＮＣＥ（既設流用）お　　も　　り

出し入れ口戸閉方式

かご　戸閉方式

操　作　方　式

小荷物専用昇降機仕様要項

二枚戸上下開き式（手動式）

相互階制御方式

１．５ｋＷ　６Ｐ

二枚戸上下開き式（電動式）

１・３ＦＬ　計３個所

ＲＭＧ－３６１

三　　方　　枠

出し入れ口　扉

か　ご　室　壁

かご室　天　井

か　ご　室　床

小荷物専用昇降機意匠仕様

床用縞鋼鈑塗装仕上（ＮＯ．６０２）

敷　　　　　居

操　 作　 盤

イ ン タ ー ホ ン プラスチックプレート　操作盤一体式　ハンズフリー通話方式

プラスチックプレート　インターホン一体式　デジタル表示

３００ｋｇ

２０ｍ／ｍｉｎ

レ　　ー　　ル

か　ご　室　扉

鋼鈑塗装仕上（ＮＯ．６０１）アイボリー系

※出し入れ口扉・かご扉の同時開閉付

※ハンズフリーインターホン　
※デジタル表示（階床・上昇・下降・エラーコード）

※到着予告アナウンス（到着チャイム）

※自動省エネモード

安全装置

ロック装置（出し入れ口の戸）

電磁ブレーキ（巻上機）ゲートスイッチ（かごの戸）

操作盤非常停止ボタン
終端スイッチ
（かご行過ぎ制限スイッチ）

かご昇降時間管制（ＡＳＴ）

強制開離機構付ドアスイッチ

インバータ緊急出力遮断

（出し入れ口の戸）

巻上機ロープ外れ止め

積載注意名板

衝突受（かご・おもり）

戸開放防止警報装置
（オートアナウンス付）

BG
7
50

4
75

2
85

Ｔ型成形レール（既設流用）

（ステンレスカバーリング）

（ステンレスカバーリング）

音量 終話 通話 呼出

停止

戸締確認 使用中
１ ２

１ ２

３

３

90

1430

30
0

※但し、オモリ側レール※ガイドシューのみ
取替とする 取替とする

昇降路内法

1375

昇
降

路
内

法

1
34

0

出し入れ口巾

900

2
0

595615165

66
0

6
80

400 145

か
ご

室
内

法

1
10

0
9
0

枠
巾 ※

330

かご室内法

900 145

BG
7
50

4
75

2
85

（ステンレスカバーリング）

70

1445

1
30

※但し、オモリ側レール※ガイドシューのみ
取替とする 取替とする

17
0

15
10

昇降路内法

1445

昇
降

路
内

法

15
10

595615235

66
0

85
0

点
検

口
取

付
高

さ

2
35

0

Ｃ
．

Ｈ

26
6
0

▽床仕上面

1
20

出し入れ口巾

900

出
し

入
れ

口
高

さ

12
60

※本図は枠廻りとする

既設流用（ステンレスカバーリング）

鋼鈑塗装仕上（ＮＯ．６０１）アイボリー系

鋼鈑塗装仕上（ＮＯ．６０１）アイボリー系

鋼鈑塗装仕上（ＮＯ．６０１）アイボリー系

※本図は３Ｆを示す

動力電源線サイズ別最大引込長（ｍ）

３．５ｍｍ ５．５ｍｍ ８．０ｍｍ （ｍｍ ）

最小サイズ

接地線

ｋＪ／ｈ

発熱量

機械室

２２２２２

電源トランス

容量

ＫＶＡ 定格Ａ

ＮＦＢ

電源側

２．０ｍｍ

電源設備

１７６２２．０１１６８０５１２９１５３．０

機械室点検口

防火戸・施錠付

＜既設流用＞

動力用電源引込位置

三相200V1.5kW

第D種接地線引込

入力線は下側

＜既設流用＞

操 作 盤

インターホン

※小荷物専用昇降機出し入れ口扉は、ＪＥＡＳ－２０７

　Ａ（標改１０－０２）に定める構造として０．８ｍｍ

　以上の鋼板製とし、戸当たり部分を難燃性ゴムを用

　いて相じゃくりとすれば、すき間のない構造として

　平１２建告第１３６０号による遮炎・遮煙性能を有

　する防火設備、および１．５ｍｍ以上の鋼板で同様

　の構造とすれば、同告示第１３６９号による特定防

　火設備とみなされる。

5kN吊りフック

＜既設流用＞

改修後出し入れ口正面図Ｓ＝１：２０

１Ｆ昇降路平面図Ｓ＝１：２０

戸当たり部詳細図Ｓ＝１：２

3FL+2250 機械室平面図Ｓ＝１：２０

省エネモード

復帰ボタン

電源キースイッチ（１Ｆのみ）

（パーキング機能付）

省エネモード

復帰指示ステッカー

機械室点検用

100Vコンセント

＜既設流用＞

レール

＜既設流用＞
オモリ

＜既設流用＞

機械室床：縞板張り（前面）

＜既設流用＞

三方枠・敷居

＜既設流用＞

三方枠・敷居

＜既設流用＞ マシンビーム

＜既設流用＞

デジタル表示

・階床表示

・上昇表示

・下降表示

・エラーコード表示

各階操作盤詳細図

２，３Ｆ昇降路平面図Ｓ＝１：２０

レール

＜既設流用＞
オモリ

＜既設流用＞

三方枠・敷居

＜既設流用＞

機械室床：縞板張り（背面）

＜リフト工事＞

枠廻りコーキング

＜建築工事＞

機械室点検口

防火戸・施錠付

W730xH1030

＜既設流用＞
既設インターホン撤去

※撤去後のビス穴壁補修

　塗装は別途建築工事

改修前出し入れ口正面図Ｓ＝１：２０

三方枠・敷居

＜既設流用＞

壁掛け式インターホン

＜リフト工事にて撤去＞

ＲＬ－３００Ｓ－２０Ｇ３　　同等品

阿山小学校北校舎大規模改造工事



小荷物専用昇降機詳細図2 A2 S=1:30

図面番号

A-62

A3 S=1:42

釣合おもり

受電盤

▽
1F

L

▽
3F

L

S

昇降路全高

10150

昇降行程

7200

ピット深さ

700

O.H

2250

M/R高さ

1180

3550

C.H

2660

階高

3600

1
51

0

出し入れ口高さ

1260

T.C

682
かご室高さ

1200

▽
GL

300

出し入れ口高さ

1260

▽
2F

L

階高

3600

出し入れ口高さ

1260

C.H

2500

C.H

2645

点検口取付高さ

2350

▽
RS

L

上げ天井工事

＜既設流用＞

煙感知器

＜既設流用＞

昇降路縦断面図Ｓ＝１：３０

5kN吊りフック

＜既設流用＞

機械室点検用

100Vコンセント

＜既設流用＞

機械室点検口

防火戸・施錠付

W730xH1030

＜既設流用＞

マシンビーム

＜既設流用＞

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

電気設備
特記仕様書

工事範囲

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（　　　　）

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

ＬＥＤ器具をを優先とする。

工事範囲 配管 配線電
灯
設
備

電気方式　種別 単相３線式（２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （　　　　　）Ｖ）

機器取付 ポール灯基礎工事

動
力
設
備

工事範囲

制御方式

手元開閉器

警報盤

鉄箱

動力機器の試運転調整　　

遠方操作盤 現場盤による操作 中央監視盤による操作

樹脂製 Ａメーター付（３Ｐノミ）

配管 配線 機器取付

電気方式　種別 三相３線式（ ２００Ｖ （　　　　　）Ｖ）

電気方式 三相３線式（２００Ｖ） ６０Ｈｚ

動
力
幹
線
設
備

盤類形式 埋込み型 露出型 民間仕様 盤内には、施工年月、請負者名、施工者名を記載する。

雷サージ保護 設置（・単相用・動力用） 設置しない ＳＰＤ（低圧用） クラスⅠ クラスⅡ

工事範囲 配管 配線 機器取付 引込 既設キュービクルに開閉器取付

工事範囲

種　　別 自火報発信器・電鈴・表示灯の取替

機器取付

弱
電
設
備

配管 配線 消防立ち合い試験

その他

名　　　　　　称 備　　考記　号 名　　　　　　称 備　　考記　号

～ スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６ 新金属プレート電灯分電盤

動力分電盤

盤類結線図参照

　　　〃

Ｓ

接地極

手元開閉器

器具姿図参照

　　　〃

照明器具　天井取付け

　　〃　　壁付け

， 天井換気扇、壁付け換気扇（設備工事）

，３ ４ 　〃　　　３Ｗ１５Ａ、４Ｗ１５Ａ 　　〃

，

２Ｅ

２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

　　〃　　　２Ｐ１５Ａ．Ｅ×２＋Ｅ．Ｔ

テレビ受け口（７５Ω）

ｔ インターホン 別図参照

新金属プレート

　　〃

　　〃

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

耐火、耐熱電線 耐火・耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

圧着端子
裸圧着スリーブ

●ＪＩＳ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

●ＪＩＳ規格適合品一般配線工事に使用する
もの

　優先使用）　　　　　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●ＪＩＳ規格適合品
もので、エコ電線・ケー ●ＪＣＳ（日本電線工業会規格）規格適合品

電線、ケーブル類
（エコ電線・ケーブルを

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●（社）日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

（省エネ型を優先使用）

●（社）日本電線工業会により自主認定（評定）されたもの

●登録認定機関（（社）電線総合技術センター）または指定認定
　機関（（社）日本電線工業会（耐火・耐熱電線認定業務委員会））
　により認定または評定されたもの

●ＪＩＳ規格適合品照明器具 蛍光灯器具

ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ

●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●ＪＩＳ規格適合品配線器具 コンセント、スイッチ 一般配線工事に使用する

　分　　類

盤類
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

分電盤、実験盤 ●ＪＩＳ規格適合品

※メーカーは「設備機材等評価名簿」による
制御盤 ●（社）日本配電制御システム工業会規格（ＪＳＩＡ）適合品

受信機、漏電火災警報器 　証票が貼付されたもの
感知器、発信機、中継器、自動火災報知装置 ●登録検定機関（日本消防検定協会）の検定を受け、検定合格

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

凡　例

E01

感知器の取替及び増設 インターホン子機取付

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成２１

年４月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行占用足場方式によ

　・足場

り行うこと。

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　・工事中の保安管理

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェスト原本の提示及び、Ｅ票の写しと集計表を監督員に提出すること）

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

　・諸手続

　・消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

　・事故の発生時

　・施工条件

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）を受けた

場合の措置について

　（１）受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）による

　・不当介入を受けた

　不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

レ

３．耐震基準

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

Ⅳ　工事仕様

１．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　平成２８年版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

２．一般事項

　　「公共建築改修工事標準仕様書　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」平成２８年版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　・施工計画等

　＊総合施工計画書

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること。　・工程表

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　・完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、竣工図、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズを各２部。

　・工事写真

　・完成写真

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　なお月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること。

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

電気設備工事特記仕様書

三重県伊賀市　地内

構　　造建物名称 延面積（㎡） 消施令の適用

（７）項

備　　考

ＲＣ造３階建て 　＊＊＊　㎡北校舎棟

４．施工 （１）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

（２）行先表示等

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（３）セパレータ

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（４）保護キャップ等

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（６）地中埋設配管には、埋設表示杭・シートを布設すること。

（７）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

（５）躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。
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図面番号

電気設備
配置図 Ａ２＝１／２００

Ａ３＝１／２８２

配　置　図　　Ｓ＝１／２００

河
川
境
界
線

消火水槽

既設北校舎

駐車場

河川境界線

M-3

ＥＤ

Ｅ１４゜（ＶＥ１６）

既設屋外型キュービクル改造

既設低圧動力に新設開閉器（３ＰＭＣＢ１００／７５）を

取付、今期工事用電源とする。

３φ　ＣＥ－Ｔ　２２°（既設配管８０利用）

既設ＨＨ既設ＨＨ

既設体育館

手洗い場

芝生広場

駐車場

プール

既設プール付属棟

河
川
境
界
線

スクール農園

フ゜レハフ゛物置－１コ゛ミ集積小屋

ｽｸﾗｯﾌﾟ
集積場

受水槽

Ｎ

２２゜

２階配膳室　空調室外機へ

３階配膳室　空調室外機へ

１階配膳室　空調室外機へ

３階生徒会室　空調室外機へ

１５Ａ

１５Ａ

１５Ａ

３０Ａ

１．０５ｋＷ

１．０５ｋＷ

１．４８ｋＷ

２．８０ｋＷ

（１．９０ｋＷ）

（１．９０ｋＷ）

（２．１２ｋＷ）

（４．３８ｋＷ）

Ｆ
Ｗ

３　φ　３　Ｗ
屋外 防雨 型

M - 3

３ＰＭＣＢ　　５０／　３０　　ｘ　１

３ＰＭＣＢ　　３０／　１５　　ｘ　３

３ＰＥＬＢ　１００／　７５　　ｘ　１

ＴＯＴＡＬ＝６．３８（１０．３）ｋｗ
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３φ　ＣＥ－Ｔ　２２°（既設配管80利用）
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24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

8
,
00

0
2
,0

0
0

7,
0
00

1
7,

0
00

X2

X3

X4

X1
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Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2
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8
,
00

0

UP

Ｎ

１階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）

（現況）

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０～２（ＰＦ２８）露出

ＡＣ

ＡＣ

ＡＣ

コンクリート舗装

UP

階段

配膳台・ロッカー

手洗い室

撤去

配膳室

掃除具入

下
足

箱

昇降口

UP

下
足

箱
下

足
箱

放課後児童クラブ

工事対象外

普通教室（東）

廊下

便所
女子

便所
男子

倉庫

PS

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

注１，図中に実線（太線）で示す既設配管・配線の撤去を行うこと。

　　　（点線にて示す器具・配管・配線等は流用とする）

X4

7,
0
00

1
7,

0
00

X3

X2

2
,0

0
0

渡りローカ

M-2

既設動力盤（Ｍ－２）流用

・主開閉器 ３ＰＥＬＢ２２５／１２５ＡＴ

３ＰＭＣＢ　５０／　３０ＡＴ×５ヶ・二次側開閉器

　最大電圧　　　　（１７Ａ）

　冷房消費電力　　（４．４９ｋＷ）

　低温暖房消費電力（４．８５ｋＷ） 普通教室５室
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Y1 Y5Y4Y3Y2

X4
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,
00

0
2
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0
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1
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0
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X1

Ｎ

２階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）

（現況）

便所

女子
便所

男子

階段

廊下

手洗い室
倉庫

配膳室
普通教室（東）

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

教
師

用
棚

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー

倉庫

倉庫

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

普通教室（西）

DN
UP

PS

バルコニー

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０～２（ＰＦ２８）露出

ＡＣ

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０（ＰＦ２２）露出
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Ｎ

３階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００
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Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2
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,
00

0
2
,0

0
0

7,
0
00

1
7,

0
00

X1

X2

X3

X4

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）

（現況）

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

普通教室（東）

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

配膳室

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

手洗い室

特別支援教室

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

普通教室（西）

廊下

DN

便所

男子

便所
女子

階段

PS

ＡＣ

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０～２（ＰＦ２８）露出

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０～２（ＰＦ２８）露出
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2,
0
00

7,
0
00
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X
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Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7
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0
00

2,
0
00

8
,0

0
0

1
7,

0
0
0

X
4

X1
X2

X3

1
,
00

0

60
0

屋根伏　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）
Ｒ階　動力設備図

（現況）

PS

高架水槽

３φ　ＥＥＦ２．６－３Ｃ　Ｅ２．０～２（ＰＦ２８）露出
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0
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,
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0
2,

0
0
0

7,
0
00

17
,
0
00

X2

X3

X4

X1

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Ｎ

１階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

１階　動力設備図
電気設備（改修後）

（改修後）

PS

便所
女子

便所
男子

廊下

倉庫

渡りローカ

普通教室（東）

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

配膳室

保
冷

庫

手洗い室

昇降口

UP

下
足

箱

下
足

箱
下

足
箱

放課後児童クラブ

工事対象外

階段

UP

コンクリート舗装

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

UP

３φ　ＣＥ５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

２１㎡

５０

ＡＣ

ＡＣ

ＡＣ

Ｓ

３００×３００×２００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ ＡＣ

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出

手元開閉器（３Ｐ１５Ａ）屋外防雨箱入

空調機（機械設備工事）３φ２００Ｖ－１．４８（２．１２）ｋｗ
ＣＶ３．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

M-2
M-3 ３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～３

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～４

・主開閉器

・二次側開閉器

３ＰＥＬＢ２２５／１２５ＡＴ

３ＰＭＣＢ　５０／　３０ＡＴ×５ヶ

注１，図中に実線（太線）で示す配管・配線の新設を行うこと。

　　　（点線にて示す器具・配管・配線等は流用とする）
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既設動力盤（Ｍ－２）
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,
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Ｎ

２階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

２階　動力設備図
電気設備（改修後）

（改修後）

便所

女子
便所

男子

階段

UP
DN

廊下

倉庫
手洗い室

PS

配膳室

普通教室（東）

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー
ＡＬＣ版素地

倉庫

倉庫

普通教室（西）

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

１３．５㎡

４０

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

Ｓ

ＡＣ

Ｓ

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出

手元開閉器（３Ｐ１５Ａ）屋外防雨箱入手元開閉器（３Ｐ３０Ａ）屋外防雨箱入

２００×２００×２００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ
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３階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

３階　動力設備図
電気設備（改修後）

（改修後）

普通教室（西）

特別支援教室

廊下

手洗い室

配膳室

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

便所
女子

PS

便所

男子

DN

階段

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

３９．５㎡

１１２
１３．５㎡
４０

Ｓ Ｓ

ＡＣ

空調機（機械設備工事）３φ２００Ｖ－２．８（４．３８）ｋｗ
ＣＶ３．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出

手元開閉器（３Ｐ１５Ａ）屋外防雨箱入

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

２００×２００×１００
Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ）ｗｐ

ＡＣ

Ｓ

手元開閉器（３Ｐ３０Ａ）屋外防雨箱入

手元開閉器（３Ｐ３０Ａ）屋外防雨箱入

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～３

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出～２

３φ　ＣＥ　５．５゜－４Ｃ（Ｅ３１）露出
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１階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）
１階　電灯設備図

（現況）

コンクリート舗装

UP

階段

配膳台・ロッカー

掃除具入

下
足

箱

UP

下
足

箱
下

足
箱

放課後児童クラブ

工事対象外

普通教室（東）

渡りローカ

倉庫

PS

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

ＤＬ × 2

ロ４１ × 4

ロ４１ × 2

ウ４１ × 3

ロ４２ ×

ツ４１ × 2

ＣＬ

２ ２

２

E
E

3

２

3

3 ２

２Ｅ

３

３

２Ｅ

10

露出型

　〃

カバープレート（新金属）Ｐ

注１，図中に実線（太線）で示す既設配管・配線の撤去を行うこと。

　　　（点線にて示す器具・配管・配線等は流用とする）

ﾛ21

ﾛ41

ﾂ41

埋込型

パイプ吊り

ｳ41

～ １Ｐ１５Ａ×１～６

２Ｐ１５Ａ×１，２

２Ｐ１５Ａ×２、ＥＴ

， ２

２Ｅ

コンセント

ＦＬ－　２０Ｗｘ１

ＦＬ－　４０Ｗｘ１

ＦＬ－　４０Ｗｘ１

ＦＬ－　４０Ｗｘ１

スイッチ

照明器具

　　〃

　〃

　〃

　〃

ＩＶ　２．０ｘ２　　　　（１９）

注２，配線図中実線にて示す露出配管、配線及び、既設器具撤去に

　　　伴い不要になった露出配管、配線の撤去を行うこと。

ＩＶ　１．６ｘ２　　　　（１９）

ＩＶ　１．６ｘ３　　　　（１９）

ＩＶ　１．６ｘ４　　　　（２５）

ＩＶ　１．６ｘ５　　　　（２５）

ロ２２

ロ２１ × 2

廊下

配膳室
昇降口

手洗い室

便所
女子

便所
男子

ロ４１

ロ２１
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２階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）
２階　電灯設備図

（現況）

階段

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

DN
UP

PS

バルコニー

E E

２

E

２

ロ４２ ×

ツ４１ × 2

２２

３３

２

ロ４１ × 4ロ２２ × 2

ロ４２ ×

ツ４１ × 2

ロ４１ × 1

ＣＬ

ロ４１ × 1× 2

E

２ ２

２

３

44

10 10ロ２１

Ｐ．ＢＯＸ撤去

ロ２１

ロ４１

ロ２１ × 3

普通教室（西） 倉庫

倉庫

倉庫 手洗い室

配膳室

普通教室（東）

廊下

便所

女子
便所

男子
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X1
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３階　平面図（現況）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（現況）
３階　電灯設備図

（現況）

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

DN

階段

PS

E EE

２

ロ４２ ×

ツ４１ × 2

２２

２

ロ４１ × 4ロ２２ × 2

ロ４２ ×

ツ４１ × 2

E

ロ４２ × 1ロ４２ × 3

ロ２２ × 2

2.0E2.0
(25)

３３

２

２２

２

２

２

３

Ｍ

1010

ロ４１

ロ２１

ロ２１ × 3

普通教室（東）普通教室（西） 特別支援教室

配膳室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

廊下

便所
女子

便所

男子

E12

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）

１階　電灯設備図

17
,
0
00

X4

X3

X2

X1

7,
0
00

2,
0
0
0

8
,
00

0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

8
,
00

0
2,

0
0
0

7,
0
00

17
,
0
00

X2

X3

X4

X1

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Ｎ

１階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

PS

倉庫

渡りローカ

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

手洗い室

下
足

箱
下

足
箱

放課後児童クラブ

工事対象外

階段

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

UP

Ｃ１６

２ ２

２

E
E

3

２

3

3 ２

２Ｅ

３

３

A32 × 4

２Ｅ

黒板灯用電源

ＭＭＡ

B16 × 3

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

既設電灯盤改造

主開閉器二次側に新設開閉器取付とする。

・２ＰＭＣＢ５０／２０ＡＴ－１００Ｖ×２ヶ

普通教室（東）

配膳室

昇降口

UP

便所
女子

便所
男子

廊下

Ｅ

Ｅ 保冷庫

電気温水器用電源

保冷庫用電源

ＥＥＦ２．０－３Ｃ×２（ＭＭＢ）

東芝　ＬＥＫＴ２２３１６３Ｎ－ＬＳ９　相当品

東芝　ＬＥＫＴ２０７１６３Ｎ－ＬＳ９　相当品

東芝　ＬＥＫＴ４１２３２３Ｎ－ＬＳ９　相当品

固有エネルギー消費効率：１６４．１　ｌｍ／Ｗ

A32 ＬＥＤベースライト　直付形　３２００ｌｍ－１９．５Ｗ

固有エネルギー消費効率：１３４．４　ｌｍ／Ｗ

B16 ＬＥＤベースライト　直付形　１６００ｌｍ－１１．９Ｗ

固有エネルギー消費効率：１３４．４　ｌｍ／Ｗ

C16 ＬＥＤベースライト　直付形　１６００ｌｍ－１１．９Ｗ

●ＬＥＤ（昼白色）

●寸法：幅７０×６０５×高５３

●本体：鋼板　白

●ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

●寿命：４０，０００時間（光束維持率８５％）

●相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８３

●質量：０．９ｋｇ

●ＬＥＤ（昼白色）

●寸法：幅２３０×６３２×高５３

●本体：鋼板　白

●ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

●寿命：４０，０００時間（光束維持率８５％）

●相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８３

●質量：１．３ｋｇ

●ＬＥＤ（昼白色）

●寸法：幅１２０×１，２５０×高５３

●本体：鋼板　白

●定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

●ＬＥＤバー：ポリカーボネート　乳白

●寿命：４０，０００時間（光束維持率９０％）

●相関色温度：５０００Ｋ　平均演色評価数（Ｒａ）：８３

●非調光

●質量：１．８ｋｇ

　〃　　２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－４Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－４Ｃ

　〃　　１．６－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ３）

　〃　　１．６－３Ｃ

　〃　　１．６－２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ

注２，配線図中特記なき配管配線は下記とする。

Ｍ 露出ケーブル部分の保護　（メタルモールジング）

但し、壁打ち込み部分は配管保護を行うこと。

　　　（点線にて示す器具・配管・配線等は流用とする）

注１，図中に実線（太線）で示す配管・配線の新設を行うこと。
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２階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）

階段

UP
DN

PS

普通教室（東）

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー
ＡＬＣ版素地

普通教室（西）

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

E E

２

E

２

２２

２

E

２ ２

２

３

44

ＭＭＡ

A32 × 4

黒板灯用電源

ＭＭＡ

黒板灯用電源

ＭＭＡ

Ｐ

Ｐ

B16 × 2

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

配膳室

倉庫

倉庫

倉庫
手洗い室

便所

女子
便所

男子

廊下
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３階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）

普通教室（西）

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

PS

DN

階段

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

３階　電灯設備図

E EE

２

２２

２

E

2.0E2.0
(25)

３３

２

２２

２

２

２

３

Ｍ

黒板灯用電源

ＭＭＡ

黒板灯用電源

ＭＭＡ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

特別支援教室

配膳室

手洗い室

廊下

便所
女子

便所

男子
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図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）

１階　弱電設備図

　　　（点線にて示す器具・配管・配線等は流用とする）

注１，図中に実線（太線）で示す配管・配線の新設を行うこと。
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Ｎ

１階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

PS

渡りローカ

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー
手洗い室

下
足

箱
下

足
箱

放課後児童クラブ

工事対象外

階段

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

UP

UP

便所
女子

便所
男子

廊下

ＨＩＶ１．２×１１（２５）

ＨＩＶ１．２×　５（１９）

Ω

Ｓ

Ｂ ＰＢ

Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＭＭＡ）

既設発信機・電鈴・表示灯・消火栓起動押釦、撤去

左側に、新設総合盤（Ｐ型１級－露出型）を取付。

※表示灯撤去後、カバーＰ止め。　　

昇降口

配膳室

保冷庫

普通教室（東）

倉庫
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２階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）

階段

UP
DN

PS

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー
ＡＬＣ版素地

バルコニー

生
徒

用
ロ

ッ
カ

ー

２階　弱電設備図

倉庫
手洗い室

便所

女子
便所

男子

Ω

Ｓ

ＡＥ１．２－４Ｃ（天井内コロガシ）

Ｂ ＰＢ

Ｐ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＭＭＡ）

既設発信機・電鈴・表示灯・消火栓起動押釦、撤去

左側に、新設総合盤（Ｐ型１級－露出型）を取付。

ＨＩＶ１．２×１０（２５）

ＨＩＶ１．２×　５（１９）

※表示灯撤去後、カバーＰ止め。　　

普通教室（西） 倉庫

倉庫

配膳室

普通教室（東）

廊下

E17
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差動式２種

煙２種
新設に取替

阿山小学校北校舎大規模改造工事



Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

X4

X3

X2

X1

1
7
,0

0
0

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
0
0

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

X4

X3

X2

X1

1
7
,0

0
0

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
0
0

Ｎ

３階　平面図（改修後）　Ｓ＝１／１００

図面番号

Ａ２＝１／１００
Ａ３＝１／１４１

電気設備（改修後）

（改修後）
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３階　弱電設備図

配膳室

手洗い室

便所
女子

便所

男子

Ｓ

Ω

Ω

Ｓ

Ｓ
Ω

ｔ
アイホン　ＴＢ－ＳＥ　相当品

インターホン子機ｔ

形　　　　状

材　　　　質 樹脂

壁掛形（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

7280

2
1
0

新設インターホン子機（右図参照）取付

Ｂ ＰＢ

Ｐ

既設発信機・電鈴・表示灯・消火栓起動押釦、撤去

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＭＭＡ）

左側に、新設総合盤（Ｐ型１級－露出型）を取付。

※表示灯撤去後、カバーＰ止め。　　

廊下

特別支援教室普通教室（西） 普通教室（東）

E18
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図面番号

特記仕様書（1）

M-01

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所 三重県伊賀市　地内

Ⅲ　建物概要

建物名称 構　　造 延面積（㎡） 消施令の適用 備　　考

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

Ⅳ　工事仕様

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成２１

年４月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足

場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行占用足場方式によ

　・足場

り行うこと。

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　・工事中の保安管理

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェスト原本の提示及び、Ｅ票の写しと集計表を監督員に提出すること）

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

　・諸手続

　・消防提出書類

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

　・事故の発生時

　・施工条件

１．施行基準 　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　平成２８年版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

２．一般事項

　　「公共建築改修工事標準仕様書　平成２８年版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」平成２８年版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　・施工計画等

　＊総合施工計画書

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

３．耐震基準

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）を受けた

場合の措置について

　（１）受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱）による

　・不当介入を受けた

　不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速

　やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表を作成して監督員に提出すること。　・工程表

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　・完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、竣工図、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズを各２部。

　・工事写真

　・完成写真

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　なお月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

又、工程については、学校運営に支障が無いよう検討すること。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

レ

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（７）保護キャップ等

（８）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

（９）再使用機器

　・取外し再使用機器は、清掃、絶縁測定及び機能確認のうえ取付ける。なお施工前後で比較を

　　おこなえるよう、工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

５．その他 （１）使用機械

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

（２）絶縁処理

　・機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

　・既設のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッター

　　を使用すること。

（１）配管架台

　・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ

　　仕上げとする。

４．施工

（３）はつり

（４）躯体を貫通する場合、鉄筋探査機等を使用し鉄筋を切断しないよう施工すること。

　・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

（６）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

（５）アンカーボルト

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

北校舎棟 RC造　3階建て

阿山小学校北校舎大規模改造工事

阿山小学校北校舎大規模改造工事



地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

特 記 事 項

消火管（但し屋外のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

冷水管・冷温水管

２０ｍｍ

３０ｍｍ

２５ｍｍ

４０ｍｍ

４０ｍｍ

５０ｍｍ

８０Ａ以下

共 通 事 項

保温工事

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

合成樹脂製カバー1

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

屋内露出 グラスウール保温筒

保温施工範囲は共通仕様書による。

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

屋 外 屋 内

図面に特記ある箇所の冷媒配管の露出部は化粧ケース仕上げとする。

着色アルミガラスクロス

通気管の露出管は、塗装工事を施す事。

屋 内屋 外

高架水槽方式

圧送方式 圧力タンク 回転数制御

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

複合板 単板

水道直結方式

受水槽　　　本体

鋼鈑製 一体型 パネル型

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

一体型

パネル型

一体型

パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

ステンレス製 一体型 パネル型

ＶＡ ＶＢ ＰＡ ＰＢＶＤ

ＶＤ

ＰＤライニング鋼管

地　中（屋内）

地　中（屋外） ＨＩ ＶＰ ポリ管塩化ビニル管

さや管工法 架橋ポリ管

配管材料 一　般

その他の部分

水道業者指定品弁　　類

量水器 貸与品

引込加入、市納金等

その他

給水方式

直結部分

屋　外

分流方式

分流方式

合流方式

合流方式

排水方式 屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

分流方式 合流方式

浄化槽下水管

下水管

既存桝合併処理槽

合併処理槽 既存桝側溝又は河川

調整池 既存桝

放流先

雨　水

屋内汚水管

雑排水管

屋外排水管

側溝又は河川

メカニカル形排水鋳鉄管

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 耐火被覆ビニル管配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質塩化ビニル管（ＶＰ） 硬質塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

配管材料

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち 市販桝 小口径 ビニル桝桝　　類 公団形（Ｂ種）

節水形ＦＶ大便器洗浄方式

水　　栓

洗浄タンク

低圧形

普通コマ

その他

通気管

要

不要

本工事

その他

高架水槽　　本体

市水

ＪＩＳ　５　ｋｇｆ／ｃｍ２

工 事 範 囲

ＰＤ ＳＵＳ

１種）２種（外圧管

節水コマ（泡沫式は除く）

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

ＪＩＳ　１０　ｋｇｆ／ｃｍ２

衛
生
器
具
設
備

排
水
設
備

給
水
設
備

耐火被覆ビニル管 耐熱塩化ビニル管（ＨＴ）

買取品（私設）

別途工事

雨水管

設計空気条件
（指示なきは建設省建築
設備設計基準による） 26.0

34.0

乾球温度℃ 湿球温度℃

27.5

--- 50.0

60.0

相対湿度％

外気条件

＜夏季＞

室内条件

外気条件

室内条件 22.0

0.0 -3.0

--- 成行

40.0

＜冬季＞ 乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％

放熱器

配管材料

配管方式

空
調
設
備

EHP GHP FCU ACU

冷媒配管 冷温水配管 冷却水配管

冷媒用銅管 冷媒用被覆銅管

配管用炭素鋼鋼管（白） 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

冷媒管

ドレン管

保温施工範囲は共通仕様書による。

ＪＩＳ　Ｈ３３００

温水配管 露出配管 インペイ配管

屋内露出 合成樹脂カバー（ジャケットタイプ）グラスウール保温筒

保温施工種別 共通仕様書による。 下表による。

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

グラスウール保温筒

屋内露出 グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

合成樹脂化粧ケース 塗装仕上げ

アルミガラスクロス

合成樹脂カバー（ジャケットタイプ）

冷媒配管

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

整形用テーピング仕上げ

整形用テーピング仕上げ

グラスウール保温筒

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

合成樹脂化粧ケース

ドレン配管

ドレン配管（保温厚２０㎜）

冷媒配管（保温厚：ガス管２０ｍｍ、液管１０ｍｍ〔１０φ以下は８ｍｍ〕）

衛生器具 衛生器具類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品 ＪＩＳ規格以外：ＬＩＸＩＬ／ＴＯＴＯ

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

銅管継手 冷媒用

空気調和機 ＥＨＰ

イノアックコ－ポレ－ション／東洋フィッティング／又は同等品以上

ダイキン工業／東芝／日立製作所／ＰＡＮＡ／三菱重工／三菱電機／

銅管 冷媒用 イノアックコ－ポレ－ション／神戸製鋼所／住友軽金属工業／
三菱マテリアル／又は同等品以上

又は同等品以上

図面番号

特記仕様書（2）

M-02

阿山小学校北校舎大規模改造工事



名 　　　　称

給　　水　　管

記　　 　　号

図　 示　記　号

雑　排　水　管

通　　気　　管

汚　　水　　管

給　　水　　栓

フ ラ ッ シ ュ 弁

器具名称 付属品 （他一式共）

男
子
便
所

女
子
便
所

合
　
　
計

衛　生　機　器　表

記　号

１

ＥＷ

備　　　　　　考機　器　名　称 形　　式　　・　　仕　　　様

電気 湯沸器 形　　 式

仕　　 様

付属 品

据置 型　先 止め式

貯湯 量　６ L　

衛　生　器　具　表

1階 2階

凡例・衛生機器・器具表

図面番号

女
子
便
所

男
子
便
所

女
子
便
所

男
子
便
所

配
膳
室

3階

（フラッシュ弁）

Ｃ-Ｐ２５Ｈ洋風便器

棚付２連紙巻器

ＣＦ-Ｔ７１１４Ａ、ＣＦ-３９ＡＫ、ＣＦ-２００Ｓ

洋風便器 Ｃ-Ｐ２５Ｈ

（低圧フラッシュ弁）

ＣＦ-Ｔ７１１４ＴＡ、ＣＦ-３９ＡＫ、ＣＦ-２００Ｓ

EHPN-CA6S5

フィ ルター 付止水 栓、排 水器具 、フレ キ管Ｌ =500ｘ 3

参考 品番

新設

新設

1

1 ２

1 ２

２ ５

３

1

３２ ３２ ３２ １５

M-03

台数

相

（Ｖ）

消費電力

電　気　容　量

（φ） （ｋＷ）

設　置　場　所

１１ １００

電圧

０．７ 配膳室

阿山小学校北校舎大規模改造工事

参考品番

ＣＦ-ＡＡ６４Ｓ

KPM1-750Rステンレス流し台 SF-216F-13-RU



昇降口

配膳室

便所

倉庫

階段

8
,
0
00

2
,0

0
0

7
,0

0
0

1
7,

0
0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

X1

X2

X3

X4

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

1
7,

0
0
0

X4

X3

X2

X1

7
,0

0
0

2
,0

0
0

8
,
0
00

図面番号

A3 S=1:141

Ｎ

便所

１階平面図（改修後）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子 女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

PS

廊下

下
足
箱

下
足
箱

下
足
箱

掃除具入

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入

整理棚整理棚

教
師
用
棚

保
冷
庫

15
露出

COA50

EW
1

実線

点線
既設

新設

50

平面詳細図参照

洗面器

EW-1 据置型　適温出湯タイプ電気温水器

貯湯容量6.0L 1φ100V　700W

フィルター付止水栓（床給水）

排水器具、連結管フレキｘ3

L-176UEC, LF-B350SY,LF-7SAL

（先止式）

EHPN-CA6S5

1

1

☆

◆ コアー抜き、補修

☆ 既設管接続

凡例

給排水衛生設備

1階平面図(改修後)

A2 S=1:100

M-04

阿山小学校北校舎大規模改造工事

40
50

☆
50

Pトラップ50
（間接排水）



更新

教
師
用
棚

掃除具入

整理棚整理棚

配膳台･ﾛｯｶｰ

補
修

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

掃除具入

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

教
師
用
棚

掃除具入

バルコニー

普通教室（西）

廊下

バルコニー

PS

工事対象外

倉庫

２階平面図（改修後）　S=1/100

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

女子男子

倉庫

配膳室

普通教室（東）

便所便所

Ｎ

X4

X3

X2

X1X1

X2

X3

X4

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

1
7
,0

0
0

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
00

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

1
7
,0

0
0

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
00

階段

倉庫

UP
DN

A3 S=1:141

図面番号

平面詳細図参照

給排水衛生設備

1階平面図(改修後)

A2 S=1:100

M-05

阿山小学校北校舎大規模改造工事



更新

教
師
用
棚

教
師
用
棚

整理棚整理棚

掃除具入

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

掃除具入

掃除具入 掃除具入

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

補
修

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

補修配膳台･ﾛｯｶｰ 配膳台･ﾛｯｶｰ

女子男子

普通教室（西）

廊下

特別支援教室

PS

普通教室（東）

バルコニー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

３階平面図（改修後）　S=1/100

Ｎ

X4

X3

X2

X1

X4

X3

X2

X1

DN

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

24,000

4,0004,0004,0004,0004,0004,000

17
,
0
00

17
,
0
00

7,
0
00

2,
0
0
0

8
,
00

0

7,
0
00

2,
0
0
0

8
,
00

0
階段

便所 便所

配膳室

A3 S=1:141

図面番号

補
修

平面詳細図参照

M-06

給排水衛生設備

3階平面図(改修後)

A2 S=1:100阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:71

1,600 990 1,410

4,000

1,600 990 1,410

4,000

Y4 Y5

Y4 Y5

7
,
0
00

1,
0
50

1
,
95

0

X
3

X4

1,
0
50

1
,
95

0

7
,
0
00

X
3

X4

PS 5
05

3
,
4
95

4
,
00

0

FL±0

男子便所

FL-60

1階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50

女子便所

FL-60

1,600 990 1,410

4,000

1,600 990 1,410

4,000

Y4 Y5

Y4 Y5

7
,
0
00

1,
0
50

1
,
95

0

X
3

X4

1,
0
50

1
,
95

0

7
,
0
00

X
3

X4

PS 5
05

3
,
4
95

4
,
00

0

FL±0

男子便所

FL-60

女子便所

FL-60

1階便所　平面詳細図（改修後）　S=1/50

和風大便器

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

和風大便器

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

5

2

2

1

和風大便器 1

撤去

既設のまま

撤去

和風大便器 既設のまま

2

2

1

3

1

C375VF FV

C375VF

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

C375VF

FV

FV

FV

FV

洋風大便器

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

2

2

1

和風大便器 1

新設

既設

和風大便器 既設

2

2

1

2

1

C375VF

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

FV

FV

FV

新設洋風大便器

アジャスター管

アジャスター管

アジャスター管

C-P25H,CF-T7114A,CF-39AK,CF-200S

紙巻器 撤去2

4紙巻器 撤去

棚付２連紙巻器 CF-AA64S 2

3 新設

新設

棚付２連紙巻器 CF-AA64S

C-P25H,CF-T7114A,CF-39AK,CF-200S

25

25

25

☆

☆

☆

☆

☆

汚水管75床下でプラグ止め

給水管25床下でプラグ止め

Pシール取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

Pシール取替

☆

※和風大便器撤去跡の土間コン開口穴埋め、補修は建築工事

◆ コアー抜き、補修

☆ 既設管接続

凡例

M-07

1階便所平面詳細図(現況・改修後)

給排水衛生設備 A2 S=1:50阿山小学校北校舎大規模改造工事

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

１撤去、4既設のまま
4 既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま



図面番号

A3 S=1:71

1,600 990 1,410

4,000

1,600 990 1,410

4,000

Y4 Y5

Y4 Y5

7
,
00

0

1
,
05

0
1
,9

5
0

X
3

X
4

1
,
05

0
1
,9

5
0

7
,
00

0

X
3

X
4

PS 5
05

3
,
49

5

4
,0

0
0

FL±0

男子便所

FL-60

女子便所

FL-60

2階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50 2階便所　平面詳細図（改修後）　S=1/50
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,9

5
0

7
,
00

0

X
3

X
4

PS 5
05

3
,
49

5

4
,0

0
0

FL±0

男子便所

FL-60

女子便所

FL-60

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

和風大便器

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

5

2

2

和風大便器 1 既設のまま

撤去

和風大便器 既設のまま

2

2

1

3

1

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

C375VF 低圧FV

低圧FV

FV

紙巻器 撤去2

紙巻器 撤去4

C375VF FV

洋風大便器 1 既設のまま 洋風大便器

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

2

2

1

和風大便器 1 既設

和風大便器 既設

2

2

1

2

1

C375VF

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

FV

FV

FV

新設洋風大便器

棚付２連紙巻器 CF-AA64S 2

3 新設

新設

棚付２連紙巻器 CF-AA64S

C-P25H,CF-T7114A,CF-39AK,CF-200S

Pシール取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

Pシール取替

☆

アジャスター管

25

☆

☆

アジャスター管
25

給水管25スラブ下でプラグ止め

汚水管75スラブ下でプラグ止め

既設

☆ ◆

◆

※和風大便器撤去跡のスラブ開口穴埋め、補修は建築工事

◆ コアー抜き、補修

☆ 既設管接続

凡例

M-08

2階便所平面詳細図(現況・改修後)

給排水衛生設備 A2 S=1:50阿山小学校北校舎大規模改造工事

1撤去、４既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま4

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま



図面番号

A3 S=1:71

1,600 990 1,410

4,000

1,600 990 1,410

4,000

Y4 Y5

Y4 Y5

7
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0
0

1
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0

1,
9
50

X3
X
4

1
,0

5
0

1,
9
50

7
,0

0
0

X3
X
4

PS 5
0
5

3
,4

9
5

4,
0
00

FL±0

男子便所

FL-60

女子便所

FL-60

3階便所　平面詳細図（現況）　S=1/50

給排水衛生設備

3階便所　平面詳細図（改修後）　 S=1/50

1,600 990 1,410

4,000

1,600 990 1,410

4,000

Y4 Y5

Y4 Y5

7
,0

0
0

1
,0

5
0

1,
9
50

X3
X
4

1
,0

5
0

1,
9
50

7
,0

0
0

X3
X
4

PS 5
0
5

3
,4

9
5

4,
0
00

FL±0

男子便所

FL-60

女子便所

FL-60

和風大便器

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

和風大便器

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

5

2

2

1

和風大便器 1

撤去

既設のまま

撤去

和風大便器 既設のまま

2

2

1

3

1

C375VF 低圧FV

C375VF

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

C375VF

低圧FV

低圧FV

低圧FV

FV

紙巻器 撤去2

紙巻器 撤去4

洋風大便器

ストール小便器

洗面器

化粧鏡

男子便所

洗面器

化粧鏡

女子便所

掃除用流し

2

2

1

和風大便器 1

新設

既設

和風大便器 既設

2

2

1

2

1

C375VF

U53

L230D

TS119AS3

L230D

TS119AS3

SK22A

C375VF

FV

新設洋風大便器

C-P25H,CF-T7114TA,CF-39AK,CF-200S

棚付２連紙巻器 CF-AA64S 2

3 新設

新設

棚付２連紙巻器 CF-AA64S

C-P25H,CF-T7114TA,CF-39AK,CF-200S

Pシール取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

床給水フラッシュ弁（洗浄管共）取替、スパッド取替

止水栓（連結管共）取替、Pトラップ取替

Pシール取替

☆

アジャスター管

25
☆

☆

アジャスター管

☆

☆

アジャスター管
25

汚水管75スラブ下でプラグ止め

給水管25スラブ下でプラグ止め

低圧FV

低圧FV

☆ ◆

25

※和風大便器撤去跡のスラブ開口穴埋め、補修は建築工事

◆ コアー抜き、補修

☆ 既設管接続

凡例

◆

◆

M-09

3階便所平面詳細図(現況・改修後)

A2 S=1:50阿山小学校北校舎大規模改造工事

１撤去、４既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

4 既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま



昇降口 配膳室

便所

倉庫

階段

8,
0
00

2
,
00

0
7
,
00

0

1
7
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

X1

X2

X3

X4

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

1
7
,0

0
0

X4

X3

X2

X1

7
,
00

0
2
,
00

0
8,

0
00

A2 S=1:100

図面番号

A3 S=1:141

Ｎ

便所

１階平面図（現況）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子 女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

PS

廊下

下
足
箱

下
足
箱

下
足
箱

掃除具入

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入

教
師
用
棚

ｽ
ﾛー
ﾌ
ﾟ

15

モルタル穴埋め

撤去

GV15

露出

1号屋内消火栓撤去
40Aキャップ止め

（箱体を残し、扉、扉枠、弁、ホース、櫛、ノズル撤去）

既設のまま

実線

点線
既設のまま

撤去

給水管

排水管 硬質塩化ビニル管

塩ビライニング鋼管

使用管材

消火管 配管用炭素鋼鋼管（白）

（二段型700Wｘ1400Hｘ200D）

凡例

平面詳細図参照

1階平面図(現況)

給排水衛生設備

M-10

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141

倉庫

階段

8,
0
00

2
,
00

0
7
,
00

0

1
7
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

8,
0
00

2
,
00

0
7
,
00

0

1
7
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

X4

X3

X2

X1 X1

X2

X3

X4

Ｎ

便所 便所

普通教室（東）
配膳室

倉庫

男子 女子

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

２階平面図（現況）　S=1/100

倉庫

内部は工事対象外

PS

バルコニー

廊下

普通教室（西）

バルコニー

掃除具入
教
師
用
棚

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

掃除具入

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

掃除具入

教
師
用
棚

1号屋内消火栓撤去
40Aキャップ止め

（箱体を残し、扉、扉枠、弁、ホース、櫛、ノズル撤去）
（二段型700Wｘ1400Hｘ200D）

実線

点線
既設のまま

撤去

凡例

給水管

排水管 硬質塩化ビニル管

塩ビライニング鋼管

使用管材

消火管 配管用炭素鋼鋼管（白）

平面詳細図参照

給排水衛生設備

2階平面図(現況)

A2 S=1:100

M-11

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141

配膳室

便所便所

階段

8,
0
00

2
,
00

0
7
,
00

0

8,
0
00

2
,
00

0
7
,
00

0

1
7
,0

0
0

1
7
,0

0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

DN

X1

X2

X3

X4

X1

X2

X3

X4

Ｎ

３階平面図（現況）　S=1/100

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

バルコニー

普通教室（東）

PS

特別支援教室

廊下

普通教室（西）

男子 女子

配膳台･ﾛｯｶｰ配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入掃除具入

掃除具入

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入

整理棚 整理棚

教
師
用
棚

教
師
用
棚

1号屋内消火栓撤去
（箱体を残し、扉、扉枠、弁、ホース、櫛、ノズル撤去）

40Aキャップ止め
（二段型700Wｘ1400Hｘ200D）

給水管

排水管 硬質塩化ビニル管

塩ビライニング鋼管

使用管材

消火管 配管用炭素鋼鋼管（白） 実線

点線
既設のまま

撤去

凡例

平面詳細図参照

給排水衛生設備

3階平面図(現況)

A2 S=1:100

M-12

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141
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0
7
,0

0
0

1,
0
0
0

17
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

7
,0

0
0

2
,
00

0
8,

0
00

17
,
00

0

X
4

X
1

X
2

X
3

1,
0
0
0

A2 S=1:100

高架水槽

屋根 伏図 （現 況 ）　 S=1/100

給排水衛生設備

撤去

高架水槽電磁弁20

GV20ｘ3

撤去

高架水槽廻り撤去図　1/100

プラグ止め

20

40

80 テスト弁40

撤去

プラグ止め
直圧

FM弁40
既設のまま

20

40

（撤去図）

X

40.80.50
既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

給水管 塩ビライニング鋼管

使用管材

消火管 配管用炭素鋼鋼管（白）

M-13

屋根伏図(現況)

実線

点線
既設のまま

撤去

凡例

阿山小学校北校舎大規模改造工事



（　新　設　）空　調　機　器　表

機　器　名

（参考型番）

機　　器　　仕　　様記　号

電　気　容　量

電源 消費電力（ｋＷ）
設　置　場　所台　数 配線 開閉器

備　考

図面番号

記 号 名 称

冷　媒　管

図示記号

ド　レ　ン　管

配 管 材 料

R

D 保温付硬質塩化ビニル管（VP）

保温付冷媒用被覆銅管 　保温厚　ガス管20ｍｍ　液管10ｍｍ

M-14

空調換気設備

凡例、機器表

阿山小学校北校舎大規模改造工事

冷房能力
暖房能力
冷媒配管

附 属 品

形 　 式

転倒防止支持金物
既製コンクリート基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷基 　 礎

天吊型
４．５（１．２～５．０）ｋＷ
５．０（０．９～７．２）ｋＷ
内機　液側　６．４Φ　ガス管　１２．７Φ

リモコン、分岐管、他一式

　空冷ヒートポンプ式
　パッケージエアコン

冷房
暖房

ＡＰＦ

１

ＰＡＣ

２

ＡＣＳＡ０５０８６Ｍ

１．６ １５Ａ
３φ

２００Ｖ 低温暖房
最大電流

冷房能力
暖房能力
冷媒配管

附 属 品

形 　 式

転倒防止支持金物
既製樹脂製基礎１５０Ｈ、防振ゴム板敷基 　 礎

天吊型
１０．０（２．６～１１．２）ｋＷ
１１．２（２．４～１５．６）ｋＷ
内機　液側　９．５Φ　ガス管　１５．９Φ

リモコン、他一式

　空冷ヒートポンプ式
　パッケージエアコン

冷房
暖房

ＡＰＦ

１

ＰＡＣ

３

ＡＣＳＡ１１２８６Ｍ

２．０ ３０Ａ
３φ

２００Ｖ 低温暖房
最大電流

５．６
８．５８Ａ

５．８
２０．９Ａ

１階配膳室

３階特別支援教室２．８０
２．８８
４．３８

１．４８
１．２５
２．１２

屋外機防護ガード

屋外機風向調整ガイド

室外機ー室内機間渡り配線、リモコン配線共本工事

電気容量は参考とする。

特記事項



昇降口 配膳室

便所

倉庫

階段

8
,
0
00

2
,0

0
0

7
,0

0
0

1
7,

0
0
0

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

UP

X1

X2

X3

X4

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000

Y1 Y7Y6Y5Y4Y3Y2

渡 り ロ ー カ

コンクリート舗装

1
7,

0
0
0

X4

X3

X2

X1

7
,0

0
0

2
,0

0
0

8
,
0
00

図面番号

Ｎ

便所

１階平面図（改修後）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子 女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

PS

廊下

下
足
箱

下
足
箱

下
足
箱

掃除具入

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入

整理棚整理棚

教
師
用
棚

手洗

保
冷
庫

格子桝接続

PAC
2

リモコン

屋外機

土間コンはつり、補修
（鉄筋補修D10＠200シングル　タテ・ヨコ共）

ドレントラップ20

20VP1
20VP

20VP

共巻

記号 ガス管 液管

1 12.7φ 6.4φ

渡り配線

VVF2.0-3C　E1.6

2 15.9φ 9.5φ VVF2.0-3C　E1.6

冷媒管サイズ表

AP◆

◆AP アルミパネル貫通、コーキング

凡例

M-15

1階平面図(改修後)

空調換気設備 A2 S=1:100
A3 S=1:141

R D

D

リモコン配線―VCT0.75-2C　天井内ころがし　立下り露出部はメタルモールにて保護

（本工事）

阿山小学校北校舎大規模改造工事



教
師
用
棚

掃除具入

整理棚整理棚

配膳台･ﾛｯｶｰ

補
修

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

掃除具入

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

教
師
用
棚

掃除具入

バルコニー

普通教室（西）

廊下

バルコニー

PS

工事対象外

倉庫

２階平面図（改修後）　S=1/100

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

女子男子

倉庫

配膳室

普通教室（東）

便所便所

Ｎ

X4

X3

X2

X1X1

X2

X3

X4

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1

Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7Y1
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階段

倉庫

UP
DN

A3 S=1:141

図面番号

記号 ガス管 液管

1 12.7φ 6.4φ

渡り配線

VVF2.0-3C　E1.6

2 15.9φ 9.5φ VVF2.0-3C　E1.6

冷媒管サイズ表

◆

凡例

壁コアー抜き、補修

2階平面図(改修後)

空調換気設備 A2 S=1:100

M-16

リモコン配線―VCT0.75-2C　天井内ころがし　立下り露出部はメタルモールにて保護

阿山小学校北校舎大規模改造工事



教
師
用
棚

教
師
用
棚

整理棚整理棚

掃除具入

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

掃除具入

掃除具入 掃除具入

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ 配膳台･ﾛｯｶｰ

女子男子

普通教室（西）

廊下

特別支援教室

PS

普通教室（東）

バルコニー

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

手洗い室

３階平面図（改修後）　S=1/100
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8
,
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0
階段

便所 便所

配膳室

A3 S=1:141

図面番号

PAC
3

R

屋外機

R

リモコン

20VP2

溝に移流

記号 ガス管 液管

1 12.7φ 6.4φ

渡り配線

VVF2.0-3C　E1.6

2 15.9φ 9.5φ VVF2.0-3C　E1.6

冷媒管サイズ表

◆

凡例

壁コアー抜き、補修

◆AP アルミパネル貫通、コーキング

AP◆

M-17

A2 S=1:100空調換気設備

3階平面図(改修後)

リモコン配線―VCT0.75-2C　天井内ころがし　立下り露出部はメタルモールにて保護

阿山小学校北校舎大規模改造工事



昇降口 配膳室
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図面番号

A3 S=1:141

Ｎ

便所

１階平面図（現況）　S=1/100

UP

UP

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

男子 女子

手洗い室

放課後児童クラブ

工事対象外

PS

廊下

下
足
箱

下
足
箱

下
足
箱

掃除具入

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯ
ｶー

掃除具入

教
師
用
棚

ｽ
ﾛー
ﾌ
ﾟ

R R R

1 1 1

1 1 1

R R R

記号 ガス管 液管

1 25.4φ 12.7φ

実線

点線
既設のまま

撤去2 22.2φ 9.5φ

3 15.9φ 9.5φ

冷媒管サイズ表

天井換気扇
口径150φ

脱着

200φ

M-18

1階平面図(現況)

空調換気設備 A2 S=1:100阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141
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普通教室（東）
配膳室

倉庫

男子 女子

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

２階平面図（現況）　S=1/100

倉庫

内部は工事対象外

PS

バルコニー

廊下

普通教室（西）

バルコニー

掃除具入
教
師
用
棚

配膳台･ﾛｯｶｰ

生
徒
用
ﾛ
ｯｶ
ｰ

掃除具入

生
徒
用
ﾛｯ
ｶ
ｰ

配膳台･ﾛｯｶｰ

掃除具入

教
師
用
棚

1 1 1

R R R

R R R
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RR

1 1 1

1 1 1

R R R

R R R

33

20VP 20VPリモコンリモコン

冷房能力9.0ｋW

天吊エアコン（屋内機）

撤去

冷房能力9.0ｋW

天吊エアコン（屋内機）

撤去

2

記号 ガス管 液管

1 25.4φ 12.7φ

実線

点線
既設のまま

撤去2 22.2φ 9.5φ

3 15.9φ 9.5φ

冷媒管サイズ表

天井換気扇
口径150φ

脱着

200φ

天井換気扇

脱着

口径150φ

200φ

エアコン撤去跡の天井ボルト貫通穴補修は、

丸形カバープレートで塞ぐ事

2階平面図(現況)

空調換気設備 A2 S=1:100

M-19

阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141
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３階平面図（現況）　S=1/100

手洗い室

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

普通教室（東）

PS

特別支援教室

廊下

普通教室（西）

男子 女子
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徒
用
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R
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3
3

20VP20VP リモコンリモコン

冷房能力9.0ｋW

天吊エアコン（屋内機）

撤去

冷房能力9.0ｋW

天吊エアコン（屋内機）

撤去

記号 ガス管 液管

1 25.4φ 12.7φ

実線

点線
既設のまま

撤去2 22.2φ 9.5φ

3 15.9φ 9.5φ

冷媒管サイズ表

エアコン撤去跡の天井ボルト貫通穴補修は、

丸形カバープレートで塞ぐ事

M-20

3階平面図(現況)

空調換気設備 A2 S=1:100阿山小学校北校舎大規模改造工事



図面番号

A3 S=1:141
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屋 根伏 図（ 現況 ）　 S=1/100
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1 1 1

ころがし配管

撤去

門型架台（タイガーベース基礎共）
H=350 撤去
（屋上部分すべて）

M-21

屋根伏図(現況)
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